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序

本庄市はかつて中山道 一の繁栄を誇った宿場町として、 また、 国学者塙保己 

ー誕生の地として広く知られているところです。 そうした豊かな歴史的背景と

文化的風土をもつ本庄市は、 また多くの埋蔵文化財にも恵まれ、 市内には旧石

器時代から近代に至るまでのさまざまな遺跡が分布しています。

本書に報告する川越田遺跡は、 大規模な河川跡に沿って展開する古墳時代の

集落遺跡です。 川越田遺跡の河川跡は現在の女堀川にあたると考えられますが、

この旧女堀川沿いには、 川越田遺跡と隣り合うようにして後張遺跡、 今井川越

田遺跡など県内を代表する古墳時代集落の分布が知られており、 これまでに発

見されている古墳時代の住居跡の数は、 川越田遺跡を含め、 実に350棟以上に

のぼります。 また、 付近には県内最古の古墳とされる鷺山古墳や飯玉東遺跡の

方形周溝墓群が所在するなど、 当時のヤマト政権といち早く結び付いた首長層

の存在も想定されており、 川越田遣跡の周辺が古代児玉地域の中心地としての

役割を果たしていたことが窺われます。 今回の川越田遣跡の調査においても、 

古代児玉地方の歴史を解明するうえで重要な資料を積み重ねることができまし 

た。

今日に残された貴重な文化遺産をこの後も長く後世に伝えていくことは、 現

代に生きるわたくしたちに与えられた責務であり、 埋もれていた歴史を明らか 

にすることは、 よりよい未来を築くための手掛かりとなるものです。 今後は本

書が学術研究の基礎資料として、 また埋蔵文化財保護の普及・啓発として広く

活用していただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、 川越田遺跡の記録保存に格別のご理解を賜り、 現地調

査から資料整理、 本書の刊行に至るまで多大なご協力をいただきました株式会
社サテライトこだまには、 ここにあらためて深甚の謝意を表する次第です。 ま

た、 事業の全般にわたってご指導、 ご教示を賜りました方々、 現地調査にご
‘
協 

力いただいた地元各位、 直接発掘調査の労にあたられた皆様に心よりの御礼を
申し上げます。

平成20年3月

本庄市教育委員会

教育長 茂 木 孝 彦



例 日

1 . 本書は、 埼玉県本庄市児王町高閲字北田下ノ壱丁141番1ほかに所在する川越田遺跡の発掘調査

報告書てある。

2. 調査は株式会社サテライトこだまが計画する場外車券場の建設にともない、 事団の記録保存を目

的として本庄市教育委員会が実施したものである。
3 . 発掘調査、 幣理調査および報告書作成に要した経費は、 株式会社サテライトこだまからの委託金

であり、 平成18年度および平成19年度川越田遺跡発掘地調査受託事業として実施した。
4 . 発掘調査面精は、 本圧市川越田遺跡のうち約1,380可を対象どした。

5 . 発掘調直期間は以下のとおりでちる。

自 平成18年7月3日

至 平成18年1 0月31日

6. 川越田遺跡ほ、 埼王呆埋蔵文化財調杏事業団が昭和 5 6年～57年にかけて発掘調査を実施しだA

地点について『立野南・八幡太神南・熊野太神南・今井遺跡群•-T田・川鱚田・梅沢』が、 児

宝町遺跡調査会が平成4年～5年にかけて発掘調査を実施したB · C地点について『川越田費跡

II』が刊行されている。 今回のE · F · G地点の報告書は、『川越田遺跡rr』 に次ぐ刊行となる

ため、『川越田遺跡m』とした。
7. 発掘調査担当は本庄市教育委員会文化財保護課恋河内昭磨•松本 完・的野善行恭あたり、 有限

会社毛野考古学研究所有山径世が現蜆調査員として専従した。

8. 発掘調査に関する航空写真撮影、 航空測量は、 有限会社協同測地開発に委託して実施した。

9. 整理調査斯間は以下のとおりである。

•平成18年度

自 平成18年1 0月1日

至 平成19年3月1 5日

•平成19年度

自 平成19年1 0月26日
至 平成20年3月25日

1 0. 整鯉および報告書刊行にかかる業務は、 有限会社毛野考古学研究所に委託した。

11. 本書の執筆は、 Iを本庄市教育委員会文化財保護課が、 II~Vを有山が担当した。

12. 本書の編集は、 本庄市教育委具会文化財保護課の指導に基づき、 有山が担当した。

13. 本書に掲載した出土遺物、 遺溝および遺物の実測因ならびに写真、 その他本報告に関連する資料

は、 本庄市教育委員会において保管している。

14. 発堀調査から整理訓査、 報告書の刊臼に至るまで、 以下の方々から貴重なご助言、 ご指導、 ご協

力を閻りました。 ご芳名を記し感謝申し上げます。（順不同・敬称略）

坂本和俊 中村正芳 田村 誠 金子彰男 中沢良 一 丸山 修 外尾常人 田中広明

均玉県埋蔵文化財訓査事業団



15. 川越田遺跡の発掘調西、 整理調査及び報告書刊行にかかる本庄市教育委員会の組熾は以下のとおり

である。

•平成18年度 発掘調査、 整理調査

教 育 長 茂木孝彦
く本圧古教育委員会事務局＞

事務同只 丸山   茂 

文化財保護課

課 長 加）1|由雄

課長補佐 鈴木徳雄

埋蔵文化財係

係 長 鈴木徳雄
太田博之

恋河内昭彦

松澤粘一

松本 完

的野善行

•平成19年度 整理調査、 報告書刊行

敦 育 仄 茂木孝彦
く本庄市教育委員会事務局＞

事務局長

文化財保護課

牒 長

課長柿仕

埋蔵文化尉係

係 長

丸山 茂

儘田英夫

鈴木徳雄

太田博之

恋河内昭彦

大熊手広

松澤t告 ＾

松本 完

的野善行



凡 例

l.本書所収の遺跡全体図におけるX·Y座標値は甘楳測 地系に基づく。 各遺構区における方位針は

四標北をさす。
2.本訓査における遺構名称は下記の記号て示し、本書毘載の本文、挿図 、万真中の遺構名称も同 一

(/)記局を用いた。
SI··•住居跡 SD ・ ·•溝 SK ・ ..士坑 P···ヒ° ット

3.本書に抵載の遺構図ならびに遣物実謁凶の縮尺は以下を原則とし、各挿図中にはスケ ールを付し
てある。

［塩構図】
遺梢全間図 ・ ・ ・L/400 SI ・ ・ ・ 1/30、1 /60 SD ・ ・ ・ 1/60、1/80、1/100、1/120 
SK ・ ・ ・ 1 /60、河） 1 |跳···1/50、1/200 

【遺物実測図】
土師器・須恵器 ・ ・ ・ l / 4、土製品・右製品・鉄製品 ・ ・ ・ 1/ 1、1 / 2 

4.遺構断面図の水準数値は海抜を示す。単位はmである。

5.遵構図・遺物実測図中のト ー ン左示す内容は以下のとおりである。

遺構図
冒…地山 •••焼土 …炭化物 □□］••砂利

● … 土器 出土位置 ▲•••石製品・石出土位置

遺物実測図
..•煤

i.9;,",*`、9，ばおii忍呵

…鉄分

6.本書中に使用したAs-Bとは、1108（天仁元）年に降下した浅間山噴出B軽石である。

7.本調査における遺構の七雇断面図及び遺物観察表に示した色調は『新版椋準」色帖』（農林水産
省農林水産技術会議事務局）を使用して観察した。

8.芭物観察中の半｛立は、法量はcm、重さはgである。（ ）内の数値且淮定値を示す。

9.本書掲載の坦形図は、国土交通省□土地理院発灯1/25, 000「4く）土」、位置図饂本庄市都市計画図
(16 ·」7 • 21 • 22) l /2, 500に加筆し！こものを用いた。
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I 調査に至る経過

本報告にかかる本庄市）1|越田追聞E·F·G地点の発掘調査は、 競輪の場外屯券場建設計画に伴っ

て失われる埋蔵文化吋の記録保存のために実施されたものであり、 発掘頸査に至る経緯の概要は、 以

下のとおりである。

埼王県児王郡児玉町大字高関（現本庄市児玉町高閏）字北円下ノ壱丁141番1 外13筆の約 2,000
可において翫輪の場外卓券場の建設計画が起こり、 この建設言十画に旭つく開発予定地内における埋蔵

文化財の所在及び取り扱いについての照会が児王町教育委員会にあったのは平成15針1 2月であっ

た。 児玉町教育委員会では、 この関弩予定地内の全域が周知の埋蔵文化財包蔵地 (No. 54 - 275) J I[ 
越田遣跡に相当することとともに、 ごれら埋蔵よ化財は現状で保存することか望ましい旨の説明をお

こなっ！こ。 なお、 平成1 6年2)]株式会社サテライトこだま代表取締役齊藤國雄からIJ胃発予定地内に

おける埋蔵文化尉の所在及び取り扱いについての限会文書が児玉町教育委員会に提出されたので、 周

知の罪蔵文化財包蔵地である旨の回答を行うとともに、 埋蔵又化財の現状変更を最小1晟に実施するよ

う調整を行った。

その後、事呆計画等が紆余曲折を経る過租で、平成18年1月児三町と本庄主が合併し、新「本庄古」

となった。 本庄由教育委員会は、 児工町教育委員会と株式会社サテライトこだ主との協議事項を継承

し埋蔵文化財の諏り扱いについての協議を行い、 』見蔵文化財の現状変更を最小限に実施するより凋整

を行うとともに、その取り扱いについて埼玉県生涯学胃文化財牒と調整を進めた。 数次にわたる説議・

調整を行ったが、 場外車券場建設計画による埋蔵文化財への／影響は避けがたく、 この上事 によって埋

蔵文化財に影彗が及ぶと考えられる約1,400 rri.り）区域についての発胴調査を実施ずる必要か生じた。

以上の協議を踏まえて、 株式会社サテライトこだまから本庄市に発掘調査の依頼があった0) で、 調査

を実施する区域を川赳田遺跡E·F·G地八とし、 平成18年度）1［越田遺跡発掘訓査受託事業として

本庄市ど株式会社サテライトロだまとり）閲で遺跡発掘調査託契約を細結するこどで、 記録保存0)ため

の発掘調査を実施することとなった。

発掘の実施にあたっては、 株式会社サ予ライトこだま代表取締役齊藤國雄より、 平成18年凶月 28

日に、 文化財保護法第93条第1項同法第184条第1項及び文化財保護法施行令第5条第 2項の規定

に基づく「坪蔵文化財窟掘の届出について」が太圧市教育委員会に提出されだ 0) で、 同日付け本教文

保第 28号で埼玉県教育委員会教育長に進逹した。 この発掘の届出に房づいて、 埼玉県教育委員会教

育長から、 本庄市教育委員会教育長に、 株式会社サテラ／卜こだま代表取締役齊籐國雄宛の「周知

の埋蔵文化財包蔽地における土木工事笥について」の通知が平成18紅3月10日付け教生文第3 -

10 25号であったので、 本庄古教育委員会教育長は、 平成18年＄月17日付け本教文俣第54号で株式

会社サテライトごだま代表取揺役齊藤國雄あてに送付した。

発掘調査の実施については、 本庄市教育委員会教育長茂木孝彦から、 平成l8年7月 24日付け本散

文俣第158号で、 文化財保護法第99条の規定に基づく「坦蔵文化財発掘調査び）通知について」を埼

玉県教育委員会教育長に提出した。 t［お、 叫地の発掘調査は、 平成18年7月3日に開始さ仇、 平成

18年10月31日に終了した。 （本庄市教育委員会文化財保設課）
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II 遺跡の環境

1 地理的環境

JI I越田遺跡が所在する本庄市は埼王県北西部に位置する。 現本庄市は200 6 （平成18 )年に、 児玉

町と本庄市との合併が実胞された。 旧市開村名では児玉町の北部にあたる。 本遺跡周辺 0) 地形は、 埼

玉県と群馬県の県境をなす神流川によって形成された神流川扇状地の扇央部東端にあたり、 女堀川や

金蹟川の罰析による比較的広い沖積低地が河川の両側に開げている。 沖積低地の西側にほ児玉丘陵下

から広がる低台地の本庄台地が、 東側には児玉丘陵から河川の開析作用によって分断された生野山・

鷺山・大久保山の残丘が列状に存在している。 この沖積低地は、 中央を流れる女堀川を中心にして、

西側を本庄台地に、 東側を残丘列によって画されるように帯状に展開しており、 地形的に一 つの小地

域を形成している。 本遺跡は女堀川右岸の標商69 mの 自 然堤防上に立地している。 女堀川水系の中

流域にあたり、 古代より女堀川流域における農業生産の中心的基盤として発展した地域である。ほ場

整備前までは低地部内に —町四方の条里形池割りか広範団に残存していた。

2 歴史的環境

JI|越田遺跡E · F · G地点では、 古墳時代の集落跡や河川跡、 条里制の坪線と一 致する溝跡等が確

された。 以下、 古墳時代を中心に周辺の遺跡を概観していく。

弥生時代の遺跡は現在のところ少ない。 罰期～中期では、 低地内の今井条里遺跡（25 )や大久保山

残丘上の大久保山遺跡（42 )で中斯中葉頃0) 土坑か検出されている。 集落は小山）II・志戸川流域に位
置する村後遺跡(60 )があろ。 中期中葉頃になって低地内への本格的な進出が一部に見られるが、 そ

川越田遺跡

口］言冑 □ D
山地 凹地 丘陵 台地 低地 河Ill·}蒻

図1 埼玉県の地形
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の後長期 間にわたり継続 的に営まれた集落はか く、 単発的な進出頓 向 が窺 えろ。 後期の集落け 、 樽式

土器を主体とする山恨遺跡（3 9 )や飯玉東遺恥（43 )、 吉 ケ谷式上器を主体とする大久保山妍助や生蜀

山遺跡 (57 )、 二軒屋式土器が出土しだ 塚本山遺跡 (45 )等がある。 これらは大久保山や生野山の残匠

上や、 その下に広がる狭小な台地上に立地しており、 透くの小支谷の湧水を利用した小規模な水稲耕

作を基盤にしていたものと推測される。

古墳時代前期になると、 女堀）i i 沖積低地の本格的な関空が開始され、 遺跡数が増加 ずる。 前期中 葉

段 階には 、 木遺跡や社具路遺跡（28 )のよ う に低地内への進出が認 め られろ。 後葉～終末段階には後

張遣跡（ 4 )のよ う な大規模集落を中心と し て、 周辺に小規模集落が展 開すろ。 こ九らの遺跡では、

東海西部 ・ 畿内 ・ 北陸 ・ 南関東地方等の影誓を強く受けたいわ ゆる 「 外来菜 土器」 が主体をなし、 新

しくなる に連れて東海西部系の土器 贅 顕著になる。 低池部では外来系土器を主体とずる遣跡が当初か

ら展開するが、 弥生時代の生活基盤を継承する丘陵部の遺跡では、 雷電ド遺跡 (44 )のよ う に、 弥生

時代後期 の土器の系統を引 く 「在地系土器」 の影響が残る傾 向 ぶ ある。 また、 弥生時代後期に集落が

営 まれていた生野山 ・ 鷺山 ・ 大久保山の残丘上に［ま 、 一部小規模 左集落が進出すると共に、 方 形周溝

墓が築造され、 墓域として営識されるよ う になる。 これらの残丘上には、 県内最古の古墳と して有名

な全長 60 mを測る前方後方墳の鷺山古墳 ( G )や、 北堀前山1 号填 ( B )が築造されている。

中 期 は 、 前期と同様に低蜆内およびその周辺に集落が展開する様相が見られる。 後張遺鱈 ・ 南街道
遺跡（54 )・ 辻 堂遺跡（55 )のよ う な大規模な拠瓜 的集落が複数出現し、 そ れらを中心として 自 然堤防

上や本庄台地東側縁辺部 および匠陵部周辺に、 多 くの小規模集落が形成される。 これらの集落では、

中葉頃よ りほとんど の住居にカ マ ドが付設されるよ う になる。 残丘上には、 墳丘規模 60~7 0 mの県

北部で最大級の円 墳である金讚神社占墳 ( H )や生野山将軍塚古墳 ( K )、 公卿塚古墳 ( D )が築造

されている。 これらの三古墳は墳丘矩模や形態が類似 し 、 格子目 叩きの埴輪を有するとい う 特徴 が あ

る。 祖 互に時期差異があまり認 め られず、 比較的至近距離に位置している。

後期は 、 中期とほとん ど大差はないが、 個々の遺跡において遺構の豹度が高い傾 向 が見られる。 ま

た、 少数ではあるがこの時期より囲立柱建物跡を伴 う 集落も存在する。 該期の集落の肉 、 低地内の 自

然堤防上や微高地上に立地する集落は、 終末期になっていずれも断絶し、 そ の後本庄台地東側縁辺部

や残丘縁辺の台地に移動する。 こ九は当地域の低地内に条里形池割りを施工するため の計画的な集落

移動 と推測さ九ている。 残丘上には、 墳丘規模 58 mの生野山銚子塚古墳（ L )や生野山1 6 号墳 ( J )

の首長 墓が築造されるが、 こねらの首長墓は中 期の大形円 墳に変 わって前方後円 墳を採用しているこ

とが注目 される。 また、 後には塚本山古墳群（ 0 )や生野山古墳群（ p )のよ う に群集墳が形成され
る。 当 地戎の古墳群は、 斤岩を使用した模様積みの横穴式石室が一般 的である。 当地域と近距離にあ

る利根川 段丘上の旭 ・ 小島古墳群や塚合古墳群は、 角 閃石安山岩を使用した互目 積みの横穴式石室が
多く、 不室構築技法に明 確な差呉 が 見られ、 これらとは刷系列の集団の墓域であることが考 えられる。

7 世紀中項～後半になると、 一部に東牧臣分遣跡（ 5 )や下田遺趾 (38 )等の低地内に立地する集落

も見られるが、 低地内のほとん どの集落は廃絶され、 東側残丘斜面下の低台地上や西側の本庄台地縁

辺部に移動ずる。東側の残丘周辺の集落群が1 0 世紀以降も継続して営まれるものが多い。これに対し、

西側の本庄台地縁辺部の集落群は 9 世紀後半になると衰追し始 め 、 9 世紀後半から1 0 仕紀にかけて、

小規模な集落が低地内(f) 自 然堤防や微商地上に百 び出現するよ う になる。

- 3 -
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A . 北堀前 山 2 号墳 B . 北堀前山 1 号墳 c . 東谷占墳 D . 公卿塚 占墳 E . 堂 山 古墳 F . 四 方 田 古墳 G . 鷺 山古墳 H . 金錯神社古墳

］ ． 熊谷後 1 号墳 J . 牛 野 山 1 6 号墳 K . 牛野山 将軍JJR 古墳 L . 生野WI銚壬塚古墳 M . 物 見J笈古墳 N 東 富 田 古墳群 （） ． 塚本 山 古墳群

P . 生 両 山 古墳群

図 2 川 越 田 遺跡の位置 と 周 辺の遺跡
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m 請l 査 の 方 法 と 経過

1 調 査 の 方法

調査範囲は試掘 調査の成果等をもとに、 E · F · G地点の3 地点を設定した。 グ リ ッ ドは4 m X 4
mで設定した。 発掘闘責は、 試 掘調査で確認さ九た As-B 層 を第1 確詑可として、 重機により表土掘

削 作業を開始した。 並行 し て人 力による遺構確認作業を行い、 As-B 層 下面 での訓査を実施した。 そ

の後、 古墳時代の遺構を確認ずるた め 、 第 2 確認面と し て約 50 cm下の淡黄褐色 上層 （ ロ ー ム 土0) 二

次堆積層 ） 上面まで重機で再度掘 削 した。 遺構の掘り下げにあたっては、土層観察用のベルトを設定し、

埋 没 状陛や梢築状態を確認 し た。 図 面 ば 手実測および ト ー タ ］レ ス テー シ ョ ンにより測量した。 追溝図

は縮尺1 /20 を基本と し 、 カ マ ド等の微細 図 は1 /1 0 、 全体図は1 /200 で作 図 した。 写真撮影は、 白 黒

3 5  Illlll 、 カ ラ ー リ バ ーサJレ3 5 mm、 白 黒 ］20 mm、 デ ジ タ ルカ メ ラを使用し、 調 壼の進捗状況に応 じ て随

時撮影を行った。 空撮にはラ ジ コ ン ヘ リ コ プ タ ー を用いた。
整 迎 作 業 は、 遺物の洗浄後、 イ ン ク ジ ェ ノ ト プ リ ン タ ー による注 己 を右 った。 遺跡の略 号 は

54 -27 5 とし、 注記の際にはこれを用いた。 接合にはセ メ ダイ ン C を、 復元にはエ ポ キ シ系樹脂を使

用しこ 遺物実測は原寸で行い、適 宜托本を圧 い た。 遺物写真撮影には 白 黒120 mmを使川 した。 遣構・

遺物の実測図版は、 ロ ッ ト リ ン グによる手作業のト レ ー ス を行った。 図 面作成 ・ 遺物写真撮影後、 報

告書の執筆・編集作業に入っtこ。

2 調 査 の 経過
発掘調査は平成 18年 7月3 日 か ら 平成18年1 0月31 日 にかけて実施した。 調査経過は以下のとお

りである。

7月3 日 ： 現地にて胴査区の段定および打ち合わせを行う。 胴査区設定後、 E 地点の第1 確翌而ま

で表 上掘削作業を開始する。 蘭 易 トイ レ搬入。 発掘作染員は本 日 より就業。 4 日 ： 安全対策を講 じ る。

器材岱入、 テ ント設営 （、 プ レハ ブ・駐市場予定地への土盛りお 上 び砕下敷き。 5 日 ： プ レハ ブ設営。

6~13 日 ： 表 土掘 削 と並行して遣構確認作業を行う。 調査区際に排水用の溝切 りを行う。14 日 ： 第

1 確阿 面での調査を終 え 、 第 2 確認面までの｝詞 削 作業を開始ずろ。 18 ~25 日 ： 丙天による調 脊 筐湧

水のため、 現場作業を中止。 26~28 日 ： 第 2 確認 面 までの堀 削 と並行して、 遺構確認 作業を行う。

結果、 化居跡・溝跡・土坑・ ピ ッ ト ・ 叫）II跡が楡出さ九た。 E 地点に基準杭・方 眼杭を設置。 ：3 1 日 ：

E 地点の遺溝調査 （ 掘り下げ・写真撮影・測量 ・ 遺物取り上げ等、 以下省略） に着手する。

8月1 ~4 日 ： E 旭点の住居跡および溝跡(1) 調査を行う。 7 • 8 日 ： 仁居跡の調査を行う。 遺椙埋

没土は粘 性が強く、 乾燥すると硬 くなるため 、 掘 り下げには労力を要した。1 0• 11 日 ： 住 居跡・溝

跡の調査を行う0 18 . 21 ~25 目 ： 濯罰 • 土坑 ・ ピ ッ ト の調査を行うc 28 ~ 31 日 ： 住居跡および溝

跡の調査を行う。

9月1 日 ： 印天のため 現場作累を中1［し、 造物洗浄を行う。 」 ． 5 日 ： 住居賢・溝刷・土坑0) 面査

を行う。 6 日 ： 遺物洗浄。 7日 ： 河川跡の調査に着手する。 サブト レ ン チで埋没状況を確認した後、

堀 りlゾ下を開始 し た。 8日 ： 詞｝ 1 |跡は確認面か ら l m近く掘 り下げるため 、 周団に安全対策を講 じ た。
1 1 日 ： 住 居跡および河）1|跡の調査を行う。12~14 日 ： 遣物洗浄。 15• 19 ~22 • 25 • 26 日 ： 住 居跡
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および河 川跡の調査を行う。 27日 ： 追物洗浄 。 28日 ： G地点の表土掘削 を隔始する。 29日 ： G地点

の遺構確認作業を行う。 結果 、 住居跡および溝跡が検出された。
10月2日： 遺物洗浄。 3日：F 地点の表士掘削 を開始する。 G地点に基料杭 ・ 方眼杭 を設置 し、溝跡・

住居跡の調査を行う。 4日 ： F地 点は表土掘削 と並 行して遺構確認作業を行う。 5 • 6日 ： 遺物洗浄 。
10日 ： F 地点は遺構確闘作業の結果 、 住居跡およびE 地点からの続 き の河 川跡が検出された。 11 ~

13日 ： E 地息 は河 川跡、F 地点は住 居跡および河 川跡、 G地点は住届疇 の調査を行う。 1 6日 ： F 地

点に方 眼杭 を設置 する。 17日 ： 仝体清掃 を行う。 テ ン ト解体 ・ 搬出。 18日 ： ラ ジ ニ ン ヘ リ コ プ タ ー

による空撮 を行う。 終 了 後、 E 地点河 川跡の土壌サ ン プル を採 取ずる。 19日 ： E 地点は河 川跡の土

壌サ ン プル採 取を行う。 FおよびG地点は住居跡の飼査を行う。 20日 ： F 地点の河 川跡は、 調査区

が狭 く 全体 を掘り下 げ ろ と危 険 なため、 トレ ン チ 調査に切 り替 えろ こ ととした。 23日 ： F 地点の住

居跡および河 ） i i 鱈 の調査を行う。 24日 ： 雨天 のため現場作業を中 止 0 25日 ： F 地点河 川跡の調査を

行う。 2 6日 ： FおよびG地点 を清掃 し、 調査区全景写真撮影 を行う。 27日 ： F地点の測 量 を行う。
30日 ： F 地点河 ） 1 1跡の土壌サ ン プ］レ採 取を行り 。 31日 ： 器材 およびプ レハ ブ ・ 蘭易トイ レ を撒収 し、

発掘調査を完 了 した。
整理 調査は平成18年10月 1日～ 平成19年3月15日および平成19年10月 26日～ 平成 20年3月

7日にかけて実施し、 平成 20年3月 25日付けで報告書を刊 行した。

. , 15 
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図 3 調 査 区 域 図

- 6 -



w 調 査 の 成 果

ー 遺 跡 の 概 要

本遺跡は、女堀川 右岸の標高 69m を測 る 自 然堤防上に 立地する古填時代の大規模集落跡である。 同

自 然堤防上には、本遣跡の北東約 350 mに後 張遺跡が 、南約 100 mに梅沢遺跡があり、同 一遺跡 を 構

成すると 考 え られている。 この大規模集落は古墳時代前期後 半に出現し、集落の中 心を移動しなが ら

後 期 ま で輯続して営 ま れている。 こ れ ま で、 昭和 56 • 57 年 に 埼宣児埋蔵 文化財調査 事業 団 に よ り A

地点 が 、平成 4 • 5年に児 王冑追閏調査 会に よ り I3 . C 地点 が調査 さオしており、古培時代前期 ～後 期

の 住居跡 43 軒、土壊 40 基、溝跡 24 条、井戸跡1基、性格不 明遺構 1基、河） 1 | 跡、黒色土遣物包含

層 が 検出されている。 D 地点は平成 18 年に埼玉県埋蔵 文化財調査 事業 団に よ り調査 が 実施さ れてい
る。 今 回はE · F · Gの 3地成の調査 であり、 E · F 地点はA ~ C 地点の南西に 隣接し、 G 地点 只梅

沢遺跡の北方約 60 mに位置する。 検出された遺構は、 住居跡 10 車十、溝跡 7条、土坑 3基、ピ ット 26 基、

河川 跡 2条である。 なお E · F 地点の北側は、砂を 大 量に含む埋没河川 （現女堀川の 旧 流路）に よ っ

て遺構 が 壊されている。 住居跡の 時期は古墳時代前期 1軒、中 期 3軒、後 期 5軒、不 明 1軒である。

溝跡の時期は古坦時代 3条、古伏 4条である。 この内 G 地点の SD-07は、水 田 部に認 め られる条里 形

池割 りの席北方向の坪線と ほ ぼ一 致しており、水 日に 引 水するた めの溝と考 え られる。 女堀川 両岸に

広汎に施工される児玉条里の痕跡は、 この溝跡以西では確認されておらず、埋没河川 跡を避けて施 工

されたものと考 え られる。 士坑及び ピ ット は E 蛾点の南西側 に集中 して検出さ れる。 十坑の時期 は 古

墳 時代前期 に 比定さ れる。 ピ ットは埋没土か ら古墳闘代に帰属すると考 え られる。 河川 闊 に ついては、

2号河川 跡は山墳時代の埋没河川 跡であり、B地点で検出された詞） I I 跡と同 一 流路である。 1号河川

跡は こ れと ほ ぼ直交して合流しており、人為的に 開 堅さ れた水路と考 え られる。

基本層 序は、

丙で行 っ たが、 この層は全域には及ばず、

古墳時代の遺構確認は、

6生立

随』

E · F · G 地点の 3 ヵ所で観察をした。

68. 5 

III 

w 
V 

VI 
:5•:•:5•:5••••:55:•5••文•,.:•:•:',•:•:,'•:9::9:9ャ：9：•:•:•:9:•:9:•t:5•:;•:9:’’

VII 

lX 

I
II
 

古代の置虚確認はAs-B左大 量に含む層の 下

E 地点の中 央 よ り東側と G 池点で確認さ九るのみである。
E · F 地点 が ロ ー ム ニ次堆積層 、

E 地点

E 地 点
I 暗 褐 色 上
ll に ぶ い 黄橙色士

\'II 

6!_立

6JLQ_ 

JV 

＞
 

G地点 が ロ ー ム 層の上 面で行 っ た。

VI-
Vil

F 地点

皿
6旱

TT 
m 
I\T 

雙し 1 . ” · • • . . ” ·  ・ ． • +沿

G 地点

0 1 m 
ぃ□ I | 1 1 40 

ll[ に ぶ い 黄 褐 色 士
IV 明 黄 褐 色 土
v 暗 褐 色 土
訂 黄 褐 色 土
VII 褐 灰 色 土
\II I:K 褐 色 土
IX 黄 橙 色 土

現表士。
全体に鉄斑があ り 、 I 層 と の境に
] ~2cml学の鉄分が沈着する。
灰 白 色粘土が全体に散在する 。
白色徴粕子を均ー に含む。
白角微粒子 ・ 鉄斑を均ー に含むC

白 色微粒ー［ と多 多量に均ー に含む。 遺物包合層と

As-B を大董に含む。 粒の大き さ は均ー でない。
にぶい黄橙色砂 ・ 白色微粒子 ・ 鉄班を均ー に含む。
ロ ー ム土主体の二次堆積屈r 鉄斑を均ー に含む。

F 地 点
1 暗 褐 色 ニ
11 に ぶ い 黄掲 色 上
m に ふ い 黄褐 色 土
lV 明 黄 褐 色 土
v 暗 灰 黄 色 土
VI 黄 褐 色 土
VII 黄 橙 色 土

現表士。
1 層 と 灰色粘土の混合忌。

扶分凝集層。
白 色微粒子を均ー に含む。
白 色微粒子 ・ 鉄斑を均ーに含む。
白 色微粒子 を多鼠iこ均ー に含む。
ロ ーム 土：l体の二次堆積層。 鉄斑を均ー に含むり

G地点
］ 褐 灰 伝 上 現表土。
11 に ぶ い 黄枠 色 土 ロ ーム 粒子を少量、 鉄斑を危ー に合拉。
m に ふい黄咆色土 ll 層 よ り 暗い。
IV 灰 薮 渇 色 十 咲斑を 多最、 白 色粒 — j を少枯合す」】

V 灰 黄 褐 色 上 臼 色粒子を少堡含む. IV屈 に比へ鉄班は少ない。
VI 黒 褐 色 土 As-B を 多抗に含む。
Vil 暗 褐 色 土 白 色粒子 ・ ロ ー ム粒を少量含む。
VJII 黄 橙 色 土 ロ ー ム 土．o

図 4 基本層序模式 図
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図5 遺跡全体図（1)
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図６　遺跡全体図（２）
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2 検 出 さ れ た 遺構 と 遺物

( 1 )  住居跡
S l -0 1 （ 図 8 ~ 1 1 、 表 1 ／写真 図 版 2 • 3 • 1 6 ) 

E 地点の調査 区中 央 か ら北西寄りに位置 する。 重複する SI-02 (こ切 られる。 西側では SD-01 と巧接

する。 平 面形はおおむ ね方 形 と推察さ れる。 規模は、 住 居の立 ち 上 が りを捉 え られず不 明 である が、

カ マ ド推定 ラ イ ンの先 端 か ら南東壁 際 ま では 4. 94 mである。 主軸方 向はN - 38° - Wをとる。 壁は

直線的に亭や傾斜して 立 ち 上 が り、確認 面か らの深さは 8cmである。 壁溝は確認されなか っ た。 床 面

［ま ほ ぼ平坦である。 灰黄褐色土を埋 め 戻した貼床式だが、全体的に軟弱である。 ピ ットは 6 ヵ 所検出

さ れた。 P 1 • 2は主柱穴と考 え られる。 4本主柱穴構 造と想定されるが、P 1 • 2に対応する南東

側の柱 穴は確認で きなか っ た。 規模は、p 1が 32 cm X 28 cm、深さ 44 cm、p 2が 51 cm X 推定 40 cm、

深さ 46 cm、p 3が 40 cm X 35 cm、深さ 37 cm、p 4が 28 cm X 26 cm、深さ 31 cm、p 5が 29 cm X 25 cm、

深さ 38 cm、p 6が 44 cm X 31 cm、深さ 25 cmである。 貯蔵 穴は確認さ れなか っ た。 カ マ ドは北西壁側

に付設さ れている。 規模は、全長推定 104 cm、推定最大幅 88 cmである。 燃焼部底 面の高さは 住 居床

面と ほ ぼ同 じであり、良く焼けて 赤色化している。 燃焼部の ほ ぼ中 央には、 自 然礫の上に坪 を伏せて

被せた支脚 が 捉 え られ ている。 袖は黄橙色砂とにぶい黄褐色粘質七の混合土で構 築している。

出土遺物は、比較的少ないが、南東壁付近の床 面直上 よ り甕（2) ぶ横倒しに潰れ 仁 状態で出土し

ている。 土器 以外では、カ マ ド左袖の上而 か ら滑石製臼 玉（3) が 、p 1南西側の床 面直上 か ら石製

紡錘車（4) が出土してい ろ 。

口
、タ

D_

ヽ叫

叫

E ' 

ビ ― 5 , 2 
68. 8 

S l-01 カ マ ド 土層説明
1 にぶい黄褐色土 炭化物 ・ 焼土を多量含む。 しま り ・ 粘性強。
2 にぶ い黄褐色土 焼土ブロ ッ ク を大量含む。

しま り ・ 粘性ややあ り 。
3 にぶい黄喝色士 焼土プロ ッ ク を少量、 展化物を微量含む。

しま り ・ 粘性強r

4 にぶい黄渇色士 炭化物 ・ 焼土を少呈含む。 しま り ・ 粘性強c

5 赤 色 土 焼士。
7 黄 橙 色 土 袖構築材。 黄橙色硲 と にぶい黄褐色粘質土と の

混合土。 鉄斑を均ーに含む。 しま り ・ 粘性強。
8 にぶい黄褐色土 炭化物 ・ 焼土を多量含む。 しま り ・ 粘性強。
9 褐 灰 色 土 焼土を多拭、 炭化物を少量含む。

しま り ・ 粘、「生強。
10 にぶい黄褐色士 しま り ・ 粘性強
11 にぶい黄褐色七 炭化物 ・ 焼土を多磨含むc しま り ・ 粘性強。

E
' 

゜ 1 m ＇ 
1 : 30 

図 8 S 1 -0 1 カ マ ド
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A - A ' 
S l -01 
① 灰 黄 褐 色 土
② にぶい黄褐色土
③ 黒 褐 色 土
④ にぶい黄褐色土
⑤ 褐 灰 色 土
⑥ 黄 橙 色 土

土層説明

図
1
0

⑦ 灰 黄 褐 色 土

|
1
3

—
l

 

S l -02 
1 灰 黄 褐 色 土
2 にぶい黄褐色土
3 黒 褐 色 土
4 黒 褐 色 土
5 にぶい黄褐色土
6 暗 褐 色 土
7 黒 褐 色 土

S
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B 69 .  0 

焼土を微量含む。 し ま り ・ 粘性強。
炭化物 を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
炭化物 を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
カ マ ド。 炭化物 ・ 焼土を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
カ マ ド。 焼土を多量、 炭化物 を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
カ マ ド袖構築材。 黄橙色砂 と にぶい黄褐色粘質土 と の混合土。
し ま り ・ 粘性強。
掘 り 方。 し ま り ・ 粘性強。

B
‘ 

炭化物 ・ 焼土 ・ 鉄斑 を多量含む。 し ま り ・ 粘性強。
炭化物 ・ 焼土を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
炭化物 ・ 焼土を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
橙色 ロ ー ム 土 を 多量含む。 し ま り ・ 粘性強。
炭化物 ・ 焼土を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
炭化物 ・ 焼土を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
炭化物 を微最含む。 し ま り ・ 粘性強。

S l -06 
① にぶい黄褐色土 炭化物 を少量含む。

し ま り ・ 粘性強。

C 69. 0 Sl- 0 1  

2 
c' 

G 69 .  0 
S1-02 

2 

Sl{02 

3 

G
' H ' 

H - H ' 
S l -02 
1 灰 黄 褐 色 土
2 黒 色 土
3 暗 褐 色 土
4 暗 褐 色 土
5 暗 褐 色 土

土層説明

炭化物 ・ 焼土 ・ 鉄斑を多量含む。 し ま り ・ 粘性強。
炭化物層。 焼土を少量含む。
焼土を少最含む。 し ま り あ り 。 粘性強。
し ま り ・ 粘性強。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク を多量含む。 し ま り ・ 粘性強。

S l -06 
① に ぶい黄褐色土

② にぶい黄褐色土

炭化物 を少葦含む。
し ま り ・ 粘性強。
焼土 ・ 炭化物 を少量含む。
し ま り ・ 粘性強。

゜ 2 m  

1 : 60 
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図 1 1 S l -0 1 出 土遺 物

表 1 S 1 -0 1 出 土遺物観察表

No. 器 種 法量 ( cm ) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・ 色鯛 備考
ロ径 11. 3 体部は膨ら みを持ち、 口 縁部 ロ縁音〖内外面 ヨ コナデ。 体部 片岩 ・ 角閃石 ・ 石英 ・ ほぼ完形。
底径 は短く 外反する。 底部は丸底。 内外面箆ナデ。 チャー ト カマ ド支脚。 外1 坪 器高 4. 4 内ーにぶい黄渇色 面に赤化した粘

外ー ！こぶい黄橙色 上付着。
ロ径 19. 5 胴部は中位に膨 らみを持ち、 ロ縁郎内外面ヨ コナデ。 胴部 片岩 ・ チャー ト 底部欠久。

2 甕 底径 ロ縁部は強く 外反する。 外面ケズリ ・ 上位ナデの後ハ 内一灰褐色 床面直上。
甜ロロ吉向 残28. 8 ケ、 内面ナデの後ハケ。 外ーにぶい黄橙色

No. 種 類 寄ロ ロ 種 法 量 (cm · g )  備考

石製品
長径 ： 0. 6、 短径 ． 0. 55、 厚さ ： 0. 35、 残重 ： 0. 19。 一部欠拭。3 臼 玉 滑石。 カマ ド上層。

石製品 結 錘 車 上而径 • 3. 9X3. 9、 下南径 ： 2. 05X2 0、 孔径 ． 0. 6、 厚さ ： 1. 4、 重さ ： 28. 43。 ほば完形。4 蛇紋岩。 上下面研磨、 側面放射状のケズリ後研磨。 床面直上。

支 脚
長さ ： 15. 5、 幅 ： 11. 6、 厚さ ： 7. 5、 重さ ： 1972. 73。 完形。5 石 輝石安山岩。 二次焼成を受ける。 写真のみ掲載。 カマ ド支脚。

S l -02 （ 図 9 • 1 0  • 1 2 、 表 2 · 3 ／写 真 図 版 2 • 4 • 1 6 ) 

E 地点の調 査 区 中 央から北酋寄 りに位置 ずる。 重複 する Sl-01 と S I-06 を切 っている。 北側 は旧 女
堀 川に壊 されている。 平面形 はお お 臼 ね方形 と推察 される。 規模 は、 南 西 ー 北東方 向 4. 67 m 、 北東
ー 南西方 向 は検出範囲 内にお いて3 . 7 6  m である。 長軸方 向 はN - 3 1 ° - W をとる。 壁 は直線的にや
や傾斜 して立 ち上が り、 確認面 か らの深 さは1 2 cm である。 壁溝 は確認 されな かった。 床 面 はほ ぼ 平

坦 で、 全体的に軟弱 である。 南東壁 際 から壁 外へかけて、 約140 cm X 108 cm の範 囲に炭 化物 が 検出さ

れた。 床 面 か ら納 14 cm上に堆積 し、 厚 さは 6 ~ 9  cm である。 遺物 もこの周辺に集 中 している。 ピ ッ
トは 8 ヵ 所検出された。 p 1 ~  3 が 主柱穴 と考えられ、 p 3 からは柱痕 が 確認 さ九 た。 規模 は、 p 1
が 3 6 cm X 34 cm 、 深 さ42 cm 、 p 2 が 37 cm X 33 cm 、 深 さ37 cm 、 p 3 が 23 cm X 19 cm 、 深 さ3 6 cm 、 P
4 が 知径 3 2 cm 、 深 さ 2 1 cm 、 p 5 が 42 cm X 40 cm 、 深 さ31 cm 、 p 6 が 2 6 cm X 19 cm 、 深 さ 10 cIn 、 P

- 1 4  -



7 が 74 cm X 6 7  cm 、 深 さ 45 cm で あ る 。 p 8 は 78 cm X 70 cm 、 深 さ 34 cm で 、 平面形 は 隅丸長方形 を 呈

す る 。 規模や形態 か ら 貯蔵 穴 に 相 当 す る と 考 え ら れ る が 、 S T -0 1 に 伴 う 可能性 も あ る 。 カ マ ド は確認

さ れ な か っ た 。

出 土遺物 は 、 南東壁 緊 の 炭 化物検 出 範 囲 を 中 心 に 比 較 的 多 く の 土器）f が 出 土 し て い る 。 大 半 が 床 百

よ り 浮 い た 状 態 で あ る 応 、 高 坪脚部 （ は ） は 床 面 直 上 か ら 、 坪 （ 1 ) は p 3 内 か ら 出 士 し て い る 。 エ

器以 外 で は 、 土錘 ( 8 • 9 ) が 出 土 し て い る 。
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図 1 2 S l -02 出 土遺 物

表 2 S 1 -02 出 土遺物観察 表 （ 1 )

No. 器 狐 法量 ( cm ) 形揺 ・ 成形手法の特徴 調整手法(/)特徴 胎上 ・ 色調 備考
ロ 径 (13. 6) ロ 縁部は体部 と の境に弱い稜 ロ 縁部内外面 ヨ コ ナデ。 体部 白色拉 ・ 赤褐色粒 !1/3。内外面摩耗3

1 坪 底径 を持ち、 外反 して立ち上かる。 外面ケズリ 、 内面箆ナデ。 内外一橙色 P 3 内。
器高 (4. 1)  底部は丸底。

2 高 坪
ロ径 脚柱部は円筒状で、 脚端部の脚柱部外面ミガキ、内面箆ナデ。 白色粒 ・ 赤褐色拉 脚部のみ。 脚部
底径 (9. 1) 広が り は短い。 脚端部内外面ヨ コナデ。 外一明赤褐色 外而に赤彩の痕
器高 残9. 6 内一にぶい褐色 跡。 下層。
ロ径 脚柱部は下方へ広茄 り 、 脚端 脚柱部外面ナデ、 内面箆ナデ。 白色粒 ・ 赤褐色粒 脚部のみ。 脚柱

3 高 外 底径 12. 6 部は彎曲気味に短く 広がる。 脚端部内外面ヨ コナデ。 阿外一明赤褐色 部外面摩耗。 床
器磨 残12. 1 面直士。
ロ径 (11. 2) 胴部は膨 ら みを持ち、 口 縁部 ロ 縁部内外面 ヨ ニナデ。 胴部 角閃石 ・ 褐色粒 1/5。 炭 化 物 層

4 小形甕 底径 は強く 外反する。 外面ケズリ、 内面箆ナデ。 外ーにぶい黄褐色 中。
器高 残8 0 内一褐色
□怪 胴部は中位にわずかな膨らみ 胴部～底部内面箆ナデ。 片岩 ・ チャー ト ・ 石英 1/3。 外 面摩耗

5 小形甕 底径 (11. 4) を持つ。 底部は丸味を帯びる。 帖］外ー赤褐色 著しい。 炭化物
器高 残10 1 厨中。

- 1 5  -



表 3 S l -02 出 土遺物蜆察表 ( 2 )

S l -03 （ 図 1 3 • 1 4 、 表 4 ／写 真 図 版 5 • 1 7 ) 

E 地点 の調査 区北西側に位置 する。 壁 の立 ち上がりや柱穴 等を捉 えることはでき なかったが、 炉 お

よびその南責脇 に遺物 が検出されたため、 住居跡と判 断 した。 炉 ば床 面 を約3 cm掘り窪 めた地皿炉 で
ある。 規倶 は103 cm X 80 cm で、 平面形 は楕 円 形 を呈 する。

出士 遺物 は、 炉 の南東脇に高坪 お よび台 付鉢 が伏せ られた状態 で出土 している。 破損 しているが5

個体分確認 された。 全て坪間 のみ で、 醐郎 は出土 していない。

S l -03 土層説明
］ にぶ い黄褐色土

図 1 3 S l -03  

2 仄 掲 色 土

屍上を中誠 炭化物 を少呈含む。
し ま り ・ 粘性胴
炉跡。 焼土を大号、 炭化物 を微量含む。
し ま り ・ 粘註強，

図 1 4 S 1 -03 出 土遺 物

- 1 6  -



表 4 S 1 -03 出 土遺物観察表
·� -· 

No. 器 種 法菫 ( C!Il ) 形態 ・ 成形手払の特徴 調整手広の特徴 胎士 ・ 色調 備考
ロ径 17. 1 ロ縁部は坪部と の境に弱い稜 ロ縁音〖内外面 ヨ コ ナデ。 坪部 白色粒 ・ 赤褐色粒

し ·^

脚部欠失。 下層。
1 高 訃 底径 を特ち、 外反気吐に開く。 内外面ナデ。 内外一橙色

器直 残 7. 4
目怪 (13. 3) 体部は中位に膨ら五を持ち、I-ロ縁. 郊内外面 ヨ コ ナデ。 ｛本部角閃石 ・ チャー ト ・ 赤 1/2。 外面摩耗

2 台付鉢 底径 ロ縁部は外傾する。
蓉裔 残 9. 5

←� 

S l -04 （ 図 1 5 • 1 6 、 表 5 ／写真図版 2 • 5 • 1 7 ) 

外面ナデ、 内面箆ナデ。 褐色粒 著しい。 下層。 ＇
内外一橙色

E池点 の調査区北西饂 に位置 する。 重複 す
る SI-05 を切 り、 SD-01 に切 ら れる。 北東側
は旧 女堀 川 に壊 される。 平面形 はおおむね方
形ど揺察 されろ 。 規模 は、北西 ー 南東方 向 4. 60 
m 、 北東 ー 南 西方 向 は検出範囲 において 2. 23
m である。 長軸方 向 はN - 52 ° - W をとる。
聖 は直線的 にやや傾斜 して立 ち上がり、 確認

｀口
0 1 0cm 
ト丁丁

―
「 | | ! 1 : 4 

図 1 5 S l -04 出 土遺物

面 から の深 さは10 CID である。 壁溝 は確認 されなかった。 床 面 はほ ぼ 平坦 で、 全体的 に軟弱 である。 南
西甕際 に規模 95 CID X 90 cm 、 深 さ1 2 し］n の窪み が検出された。 ピ ッ トは2 ヵ 所検出さ九 、 主柱穴 と想定
される。 規模 は、 p 1 が3 6 cm X 30 Clll 、 深 さ40 CID 、 p 2 が 29 Clll X 27 Clll 、 深 さ43 CID である。 貯蔵穴 お

よびカ マ ド は確認 されなかった。
出土遺物 け 、 土器片 かわず かに出土したのみ である。 小形翌 （1 ) fま束壁際 から 、 床面 よりやや浮 い

た状態 で出土 している。

表 5 S 1 -04 出 土遺物観察表

S l -05 （ 図 1 6 ／写真図版 2 • 5 ) 
E地点 の訓査区北西姻 に信置 する。 西側 は調査区外となる 直複 するSI-04 に切 ら れる。 北東側 は旧

女堀） 1| に壊 される。 平而形 はおお砂 ね方形 と推察 される。 規模 は検出範囲 内において、 北西 ー 南東方 向
4. 61! m 、 北東 ー 南西方 向 1 . 82 m で応 る。 長軸方 向 はN - 50° - W をとる。 壁 は直線的 に傾斜 して立 ち
上かり、 確認面 から の深 さは1 2 cm である。 壁講 は恢出範囲 内の各壁下て庫認 される。 幅 1 2 CID~ 20 cm 、
床 面 から の深 さは6 cm である。 床 面 はほ ぼ 平坦 で、全体的 に軟弱 である。 ピ ッ トは3 ヵ 所検出された。 p 1 .
2 が主柱穴 と想定される。 規模 は、 『 1 が5 6 cm X 44 cm 、 深 さ13 cm 、 p 2 が3 6 cm X 33 cm 、 深 さ57 cm 

である。 p 3 は貯蔵穴 と考 えら れ、 北西角 に位僅 する。 平面形 は楕 円 形 を呈 し、 南側 に浅 い段 を有 する。

規模 は83 CID X 66 cm 、 深 さほ 50 cm であろ 。 カ マ ド は確認 されなかった。
出土遺物 け 、 「器片 がご くわず かに出上 したの入 である。

-- 1 7 -
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S l -04 土層説明
l 灰 黄 褐 色 上 炭化物 ・ 焼土 ・ 白 色粒子 を多量含詮。

し ま り ・ 粘性強。
2 しこぶい黄渇色土 白 色粒子 を多量、 炭化物 ・ 焼←＋を少量含むc

し ま り ・ 粘性強。
3 褐 灰 色 土 鉄斑を多葦含む。 しま り ・ 粘性強。

S l -05 土層説明
a にぶい黄褐色上 杓 色拉子を 多量、 炭化物 ・ 焼土を少墓含む。 し ま り ・ 粘性強。
b に ぶい黄褐色土 白 色拉子 を多量含む。 し ま り ・ 粘性強。
c 褐 灰 色 土 炭化物 を少量含む3 し ま り ・ 粘性強。
d 黒 褐 色 上 炭化物 を少呈含む。 し ま り ・ 粘I、1強。
e オ リ ー ブ黒色土 炭化物 ・ 鉄斑を少量含む。 し 宅 り ・ 粘性強。

図 1 6 S 1 -04 • 05  

S l -06 （ 図 9 • 1 0 ／写真 固 版 2 • 4 ) 

E 地点 の調査区 中 央 から北西寄 りに位置 ずる。 重複 する S I-02 とP-23 に 切 られる。 平而形 はおお

む ね方形 と推察 されろ 。 規模 は、南 西 ー 北東万 向 3 . 8 m 、北西 ー 南東方 向 は桧出範 囲 内に おいて1 . 66  

m である。 長軸方 向 はN - 40 ° - W をとる。 壁 は直線的 に やや傾斜 して立 ち 上 がり、 確認面 からの

深 さは1 6 cm である。 壁溝 は確認 されなかった。 床 面 はほ ぼ 平坦 で、全体的 に 軟弱 である。 ピ ッ トは3 ヵ

所検出された。 規模 は、 p 1 が 2 6 cm X 25 cm 、 深 さ 26 cm 、 p 2 か59 cm X 53 cm 、 深 さ30 cm 、 p 3 が

18 cm X 1 6  cm 、 深 さ1 2 cm で克 る。 カ マ ド は確認 されなかった。

出上 遺物 は、 上器片 がご くわず かに出七 したのみ である。

- 1 8  -
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S l -07 土層説明
I 灰 色 士 現表土。
rr にぶい黄橙色土 白 色拉手を 多量含む。 1 層 と の境に厚 さ 0， 月～1 し1［ の鉄分沈着思 あ り 。

し ま り ・ iが生強。
m に ぶい黄褐色土 明黄褐色細砂粒を大量、 白 色粒子 を多量、 炭化物 を少量含むJ

し ま り ・ 粘性強。
w 褐 色 土 淡黄色粒を大量、 白 色粒子 ・ 炭化物 を少量含む。

し ま り ・ 粘性強。
v 褐 灰 色 土 白 色粒"-J' を 少量含む。 鉄分沈着。 し ま り 強。 粘性特に強い。
VI 褐 色 土 白 色粒子 を少量含む。 鉄分沈着。 し ま り ・ 粘性強。
V[ 暗 褐 色 土 鉄斑を多屠、 白 色粒子 を少呈含む。 しま り ・ 粘性強。
珊 に ぶい黄橙色士 鉄斑を多量、 白 色粒子 を微量含む。 ロ ーム層の 二次堆積か。

し ま り ・ 粘性強。
1 灰 褐 色 士 炭化物 を 多量、 黄橙色 ロ ー ム 土 を 中量、 白 色粒子 を微最含む。

し ま り ・ 粘I生強。
2 暗 褐 色 土 鉄斑を 多呈、 炭化物 ・ 黄栢色 ロ ー ム 士 を 中 星、 白 色粒子 を少量

含む。 卜層 に厚 さ 1~2IIlll1の焼七面あ り 。 しま り ・ 粘性強。
3 にぶい黄褐色土 掘 り 方。 鉄班を多量、 黄橙色 ロ ー ム 士 を 中 量、 炭化物 ・ 白 色粒子

を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
4 黒 褐 色 土 黄澄色 ロ ー ム 上 を少黛含む。 し ま り ・ 粘性強。

2 m  
1 60 

＼
D_
 

D ' 

S l -07炉跡 土層説明
1 赤色土 焼土。 炭化物 を少量含む。

し ま り ・ 粘性強。

D 68. 9 D ‘ 

冒 ゜ 1 m  
1 : 30 

図 1 7 S l -07 
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S l -07 号住居跡 （ 図 1 7 • 1 8 、 表 6 ／写 真 図 版 5 • 1 7 ) 

E 地点幻 調査 区北西角 に位 置 する。 西側 は
調 査 区 外となり、 重 複 ずる SD-02 と P-24 に
切 ら九 る。 平面形 はおおむ ね方形 と推 察 され

る。 規模 は検出範 囲 内に おいて、 北西 ー 南東
方 向 2. 90 m 、 北東 ー 南西方 向 推定5 . 58 m で

ある。 長軸方 向 はN - 3 2 ° - W をとる。 壁 は

＼ ． ゜

図 1 8 S l -07 出 土遺物

＞一三 2

1 0,cm 
1 :  4 

直線的にやや傾斜 し て立 ち上 が り、 確認面 からの深 さは13 cm である。 壁溝 は確認 されな かった。 床

間 はほ ぼ 平坦 である。 ロ ー ム 土を含むにぶい黄褐色 土 を埋 め戻 した貼床式 で、 住居跡中 央に堅緻 な硬

化 面 が 確認 されろ 。 ピ ッ トは5 ヵ 所検出された。 規模 は、 p 1 が 5 6 cm X 3 6 cm 、 深 さ 60 cm 、 p 2 が

3 2 cm X 28 cm 、 i菜 ご 28 cm 、 p 3 が 23 cm X 1 6  cm 、 深 さ18 cm 、 p 4 が 46 cm X 24 cm 、 深 さ 20 cm である。

p 1 はその深 さから主柱穴 と淮測 される。 p 5 は貯蔵穴に相当すると考 えられる。 佐居 の南東角 に位

置 し 、 平面形 け惰 円 形 を呈 すと推測 される。 規漠 は調査区範囲 内に おいて54 cm X 47 cm 、 床 面 からの
深 さは54 cm である。 上 面 に は炭 化材 が出士 し ている。 炉 は床 面 を約5 cm掘り窪 めた旭 皿炉 である。

平面形 は楕 円 形 を呈 し、 規模 は 61 cm X 45 cm である。 炉 の西側 の床 面 に は焼 士 が 分布 し 、 部分的に炭

化物 も見 られる。

出 士遣物 は、 土器片 がわず かに出土 し たのみ である。 単 □ 賛台付甕 （1 ) は下層 から、 S 字状口 縁
台 付甕 の台 部 （2 ) は床副直上から出上 し ている

表 6 S 1 -07 出 土遺物観察表

No. I 器 種 I 法量 （ cm ) 形態 ・ 成形手法0)叶徴 調整手法の特徴 胎七 ・ 色調
[]径 (14. 0) 胴部は張 り 、 口縁部は外反す 口縁部内外面ヨ コナ只 胴部 片岩 ・ チャー ト

1 I 台付甕 底径 ー る。 外面ハケの後一部「デ、 内面 外一橙色

2 台付甕
；

：

：：： 部は一字状し開＜
／

汀□
口

屑 ；：こ：□゜ 床内二：

ロ 縁 部 ～ 胴 部
片。 下層。

S l -08 （ 図 1 9 • 20、 表 7 ／写真 図版 1 4 • 1 7 ) 
F地点の調査区北東壁際に位直 する。 北東角

は訓査区外となり、 南西側 は砂礫層に切 られる，9

平百形 はおおむ ね方形 と推祭 される。 規模 は検
出範 囲 内に おいて、 北西 ー 南 東 方 向 4. 62  m 、
北東 ー 南西方 向 2. 5 6  m て ある。 長軸方 向 はN
- 26° -wをとる。 輩 は直線的にやや傾斜 して
立 ち上が り、 確認面 からの深 さは 27 C田 であろ 。

0 1 0cm :—, � 1 : 4 

図 1 9 S l -08 出 土遺 物

壁溝 は確認 されなかっだ 。 床 面 はほ ぼ 平坦 で、 全体的に軟弱 である。 ピ ッ トは8 ヵ 所検出されたが 、 明
確に主柱穴 と判 断 でき るものはない。 規模 は、 P ] が 認 cm X 22 cm 、 深 さ46 cm、 p 2 か40 cm X 30 cm、
深 さ35 cm、 P ＄ ヵゞ 23 cm X 22 cm 、 深 さ 24 cm、 p 4 方ゞ 21 cm X 18 cm、 探 さ31 cm、 p 5 が 33 cm X 31 cm、
深 さ50 cm、 p 6 か3 2 cm X 3 2 cm 、 深 さ1 6 cm、 p 7 か18 cm X 1 7  cm 、 深 さ 27 cm、 p 8 炉 34 cm X 20 cm以上、

- 20 -



深 さ33 cm である。 貯蔵穴 および炉 は確認 されなかっ
出 1遣物 は、 土器片 がわず かに出土したのみ である 坪 （1 • 2) はp 1 の上層 から山士 してい る。

表 7 S 1 -08 出 土遺物観察表

No. 

2 

器 種 法量 （ cm ) 形態 ・ 成形手法の特徴
！口斧 10 5 上位に膨らみを抒つ体部から、
底径 5. 3 ロ橡部はゆる咬うかに内彎する。

塊 盆ロロ回古 7. 2 底部は丸みを帯びる。

ロ径 10.0 上位に膨らみを持つ伍部から、
坑 底径 5. 6 ロ縁部は内彎する。 底部は丸

器麻 8. 4 みを幣びる。

ノ／ ‘ ＼ 

I、 凋整手法の特徴 胎土 ・ 色調
ロ縁部内外面 ヨ コ ナデ。 体

後
部 11片

石
岩
・ 赤

・
褐
チ

色
ャー紅ト ・ 角閃

外而ナデ、 内面上位ナデの
下半ケ ズ リ 。 底部外面ナデ、 内外ー赤褐色
肉直ケズリ 。
ロ縁部内外面 ヨ コ ナ王。 体部 ］口岩 ・ チャー ト ・ 角閃
外面ナデ、 内面ナデの後中位 石 ・ 赤褐色粒
ケズリ Q 底部内外面ナデ。 内外ー赤褐色

備考
2/3。 P

／／ ＼宣 P2 三｀
P3 

邑
0 。P 1

△ 

(Q) P6 
◎叫 / 

A 69 .  2 土

図 20 S l -08  

C 』ヽ

S l -08 土層説明
1 にぶ い黄褐色土 炭化物、 白 色微粒—f を少量含む。

し ま り ・ 粘性強
2 暗 褐 色 土 炭化物、 白 色微拉千 を少呈含むc

し ま り ・ 粘性弧
3 暗 褐 色 土 炭化椀、 白色微粒子 を少量含むc

し ま り ・ 粘性強。

0 2 m  
I 1 | 1 1 1 1 1 : 60 

S l -09 （ 図 21 • 22、 表 8 ／写真図版 1 4 • 1 5  • 1 7 ) 
G 地点 の訓査区南端 に位置 する。 東 ・ 南 ・ 西側 ぱ 訓査区 外となる。 重複 するSI-10 とSD舟7 に切 ら仇

る。 ‘に面形 はおおむね方砂 と推察 される。 規模 は検出範囲 内に おいて、 南北方 向 4. 0 111 、 東西方向 3 . 84 
m である。 主軸方 「臼］ はN - 10° - Eをとろ 。 壁 は直線的にやや傾斜 して立 ち 上がり、 確認面 からの深 さ
は 26 cmで ある。 壁溝 は確認 されなかった。 床 面 はほ ぼ 平坦 である。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を含砂暗褐色 土 を
埋 め戻 し た貼床式 で、 住居跡中央 に堅緻な硬 化面が碑認 される。 北側 の床 面 に は炭 化汀および焼土が分
布 してい る。 ピ ットは3 ヵ 所検 出 された。 規模は、p 1 が3 2 cm X 31 cm 、深 さ1 3 cm 、p 2 が 40 cm X 31 cm 、
深 さ1 4 cm、 p 3 が71 cm X 25 cm以士 、 深 さ1 4 cm である。 貯蔽穴 および炉 は確認 されなかった。

- 2 1 -



出七遺物 は、 北壁際の床面直上 か ら 小形丸底壺 （ 1 ） 、 鉢 ( 3 ) 、 高坪 （ 4 ) が ま と ま っ て 出 土 し て い る 。

p 1 の 北側 で は 、 末 面 よ り 約 1 0 crn浮い た 状 態 で 、 小形丸区壺 （ 2 ) 岱 正位 の 状態 で 出 士 し て い る 。

：―/／
 

／

 

□
 

-

eI
 

1 0,cm 
1 : 4 

図 2 1 S l -0 9 出 土 遺物

表 8 S 1 -09 出 土 遺 物 観 察表

No. 器 種 法量 ( cm ) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎上 ・ 色調 備考
口怪 9. 2 ロ縁部は直線的 に 外傾する。 口紋部内外面 ヨ コ ナデ。 胴部 白色粒 ・ 黒色粒 完形。床面直上。 1

1 小 形 瓜径 胴部は 中位に膨 ら み を 持つ。 ヨ コナデの後下半ナデ、 内 面 内外一明赤褐色
丸底壺

霞，IU声向� 8. 7 底部は丸底気味。 箆ナデ。 底部外面ナデ。

小 形
ロ径 9.2  Ll 縁部は有線的 に 外傾する。 ロ縁部内外面 ヨ コ ナデ。 胴部 白色粒 ・ 黒色泣 完形。 中層。

2 底径 胴部は張 り 、 中位に最大径を 内外面ナテ， 胴部下端～底部 内外一橙色
丸底壺 窟ロロー晶 8. 8 持つc 底部は丸底。 外面ケズリ の後ナデ。

ロ径 11. 8 体部は下位に膨ら みを持って ロ 縁部内外面 ヨ コ ナデ。 体部 角閃石 ・ 赤褐色罰 しl縁部一部欠損。
3 鉢 底径 4. 2 立ちヒが り 、 口 縁部 は外反す 外而ナデの後下端ケズ リ 、 内 外一橙色 床面直上。

益ロロ吉向 7. 3 る。 底部は上げ底。 而箆ナデ。 底都内外面ナデ。 内―褐灰色
ロ径 14. 6 ロ縁部は直線的に 隅 く 。 脚柱 IJ 縁部内外面 ヨ コ ナデ。 坪部 片岩 ・ チャー ト ・ 角 閃 ほぼ完形。 坪底
底径 11. 2 部は下方へ開 く。 B訊端部はゆ 外面ケズリ の後ナデ。 脚柱部 石 ・ 赤褐色粒 部にわずかに煤4 高 坪 布口 n 舌向 13. 0 る やかに広が り 、 端怒でわず 阿外面ナデ。 脚端部内外面 ヨ 内外一明赤褐色 付着。 床面直上。

かに外反する。 コナデ。
[]径 (18. 2) 

』
目

屏
縁
部

部
は

は
膨

厚
ら

み
み

を持って外反し、 ロ縁部内外面 ヨ コ ナデ。 胴部 白色拉 1/5。 上～中層。
5 小形甕 底径 ー を持つ。 内外面箆ナデ。 内一橙色

器高 残 6. 2 外一灰褐色

S l -1 0 （ 図 22 • 2 3 、 表 9 ／写 真 図 版 1 4 · 1 5 · 1 7 )

G 地点 の 調査 区南端 に位置す る 。 東 ・ 南側 は調査 区外 と な る 。 重複す る S I-09 を 切 り 、 SD-07 に 切 ら

れ る 。 平面形 は お お 砂 ね方形 と 推察 さ れ る 。 規模 は 検 出範囲 内 に お い て 、 北東 ー 南西方 向 2 . 72 m 、 北

西 ー 南東方 向 2. 87 m で あ る 。 長軸方 向 は N - 32° - E を と る 。 壁 は 直線 的 に やや傾斜 し て 立 ち 上 が り 、

確闘而 か ら の深 さ は 36 cm で あ る 。 壁溝 は検 出 範 囲 内 に お い て は西壁下 で確認 さ れた。 幅 1 3 cm~ 24 cm、

床 面 か ら の深 さ は 6 cm~ 7 cm で あ る 。 床 面 は ほ ぼ平坦で あ る 。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を含む暗褐色 土 を 埋 め 戻

し た貼床式で、 全体的 に 良 く 締ま っ て い る 。 ピ ッ ト は 1 ヵ 所検 出 さ れ、 主柱穴 と 想定 さ れ る 。 規模 は 3 1

cm X 2 8  cm、 深 さ 48 cm で あ る 。 貯蔵穴お よ びカ マ ド は確認 さ れ な か っ た。

出 土遺物 は 、 土器片 が 少量 出 士 し た の 五 で あ る 。 高坪脚 （ 2 ) は床 面 よ り やや浮い た 状態 で 出 土 し て

い る 。
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S l -09 土層説明
l 灰 黄 褐 色 土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を少最、 炭化物 を微董含む。

し ま り ややあ り 。 粘性は他の層 よ り やや強い。
2 暗 褐 色 士 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を 多量、 炭化物 を微量含む。

し ま り ・ 粘性やや あ り 。
3 暗 褐 色 土 ロ ー ム プ ロ ッ ク ・ 炭化物 を多量、

焼±を 中量含む。 し ま り ・ 粘性やや あ り 。
4 暗 褐 色 土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を多量、 炭化物 を少量含む。

し ま り ・ 粘性ややあ り 。
5 暗 褐 色 土 ロ ー ム プ ロ ッ ク ・ 炭化物 を 中 量含む。

し ま り ・ 粘性ややあ り 。
6 黒 褐 色 士 ロ ー ム粒を少量含む。 し ま り ・ 粘性やや あ り 。
7 黒 褐 色 土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を 多量含む。

し ま り ・ 粘性やや あ り 。
8 黒 褐 色 土 ロ ー ム粒を少量含む。

しま り ・ 粘性やや あ り 。
9 黒 褐 色 土 炭化物 を大量、 ロ ー ム プ ロ ッ ク を 中 量含む。

し ま り ・ 粘性やや あ り 。
10 暗 褐 色 土 ロ ー ム粒を少量含む。

し ま り ・ 粘性やや あ り 。
1 1 暗 褐 色 士 掘 り 方。 ロ ー ム プ ロ ッ ク と の混合±°

し ま り ・ 粘性ややあ り 。

ーz

□
掘 り 方

S l -1 0  土層説明
① 暗 褐 色 土

② 黒 褐 色 土

③ 黒 褐 色 土

④ 黒 褐 色 土

⑤ 暗 褐 色 ±

ロ ー ム ブ ロ ッ ク を多量、 炭化物 を少量含む。
し ま り ・ 粘性ややあ り 。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク を多量、 炭化物 を 中 量含む。
し ま り ・ 粘性ややあ り 。
ロ ー ム プ ロ ッ ク を多彙、 炭化物 を微量含む。
し ま り ・ 粘性ややあ り 。
ロ ー ム プ ロ ッ ク を多量、 炭化物 を少量含む。
し ま り ・ 粘性やや あ り 。
掘 り 方。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク と の混合士。
しま り ・ 粘性やや あ り 。

4 m  
1 : 1 20 

図 22 S 1 -09 • 1 0
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図 23 S l - 1 0 出 土遺物

表 9 S l - 1 0 出 土遺物観察表

No. i 器 種 I 法量 ( cm ) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎上 ・ 色調 仙考
ロ径

1 奸 底径
器高

2 高 冗 底
ロ径

径
器高
ロ径

3 I 甕 底径
器高

( 2 )  溝跡

(13. 0) 口 縁部 は浅い体部 と (f)境に、 i□綬部内外面 ヨ コナデ。 イ本部1チャー ト ・ 黒色粒 I1/6。 上層。
ー わ ず か な 稜 を 持 っ て外反す 内外面箆ナデ。 1内外一明赤褐色

(4. 0) る。 底部は丸瓦
ー 脚柱部は短く 「ハ」 字状に開き、 坪部内面ナデ。 脚柱部内外面 白色粒 坪部～胴部。 内

10. 0 脚端部は短く 広かる。 ナデ。 脚端部内外面ヨ コナデ。 内外一橙色 外 面 磨 耗。 末
残 4. 7 I I I 面直J:o

(19. 5) 口縁部は直茫し、 上位で外反 口縁部1人］外面 ヨ コ：「デ。 胴部 片岩 ・ チャー ト ・ 黒色1/IL 内 外 面 磨
ー する。 胴部は膨らみを持つ。 外而箆ナデ、 内直ナデ。 1粒 1耗。 中層6

残 lo. 5 」 内外一橙色

SD-0 1 （ 図 24 • 25 、 表 1 0 ／写真 図 版 6 • 1 8 )  

E 地点 の 冑査 区西 寄 り に位置す る 。 南側 は調査 区外へ延び る 。 重複す る S I -04 ど 1 号河川 跡 を 切 っ

て い る 。 北側 は 1日 女 堀川 に 壊 さ れ る 。 調査 区 内 で は 、 南 北 方 向 に 間 い て ほ ぼ直線的 に エ1」す る が 、 北

端付近 で北西方 向 へやや角 度 を 変 え る 。 規模 は 、 上 幅 か 1 1 0 cm~ 2 30 cm 、 下 幅 が 5 2 cm ~ 1 8 2  en] で あ る 。

墨 は 、 直線 的 に 開 い て 立 ち 上 が る 。 底面 は 平 坦 で 、 確丞 面 か ら の 深 さ は 24 cm~ 5 7  cm で 応 る 。 北東お

よ び亨 百 (/) 2 ヵ 所 に 、 ゆ る や か な傾斜 を 持 つ 不 整形 な 広 が り を 持 つ 。 埋没 土 は As-B を 大量 に 含 貯 褐

灰 色 土 を 主体 と す る 。

遺物 は 、 埋没［ 中 か ら 多数 の 土器片 が 出 土 し て い る 。 土 師器坪や家恵盆甕等 方ゞ確認 さ れ て い る が 、

本溝跡 に 伴 う か は不 明 で 出 る 。 土器以外 で は 、 土錘 （ 5 ) や鉄釘 （ 6 ) 等 が 出 土 し て い る 。

二 三 2
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図 24 SD-0 1 出 土 遺物
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SD-01 土雇説明
1 黒 褐 色 十 白色軽石粒—f • As-B 舟町立 を大呈、 鉄班を多量、

炭忙物 を微量含狂。 し ま り ・ 粘性強。
2 褐 灰 色 土 白色葬石粒子 を少量、 紐班を多景、 As-B 孤粒を微量含む。

しま り ・ 粘性強C

3 褐 灰 色 土 鉄斑 を大量含む。 し ま り ・ 粘性強。
4 褐 灰 色 上 As-B 細粒を多屈、 鉄斑を少最合計。 し ま り ・ 粘性強。
5 黄 褐 色 十 As-B 細粒を人呈、 白 色軽石粒子 ・ 鉄斑を多量含む。

し ま り ・ 粘性強。

鯛
査
区
外

。 5 m  

1 : 1 00 

図 25 SD-0 1 
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表 1 0 SD-0 1 出 土 遺物観察 表

法量( cm ) 形態 ・ 成 形手仏の特徴 調整手法の牛'r1致 胎 土 ・ 色調 備考
ロ径 （12 .1) ロ 縁部は｛本部 との塩に稜を持 ロ 縁部 内外面 ヨ ユ ナデ。 体部 白色拉 ロ縁部～休部月。
底径 一 ち、 内傾する。 外面ケズリ、 内面箆ナデ。 外一灰黄褐色 下層。
器高 残 3 . 2 内一褐色
ロ径 ( 12 . 2) 体郎は浅 く、 口 縁部 との塊に ロ 縁都 内外面 ヨ コナテ。 体部 チャート ・ 黒色粒 ・ 褐 ロ縁部～｛本

部
片n

底径 一 綾を持つ。 口 縁部は叩位に段 内外面ナデ。 色粒 内外面摩耗。 下
器高 残 3.3 を持ら、 彎凸気味に外傾する。 内外ー にぶい褐色 層，

ロ径 体部は膨らみを持つ。 ｛本部外面ハケの後ナテ、 内面 I1|チ
外
内

一
ャ
ー

ー

明
に

赤

ト
ふ

褐
い
・ 黒

払
色

色
橙

粒
色

1/4。 上層。
3 台付鉢 底径 箆ナデ。

器高 残 4 . 1

須恵器
ロ径 タタキ成 形。 胴部外面平行タタキ、 内面同

I
白
内

色
外

粒
ーJ火

胴部片。 一括。
4 甕 1底径 心円の当て具痕。 色

器高
No. 種 類 器 穂 法 量( cm · g )  備考

這品 士 錘
残長 ： 8.9、 最大幅 ： 1.4、 孔径 ： 0.6、 残重 ： 12 .59。 攣欧損。
胎 上 ． チャート， 色調 ： 明黄褐色。 士層。

鉄製品 釘
残長 ： 3.9、 輻 ． 0.4、 厚さ ： 0.5、 残重 ： 1.81 。 端謡欠損。

下層。i 

鉄製品
残長 ： 2 .3、 幅 ： 0．4、 厚さ ： 0.5、 残重 ： l23。 両端部欠損。

一括。
1長さ ： 13.2、 幅 ： 4 .1、 厚さ ： 4 .2、 重さ ： 335.40。 一部欠損。

右 片岩。 写真のみ掲載。 一括。
長さ ： 16. 2、 編 ． 4 .8、 直さ ： 3.0、 重さ ： 343.77。 一部欠損。

右 片岩。 写真のみ掲載。 一括。

SD-02 （ 図 2 6 • 2 7 、 表 1 1 ／ 写 真 図 版 6 • 1 8 ) 

E 地点 の 調査 区西端 に位置す る 。 西側 は調査 区外へ延 び る 。 重複す る 1 号河川 跡 と P-25 に 切 ら れ 、

S I -07 を 切 っ て い る 。 調 査 区 内 で は 、 南 北 方 向 に 向 い て ほ ぼ 直線的 に 走行 す る 。 規模 は 、 上 幅 翠 5 6

図 2 6 S D-02 
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cm~81 cm、 下幅が3 0 cm~4 5  cmである。 壁は、 直線的にやや開いて立ち上がろ。 底面ほ平坦で、 確

認面からの深さは51 cm~54 cmである。 埋没土ほ炭化物を多量、 白 色粒を微量に合む 暗褐色土を主体

とする。
遺物は、 埋没土中から少量の士器片が出」• し ている。 器台 （1 ) と甕 （3 ) は、 中層 のほぼ同 じ レ

ベルで出土 し た。

` 1  

:：□三二( 2

o 1 0cm 
I 1 1 1 | 1 1 1 • 4 

- =-―― ー＝＝ロ
図 27 SD-02 出 土遺物

表 1 1 S D-02 出 土遺物観察表

No. 器 種 怯量 ( cm ) 形態 ・ 成形手法の特徴
ロ径 脚部は下方へ広が り 、 中位に

1 器 合 底径 円孔を4 ヵ厨穿つ。 孔径 1. 5。
益ロロー

関 残 7. 3
ロ径 (18. 0) 胴郊は張 り 、 口 縁部は S字状

2 芦付甕 底径 を呈する。
翫[l口r吉司 残 3. 3
ロ 径 (21. 8) ロ 縁部ぱ下位にわずかな段を

3 甕 底径 持 ち、 ゆ る やか に外反する。甜ロロー
贔’一 残 8. 3 内面上端に浅い凹線が巡る。

SD-03 （ 図 28 • 2 9 、 表 1 2 ／写真 図 版 1 8 )

E 士狙 点の調査区西端に位置ずる。 SD-04 と
隣接す る 。 北西から南東方 向 に向 いてほぼ直
線的に走行する。 規 模 は、 全 長 が4.7 5  m、

上幅が最大1 02 cm、 下幅が最大84 cmである。

壁はや亨開いて立ち上がる。 底面は凹 凸があ

り、 確認面からの深さほ 6 cmである。 埋没士

は鉄班を多量に含む灰黄褐色土である。

遺物は、 埋 没土中からわずかな七器片が出

土 し たの みである。 坪 (1 • 2 ) は古墳時代

後期に比 定されるが、 本溝跡に伴うかは不 町

である。

SD_04 （ 図 28 )

E 地点の調査区西端に位置する。 SD-03 と
隣接 する。 北西から南東方 向 に 向 いてほ ぼ

調整手法の特徊 胎土 ・ 色調 備考
脚部外面ナデ、 内面上位ナデ・ 白色粒 2/3。 内外面摩
中位ハケ ・ 下位ヨ ニナデ。 内外ーにぶい澄色 尉 中層。

ロ縁部内外面ヨ コナデ。 胴部 粗拉チャー ト ロ縁部片。
外面ハグ、 内面ナデ。 内外一橙色 一括。

ロ縁部内外面 ヨ コ ナデ。 胴部 チャー ト ・ 黒色粒 1/3。 外面摩耗。
内面箆ナデ。 内外一橙色 中層。

‘ ー ／

/ 

△ 

SD-04 SD-03 土層説明
1 灰 黄

掲

色 土 鉄玖』を多嵐含むc

し ま り ・ 粘性蒐

SD-03 
SD-04 土層説明
①

仄

黄 褐 色 士 鉄斑を多量含む。
し ま り ・ 枯性強。

麟 ゜ 2、m
1 : 80 

図 28 SD-03 • 04 
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直線的に走行ずる。 規模は 、 全長が 2 . 8 3  m 、

上 幅 が 最大 1 1 9 cm 、 下幅 が 最大 1 05 cm である。

壁 且やや開 い て 立 ち 上 か る。 底 面 は l口 凸 が あ

り 、 碑認面か ら の深 さ は 6 cm である。 埋没 I― ­

は鉄班 を 多量に含む灰黄褐色l ＿ ：である。

: ニ— ,--- -— ーフノ

O 1 0cm 

日 1 1 1 1 日 : 4

図 29 SD-03 出 土遺物

遺物は、 埋没 土 中か ら ご く わずかね 土器片 が 出 土 し た のみ である。

表 1 2 SD-03 出 土遺物観察表

No. I 器 種

ー坪
ロ三

汗

ニロニロ縁部□□□□：。 体部1チャロ
□

口 言：か
底径 一 つて内傾する。 外面ケズリ 、 内面ナ戸 外一橙色
器高 残 3. 6 I I I｝ヽJ-浅黄概色

備考
1/5。 一f言。

2
 

1 口径 （11. 0) 口縁部は体部との境にわずか 口縁郊内外面 ヨ コナデ。 体部1チャー ト ・ 褐色粒 11/4， 内 外 面 摩
坪 底径 一 心稜を持って外傾ずる。 外面ケズリ、 内面ナデ。 内外一浅黄橙色 耗。 一括。

器高 残 3. 9

SD-05 （ 図 32 ／ 写 真 図 版 6 )

E 地 点の調査 区東側に位置する。 北側 は凋

査 区外へ延びる ぐ 重担ずる 2 号河川 跡 を 切 っ

て い る。 調査 区内では、 南北方 向 に 向 い て 蛇

行気 味に走行 し 、 北側 で北東方 向 にやや角 度

を 変 え る。 規 模 は、 上 靡腐 が 42 cm ~ 1 1 6 cm 、

下幅 が 20 cm ~ 1 0 0  cm である。 壁 は 開 い て 立

ち 上 が る。 区面 に 凹 凸 ぶ あり 、 確認面か ら の
深 さ 只 1 0 cm である。 埋没土は As-B を 多景に

含 杜褐仄色 土 である。

遺物 は、 埋没 土 中 か ら ご く わずかな土器片

が 出 土 し た のみ である。

SD-06 （ 図 30 • 3 1 、 表 1 3 ／ 写 真 図 版 18)

E 地点の調査 区東側に位置する。 重担する

2 号河川 刷 を 切 っ て いる。 北側 では 旧 女堀）, ,

に類 さ れる。 調査 区内では、 北西か ら 南東方

向 に 向 い て ほ ば 直綜的に走行する。 規模 鳳 、

ヽ
り

{‘

_

9＇
 

上

虔

“` 
_ll_ 68. 3 旦、'.

言

゜ 2 m， 
1 : 80 

図 30 SD-06 

8::J 1

o 1 0cm 

日 □ 1 1 1 1 : 4

図 3 1 SD-06 出 土遺物
上 幅 が 1 1 0 cm ~ 2 18 cm 、 下幅 が 25 C皿 ～ 1 1 0 cm である。 壁は、 直線 的 に 開 い て 立 ち 上 が る。 底 [iii （ま 凹

□1] が あり 、 確認面か ら の深 さ は 3 2 Clll である。 埋没 土は小礫や砂粒 を 多量 に 含む褐灰色 土 である。

遺物 け 、 埋没 士 中 か ら 少 量の士器片 が 出 土 し て い る。 土不 （ 1 ) は底面直上か ら の 出 土 で、 周 辺 1こ （ま

土 師器坪 ・ 甕の破片や礫が ま と ま っ て 確認 さ れて いる。
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SD-05 

瓢
SD-05 土層説明
1 褐 灰 色 土 As弔 細粒を多量、 鉄班を均ー に含む。

し ま り ・ 粘性強。

SD-07 土層説明
1 灰 黄 褐 色 土 炭化物 ・ ロ ー ム粒を多量含む。

し ま り あ り 。 粘性ややあ り 。
2 灰 黄 褐 色 土 ロ ー ム粒を少巌含む。

し ま り あ り 。 粘性ややあ り 。
3 褐 灰 色 土 ロ ー ム プ ロ ッ ク を 中量含む。

し ま り ・ 粘［生やや あ り 。

A
Nー

ロ

A-

調
査
区
外

S D-07 

゜ 4 m  
1 : 1 20 

゜ 2 m  
1 : 60 

図 32 SD-05 • 07  
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表 1 3 SD-06 出 土遺物観察表

SD-07 （ 図 32 • 33 、 表 1 4 ／写真図版 1 4 • 1 8 ) 
G地点の調査 区 東 端に位置する。 南北両

端および東 側は調査 区 外となる。 重複する
SI-09 と SI-1 0 を切 っている。 調査 区内にお
いては、 南北方 向に向 いて直線的に走行する。
規模は上闘が最大1 04 cm、 下幅が最大28 cmで
ある。 壁は西側は、 中位に段を有し、 上位は
直線的にやや開いて立ち上がる。 底 面はぽ ぼ

o 1 0cm 

| | | 1 l I I 1  : 4 

平坦で、 碓認面からの深さは57 cmである。 埋 図 33 SD-07 出 土遺 物

没土は、 下層が ロ ー ム ブ ロ ッ ク を含む褐灰色土、 十層がロ ー ム粒を含む灰黄褐色 士である。 条里形地割
りの南北方 向の坪線とほぼ一致する。

出士遺物は、 埋没士中からわずかに土器片が出土したのみである。 須恵器甕片 （ 1 ) は上層からの出
土である。

表 1 4 SD-07 出 土遺物観察表

No. I 器 種

1 I 須恵器
ロ ロ 舌

益戸］

形態 ・ 成形手法の特徴
ー タタキ成）［多。

調整千法の特徴
外面平行タタキ。 内百平行当 チャー ト
て具痕の後ナデ、 士方はナデ。 内外一灰色

( 3 ) 土 坑
SK-0 1 （ 図 35 • 3 6 、 表 1 5 ／写真 図 版 7 • 1 9 ) 

E 地点の調査区西端に位置する。 南西側は調査区 外となる。 重複する P-02 に切 られる。 平面尼は

南北に長 い不 整 形な隅丸長方 形を呈すと推測される。 規模は検出範囲内において、 南北方 向 2. 5 m、

東西方 向1.42 mである。 長軸方 向 はN - 1 9 ° - Wをとる。 壁はやや傾斜して立ち上がる。 底 面は低

い段差を持ち、 確認面からの深さは最深で38 cmである。

遺物は、 2 層を中心に多量の土器片が出土している。 士団器の器台、 雇坪 、 塊、 鉢、 S 字状 口 縁台
付甕、 単 口 縁台付甕、 受け 口 状 口 縁甕 、 二重 口 縁壺等がある。

SK-02 （ 図 34 • 3 5 、 表 1 6 ／写 真 図 版 7 • 1 8 ) 

E 地，点の調査区西端に位置する。 SK-03 と

隣接する。 平面形は不整 形で、 北東側の深い

掘り込 み部分は楕 円 形を呈する。 規模は、 北

東 ー 南西方 向1 66 cm 、 北西 ー 南東方 向 9 9 cm 

口
O 1 0cm 
いー「 下ナ I 1  4 

図 34 SK-02 出 土遺物
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で あ る 。 惰 円 形部 分 は 99 CIIl X 88 CIIl で あ る 。 長 軸 方 向 は N -- 48 ° - E を と る 。 壁 は 、 下 半 は 直腺 的

に 急 な傾斜 で立 ち 上 が り 、 上 半 は ゆ る や か に 開 く 。 底面 は ゆ る や か に傾斜 し て い る 。 確認 面 か ら の深

さ は最深で 49 CIIl で あ る 。

遺物 は 、 埋没 土 中 か ち パ レ ス ス タ イ ル壺の胴部片 ( 1 • 2 ) が 出 土 し て い る 。 本来 の 山形文が櫛描

斜格子文 に 変換 さ れ て お り 、 在地産 と 考 え ら れ る 。

SK-03 （ 図 35 ／写真 図 版 7 )

E 地 点 の調査 区西端 に位置す る 。 SK-02 と 隣接す る 。 平面形 は不整形 で 、 北東側 の 深 い 掘 り 込 み部

分 は 円 形 を 呈す る 。 規模 は 、 北東 ー 南西方 向 1 56 cm 、 北西 ー 南東方 向 80 cmで あ る 。 円 形部 分 は 80 cm 

X 68  cm で 友 る 。 長軸方 向 は N - 23
° 

- E を と る 。 壁 は 、 北東側 は 直線 的 に 急 な 角 度 で 立 ち 上 が る 。

南西側 は 下半 が 急 な 角 度 で 空 ち 上 が り 、 上 半 は ゆ る や か に 関 く 。 確翌 面 か ら の 深 さ は最深で 48 cm で

あ ろ 。 底 面 は ほ ぼ平坦で あ る 。

遺物 は 、 ご く わずか な 士器片 が 出 士 し た の み て あ る 。
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SK-01 土層説明
］ 灰 色 土 現表士。
且 にぶい黄橙色上 白色粒子を多量含ね。 1]箇 との境に胴さ0, 5~1cmの

鉄分沈着層ま り 。 しま り ・ 粘性強。
lII にぶい芸褐色士 明黄褐色細砂泣を大量、 白色拉子を多最、 炭化物を

少試含む。 しまり ・ 粘性強。
w 褐 色 土 淡黄色泣を大量、 白色粒子 ・ 炭化物を少羞含む。
v 褐 灰 色 J:: 白色粒子を少量含む。 鉄分沈賃。 しま り頸

粘性特に強い。
VI 褐 色 土 白色粒子を少量含む。 しま り ・ 粘庄強0 鉄分沈着。
Vil 暗 褐 色 上 鉄斑を多絋、 白色粒子を少量含む。

しまり ・ 粘性強。 遺物包含厨3

Vl11 にぶい黄橙色土 鉄斑を多量、 白色粒了を微量含む。
しま り ・ 粘性強。 ローム士の口次堆積か。

1 に ぶ い 褐 色 士 炭化物を少量、 白色粒子を微量含詮。
しまり ・ 粘性強口

2 暗 褐 色 土 炭化物衣多量、 白色粒子を微量合む。
最も遺物か集中すち。 しま り ・ 粘性強。

3 褐 色 土 炭化物を少量、 白色拉子を微量含む。
しま り ・ 粘性強。

4 褐 色 土 炭化物 ・ 黄橙色ローム土を少量、
白色粒子を微菫含む。 し ま り ・ 粘性強

／ロ

ロ、

ロロ

A 69. o △ 

SK-02 土層説明
i 褐 仄 色 土 炭化物 ・ 白 色粒子 を少董、 鉄斑を

均ーに含む。 し ま り ・ 粘性強。
2 灰 黄 褐 色 土 炭化物 を微嵐、 鉄疵を均ー に含む。

しま り ・ オ占性強。

／こロ

ニ

ロ

A 69. 0 A ' 

SK-03 土層脱明
］ にぶい黄褐色士 ロ ー ム:tを多凪、 炭化物 ・ 白 色粒子 と少量、

鉄斑を均ー に含む。 し ま り ・ 粘性強。
2 黒 褐 色 土 炭化物 ・ 白 色位子 を少量、 鉄斑を均ー に含む。

し ま り ・ 枯性強。
3 ，こぶい昔褐色 七 1 溢 と 似 る が色がやや薄い。 鉄斑を均ー に含む。

し ま り ・ 粘1生強。

。 2 m  

1 : 60 

図 35 SK-0 1 ~ SK-03 
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図 3 6 SK-0 1 出 土 遺 物

表 1 5 SK-0 1 出 土 遺 物観察 表
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( 4 ) ピ ッ ト （ 図 6 、 表 1 7)

本調査 区 で は総計 26 基 を 検 □ し た 。 ピ ッ ト の 分布範 囲 は 1 サ河川 跡 の 南西側 に窒集 し て い る 。 各

ピ ッ ト の 平面形 は 、 円 形お よ び楕 円 形 を 呈す る 。 規模 は長径 1 8 cm ~ 49 cm 、 知径 1 8 cm ~ 42 CID 、 i瓢忍

面 か ら の 深 さ 8 cm ~ 3 8  CID で あ る 。 涅没 士 ば 、 A : 上）曇 が 褐灰色 土 、 下層 が 黒褐色 士 で 、 炭化 物 ・ 焼
土 を 含 む も の 、 B : 上 層 が 褐 灰 色 上 、 下層 が 黒褐 色 上 で 、 鉄 分 を 均 ー に 含 む も の 、 C : 単層 で灰褐
色 土 の も の と い う 3 夕 ｛ プが確認 さ れ た。 い ずれ も 粘性 に 富み 、 締 主 り は強い。 A は P-0 1 • 0 3  • 1 2 、
B は P-02 • 04 • 0 5  • 0 6  • 1 0  • 1 1 、 C は P-07 ~ 09 • 1 3  ~ 凶6 で 、 C が 宇体 を 占 め る 。 柱痕 は検 出 さ れ
て い な い 。

遺物 は 、 P-25 • 2 （う か ら 土 師器 の 細 ）「 ぶ わ ず か に 出 土 し て い る 。 全 て 細 片 て 土器 か ら 時期 を 比 定す
る こ と は で 彦 な い が 、 P-02 · 2 5 が 古瓜時代前期 の 遣構 で あ る S I-07 · SD-02 を 切 っ て い る こ と か ら 、 B ·

C の 埋没 土 を 有す る ピ ッ ト の 時期 は ご れ以 降 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 A と B の 土質は炭化物 ・ 焼土 の 有
無 を 除 き 、 類似 し て お り 、 近 い 時期 に埋没 し た も り） と 推測 さ れ る 。

表 1 7 ピ ッ ト 計測 表

番竺］―平面形噛 1 長径 x 短径 （c叫［亘三ー(cm)
01 楕 円 形 47 X 32 [ 1 7  

番号 1 平伽形態 i 長径 x 短径 (cm)
14 l 楕 円形 28 X 2 1  

02-
03
04-
05-
06-
07-
08-
09-
Jo-
11

柘 円 形
円 形
円 形

惰 円 形
楕 円 形

円 形
楕 円 形
惰 円 形

3 4  X 24 
26  X 25 
24 X 24 
38  X 23 
38  X 2 1  
44 X 42 

(38) X 29
25 X 21

円形 I 4 1  x 37  
元整惰 円 形 丁

――
48 x 34

し 49 X 45  
円形 / 22  X 2 1  

38 
33 
21 
17 
1 8 1 

1
2

 

1
3

 

1 5  1 楕 円形
16 円 形1ー

ロ19 1 楕 円 形
20 
2 l 
22 
2げ
24 

円 形
惰 円 形

円 形
惰 円 形

／ 一

楕円）［：

41 X 23 
20 X 20 
25 X 23 
18  X 18  
24 X 18  
23 X 20 

26 X ( 1 8) 
23 X 22 
38 X 26 
32 X 24 

I 25  i 楕 円 形
r 2 6  | 円形か

1 2 1
24 
1 9  
20  
1 6  
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( 5 ) 河川 跡

1 号河 川 跡 （ 図 3 7 ~ 39 • 46 ~ 49 、 表 1 8 ~ 23 ／写 真 図 版 8 ~ 1 1 • 1 9 ~ 22 ) 

E 地 点 の調査 区西側 に位置す る 。 北西側 は調査 区外へ延び る 。 南東側 は 2 8-河川 跡 と 合流す る 。 重

複す る SD-02 を切 り 、 SD-0 1 に切 ら れ る 。 調査 医 内 で は ほ ぼ直線的 に 走行 し 、 流れの 方 向 は 北 西 か ら

南東 に 向 か っ て い た も の と 考 え ら れ る 。 規模 は 、 上 幅 が 5 . 4 m ~ 7.  0 m 、 下幅 が 3 . 6 m ~ 5 .  0 m で あ る 。

壁 は 直線的 に やや 開 い て 立 ち 上 が る が 、 調 査 区 北西 際 の 西壁 は 中位で角 度 を 変 え 、 上 半 は ゆ る や か な

似斜 と な る 。 闊査 は砂利層 の 上 面 ま で 行 い 、 一部砂利層 を 20 Clll程掘 り 下 げた。 砂利層 の 上 面 は ほ ぼ

平坦で 、 確認面 か ら の 深 さ は 95 Clll~ 1 3 0  Clllで あ る 。

埋没状態 は、 調査 区北西際 の 土層 断面 A で は 、 碑認面 か ら 約 5 0 Clll 下 に厚 く 硬い鉄分凝集層 ( 7 層 ）

が あ り 、 こ れ を境 に し て 上層 と 下層 に 分 かれ る 。 鉄分凝集層 は ほ ぼ平 坦 を な し て い る 。 上層 は灰褐色
粘質ヒ を 主体 と す る 。 下層 は黄灰色砂 と 褐灰色粘 土 が 万層 を な し て お り 、 そ の 下 に砂利層 が 雄積す る 。

南側 の 土層 断面 B で は 、 大 き な 相 違 は な い も の の 、 上層 と 下層 を分 げ る 厚い鉄分凝集層 ほ 見 ら れ な く

な り 、 上層 中 に 薄 い 鉄分 の 沈着 ( 1 層 下位） が 見 ら れ る に 留 ま る 。 砂利層 は径 0. 5 ~ 4 Clll の 円 礫 ・ 角

礫 と 黄灰色砂 が 主体 と な り 、 鉄分 を 多 く 含砂。
遣物 は 、 埋没土全体か ら 多量の 土器が 出 土 し て い る 。 上暦 は破片 が 多 く 、 器面 は摩耗 し て い る 。 た

だ し 、 確認面 に 近 い位置 で は 、 あ る 程度 の ま と ま り を 持 っ た甕 （ 1 3 ) 、 甑 （ 14) 、 多頁恵器甕 （ 1 9) な ど‘
が 出 土 し て い る 。 時期 は 、 若干古い様相 0) も の が 見 ら れ る が 、 鬼 高 式期 が 主体 と な る 。 下層 も破片 が

多 い が 、 下 半 ～ 紗利 層 付近 で は 、 比 較 的 形 を 保 っ た 土器 が 出 土 し て い る 。 ミ ニ チ ュ ア (22 ) 、 小形丸

底壺 (2 5 ) 、 高坪 (29 ) 、 甕 （ 3 9 ) 、 直 口 壺 （42) は 、 紗利層 直上 面 が ら 出 土 し た も の で あ る 。 時期 は 、

s 字 口 縁台付甕 な ど前期 の 土器 も 確認 さ れ る が 、 和泉式期 が 主体 と な る 。 ま た 、 下位 か ら は 自 然木 も

出 士 し て い る 。

2 号河 川 跡 （ 図 3 7 • 40 ~ 45 • 50 ~ 54、 表 24 ~ 33 ／写真 図 版 8 • 1 1 ~ 1 3 • 23 ~ 26 )  

E 地点 の 調査 医南東側 か ら F 地点東側 に か け て位置す る 。 南西お 上 び北東側 は調査 区外へ延 び、 北
西側 で は 1 号河川 跡 が 合流す る 。 重複す る SD-05 と SD-06 に 切 ら れ る 。 流れ の 方 向 は謂査 区 内 で は 、

南西か ら 北東 に 向 か っ て 走行 し て い た も の と 考 え ら れ 、 F 地 点 の 北東 に 隣接す る ） 1 | 越 田 遺跡 B 地 点 （恋

河 内 1 993 ) で検 出 さ れ た 河川 跡へ続い て い く 。 部 分 的 な 調査 の た め 、 河川 の 南東側 の 立 ら 上 が り を

確認す ろ こ と は で き な か っ た 。 壁 は 、 北西壁 に お い て 直線的 にやや 開 い て 立 ち 上 が り 、 上位 で ゆ る や

か に傾斜 し て 開 く 。 調査 は砂利層 の 上 面 ま で行 っ た 。 砂利層 の 上面 は ほ ぼ平坦だ が 、 部分的 に 乱汎が
生 じ て い る D 確認面 か ら の 深 さ は 、 E 地点 で 70 cm ~ 1 1 0 cm 、 F 地 点 で 140 cm で あ る 。 ま た 、 E 地 点

の 河川 際 で 土坑 が 1 ヵ 所検 出 さ れ た。 規模 は 24 cm X 1 2  cm の 不整楕 円 形 で 、 確認面 か ら の 深 さ は 1 40

cm で あ る 。 壁 は 直線的 にやや 開 い て 立 ち 上 茄 り 、 ）底面 ぱ平坦で あ る 。

埋没状態 は 、 E 地点西側、 E 地点東側 、 F 地点 の 各場所で相 違 い 見 ら れ 、 複雑 な 様旧 を 呈 し て い る 。

E 地点西側 （ 上層 断面 D ) で は 、 上層 は灰褐色粘質土、 下層 は黒褐色粘 土 が 上体 で お る 。 黒褐色粘土

の 下 は砂利層 ど な る 。 こ の 状 況 は 1 号河川 跡 と の 合流 地 点 ま で続 く が 、 こ れ以 東 は様相 を 異 に ず る 。

E 地点東側 （ 土層 断而 F ) で は 、 上層 は灰褐色粘質土、 中 層 は灰黄褐色砂 を含む褐灰色粘質土、 下層

は 暗青灰色粘 上 が 主 体 と な る 。 粘 士 の 下 は砂利層 で あ る 。 土層 断面 D の 付近で見 ら れ な か っ た砂 を 合
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図 3 7 E 地点 1 • 2 号河 川 跡
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1 号河川跡 ( A - A ' )
1 灰 褐 色 土 鉄分 を多量含む。 し ま り ・ 粘性強。
2 庚 褐 色 土 」犀 ：こ比へ鉄分が少ない。
3 灰 褐 色 土 2層 tこ比へ灰色 が か る 。
4 灰 褐 色 士 鉄分 を多 く 含む ロ ー ム 土 と の 混合土。 し ま り ・ 粘性強。
5 灰 褐 色 土 碍小 こ近い か 、 やや飲分を多 く 含も＿
6 掲 灰 色 J:: 粘質士 と 臥分 を 多 く 含 む ロ 一 ー ム 士 と の混合土。 し ま り ・ 粘性強。
7 明 褐 色 土 鉄分凝集層。
8 褐 灰 色 土 帖質土。 砂 を多督に、 鉄現f を均ー に 言む。 し よ り ・ 帖沌強。
9 渇 灰 色 J:: 8層に逝い か 、 砂は夕合 ど含ょげ、 鉄証 も 少 な い。
10 暗 赤 褐 色 土 鉄分凝集層。
1 1 褐 灰 色 上 靖月 に近い が 、 鉄班ぱ大プ 戸 ソ ク 壮 と な り 、 土｛立 に ま と ま る ，
1 2 褐 灰 已 土 l l 層 よ り 飲分 を 多 く 含む。
13 褐 灰 色 土 12層 に近いが、 鉄分が さ ら に多 く 沈着す る 。
14 暗 赤 褐 色 上 鉄分層。 褐灰色粘上泣 ・ ブ ロ ッ ク を均ー に合訃。 し ま り ・ 粘性強。
1 5 褐 灰 色 ：I占 土 鉄分多 く 盆四粘士 と の互厄。 黒褐已粘士を縞状に含む。
16 褐 灰 色 粘 土 鉄分 を大籠に、 砂を均— に含む。 し ま り ・ 粘性強C

1 7 褐 灰 色 粘 土 16層 に近いが、 鉄分が 少 な い。
18 相 仄 色 粘 」二 15陪 に近いが、 鉄分 を よ り 多 く 含むc

19 祀 仄 色 粘 土 1 5層 に逝い。 炭化物 を少量合 む。
20 黒 褐 色 粘 土 鉄分を多 く 含む砂 と の互層。 炭化物 を多量に含む。 し ま り ・ 粘性強。
2 1 影 杞 色 粘 土 20陪 と 近い か 、 黒祀色上が 多い。
32 祀 仄 色 粘 上 鉄分 ど 多 く 含詮砂 の 小 ブ ロ ッ ク ・ 黒褐色粘士を斑状 に 合 臼。 し ま り ・ 粘注強�
23 黄 灰 色 砂 鉄分が不規則 に層 状 を な して混入す る 。 し ま り ・ 粘性 な し。
24 祀 仄 色 粘 土 無芯於強いr 鉄分 ・ 低を均— に含むし し ま り ・ 枯性 友 り C

25 暗 赤 褐 色 上 鉄分 と 砂 と の止層c し ま り ・ 詰性弱い。
26 褐 灰 色 粘 土 砂 を均ー に含む。 し ま り ・ 粘性あ り 。
27 褐 仄 色 粘 土 鉄分 • 砂を均ー に 、 里渇色粘＿―I を下位に含む し ま り ・ 枯性孔
28 掲 戻 色 粘 上 221晋 畠近い が 、 黒掲 匂古土か少ないc

29 褐 灰 色 粘 土 黒褐色粘上 と 砂 と の互尼。 し ま り ・ 粘性あ り 。
30 祀 灰 色 粘 L 29尼 に近い汀 互厨 が 習しれる C

:n 祀 灰 色 粘 ＿ し 黒なが強い 砂を 大如こ含危心 し ま り ・ 粘性弧
32 黄 灰 色 砂 鉄分 ・ 黒褐色 シル ト ・ 灰褐色シル ト を均ー に含む。 し ま り ・ 粘性あ り 。
33 黄 灰 色 砂 利 径0. 5~4CI1l 0) 円 礫 ・ 角凍が主体 と な 乙 。 鉄分 ・ 砂 を多叩こ含み、 赤みがか る 。 し ま り ・ 粘牝 な し
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1 号河川跡 ( B - B ' )
1 灰 褐 色 土 炭化物 を少蛋む。 下位 に鉄分が 多量に沈着す る C し ま り ・ 粘性強。
2 灰 褐 色 土 ロ ー ム土 ・ 鉄分 を多量に含む。 し ま り ・ 粘性強。
3 褐 灰 色 土 粘質土。 炭化物 · 鉄分を少彙含む。 し ま り は1層 よ り 強い。
4 灰 褐 色 土 暗褐色土を多忌、 鉄分 を均 i― 含むc し ま り ・ 粘性強。
5 褐 灰 色 士 3層に近いが、 鉄分か ーやや少 な い。 粘け は3層 よ り 強い。
6 黒 褐 色 士 粘質土。 薄厨状の炭化物。 鉄分 を多 記こ含む。 し ま り ・ 粘性強。
7 灰 褐 色 土 4層 に近い。 鉄分を 多菫に含むc し よ り ・ 粘性強。
ベ 黄 灰 色 砂 褐灰色粘士 と の互）碕 砂 中 髯鉄分江白 し ま り ・ 粘性 あ り 。
9 黒 褐 色 粘 士 褐灰色粘士 と り）やや乱れ た互居。 炭化物 ・ 砂を少量含む。 鉄分沈着 く， し ま り ・ 枯1,日虹
1 0 黄 灰 色 砂 し ま り ・ 粘性な し。

尼 灰 色 粘 土 炭化物 ・ 砂を所々含むー3 し ま り ・ 粘性強。
1 2 禎 灰 色 砂 鉄分沈着。 粘 1一を部分 的 に合杜。 し ま り ・ 粘性ややあ り 。

1 3 褐 灰 色 粘 土
14 褐 灰 色 粘 土
15 褐 灰 色 粘 七
16 褐 灰 色 粘 土
1 7 褐 灰 色 粘 士
18 褐 灰 色 粘 土
19 褐 灰 色 粘 士
20 灰 黄褐色粘土
2 1 褐 灰 色 粘 土
22 黄 灰 色 粘 士
23 褐 灰 色 粘 土
24 黄 灰 色 砂 利

1 1 )員 に近いが 、 黒褐色粘土 を多 く 含む。
13層 よ り 黒褐色粘土 ・ 砂が 少 な い。
砂 と の互層。 赤みが か る 。 藩層状黒褐色粘土を所々 含杓。 し ま り ・ 粘性 あ り 。
砂 と 0)混合厨� •， ・ヒ 半に 全土分沈着。 薄層状の黒褐色粘土 を所々 含む。 し よ り ・ 枯性あ ） J

16層 と 五い か 、 砂の割合か減少す る 。
16層 に近し ＼ ハ 、 帖土の割合 か増加す る 。
1 7層 と 近し か 、 鉄分の沈芥が少 な い。
鉄分を多 く 含拉 ロ ーム 土 と り） 混合土。 し ま り ・ 粘性強。
20層 よ り 口 しー ム 上が少ない3

砂 と か立層。 鉄分よ言 し ま り ・ 粘性あ り 。
砂を灼 に含むC し よ り ・ 粘性強。
径0. 5~3しJll の 角 礫か 土体 と な る 。 し ま り ・ 粘性な し。
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2 号河川跡 ( D - D ' )
1 灰 褐 色 土 鉄分 を多量に含む。 し ま り ・ 粘性強。
2 疾 褐 色 十 し ま り ・ 粘性 強。
3 褐 灰 色 土 橙色 ロ ー ム士を大量に含む。 し ま り ・ 枯性強。
4 渠 褐 色 粘 土 極細 かな銀色粉末 を多量に含む。 し ま り ・ 粘性強。 土層断面 I< 0)24層 に対応。
5 黒 褐 色 粘 土 栢色 ロ ー ム 土 を 多量に含む。 鉄分沈着。 し ま り ・ 粘性強。
6 黒 褐 色 枯 土 黒褐色植物遺材 を含むC） し ま り ・ 粘性強。 士層 断面 F の25層 に対応。
7 黒 褐 色 粘 士 6層 に近いが、 よ り 束古性が強いc

8 黒 褐 色 粘 上 7居 よ り 黒み が か る 。
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2 号河)I I跡 ( E - E ' )
1 褐 灰 色 土 鉄斑を均ー に、 砂を少量含 詮。 し ま り ・ 粘性強。
2 灰 褐 色 上 1彫 と 比べ黒み強い。 白 色細粒を少蘊含む。 鉄分不規則 に沈着。 し ま り ・ 粘性強J
3 灰 褐 色 上 粘質上 と 砂の互層。 し ま り ・ 粘怯強，
4 仄 褐 色 土 粘質土 と 鉄分を多 く 含 む橙包 ロ ー ム土0)混合土。 し ま り ・ l占性強し
5 灰 褐 色 粍 士 砂 ・ 鉄分を斑状に含む。 し ま り ・ 粘性強。
6 灰 褐 色 粘 上 5厨に近いが、 鉄分がやや多 く 、 砂が少ないc
7 灰 褐 色 粘 土 径0. 3~2crn の赤褐色砂利 と の互層。 し ま り ・ 粘性 あ り 。

8 灰 褐 色 枯 土 赤褐色砂 と の互層。 し ま り ・ 粘性あ り 。
9 灰 褐 色 粘 七 鉄分を多塁に含む。 しま り ・ 粘性強。
10 灰 褐 色 粘 土 砂 を 均ー に 、 鉄分を少墓含む。 し ま り ・ 粘性強。
1 1 暗赤椙色砂利 径5IIllll。 し ま り ・ 粘性な し。
12 暗赤捉色砂利 1 1層 に近いが、 小礫を大蘊に含杜。 し ま り ・ 粘性 な し。
13 灰 渇 色 土 粘質土。 砂を多量 に 、 鉄分 を少量含む。 し ま り ・ 粘I生強。
14 灰 褐 色 土 粘質土， 砂 ・ 鉄分 を1ヽ規則 に含むC 黒化植物片が 点仁す る 。 し ま り ・ 粘件稚，
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2 号河川跡 ( F - F ' ) 
l 褐 仄 色 土 欽分 を1ミ規則 に含すJ', し ま り ・ 粘t1強。
2 仄 褐 邑 土 釦分を多量に含む。 し ま り ・ 粘性強。
3 灰 褐 色 土 粘質十。 鉄斑を多量合む。 下位に銀分沈着c し ま り ・ 桔性囲。
4 褐 灰 色 土 粘質土。 鉄分を不規則 に含む。 し ま り ・ 粘性強。
5 渇 灰 色 土 4層 に近いが、 鉄分 ・ 砂 を 多量に含む。 し ま り ・ 粘性強。
6 渇 灰 色 土 5層 よ り 鉄分が多 く 、 4層 よ り 粘質土が少ない。 し ま り ・ 粘性強。
7 褐 灰 色 土 粘質」。 砂 を多蘊、 鉄分を少蘊含 むc しま り ・ 粘性九 I凡
8 担 灰 色 土 7層 に近いが、 砂 ・ 鉄分を不規則な薄屑状に含む。
9 褐 灰 色 土 8暦 よ り 砂 ・ 鉄分を 多呈に含む。
10 褐 灰 色 土 9層 に近いが、 黒褐色粘上が涅入す る 。
1 1 黄 灰 色 粘 七 砂 と の混合上。 鉄分を均ー に含杜。 し ま り ・ 粘性 あ り 。
12 黄 灰 色 砂 鉄分沈着層。
13 褐 灰 色 粘 土 砂 を多量、 鉄分を少量含む。 し ま り ・ 粘性強。
14 青 灰 色 砧 土 砂 と の混合土。 鉄分が多呈に沈着。 し ま り ・ 粘性強。
15 捉 仄 色 粘 土 やや里ぶが強い。 し ま り ・ 粘性強。

16 )火 黄 褐 色 砂
17 掲 灰 色 粘 土
18 灰 貨 褐 色 砂
19 褐 灰 色 粘 土
20 褐 灰 色 粘 土
21 褐 灰 色 粘 上
22 褐 灰 色 粘 土
23 褐 ／尺 色 粘 」
24 黒 渇 色 粘 土
25 黒 褐 色 粘 士
26 黄 灰 色 砂 利
27 暗青灰色粘土
28 黒 褐 色 砂 利
29 黄 戻 色 砂 利

枯十 を わずかこ 含む。 し ま り ・ 桔性な し。
15居 と 近い が 、 さ ら 1こ黒みが3蚕い。
16層 に近いが、 鉄分を 多量に含訃。 し ま り ・ 粘竹な し。
砂 と の混合土。 し ま り ・ 粘性あ り 。
砂 を雲状 ・ 斑状に少量含む。 し ま り ・ 粘性あ り 。
砂 と の互層。 鉄分 を多呈に含む。 し ま り ・ 粘性あ り 。
捗を多泣に含り し ま り ・ 粘性お り 。
黒みが強い。 砂 を多立に含む。 し ま り ・ 粘性強。
極細 かな銀色の粉太を多輩含む。 し 主 り ・ 粘性強。
黒褐色植物遺材 を含臼。 し ま り ・ 粘仕強。
径5~30mmの角 礫 · 円礫を主体 と す る 。 鉄分を多量に含む。 し ま り ・ 粘性な し。
砂 · 銀色の細粉末を均ー に、 炭化物 を わずかに含む。 し ま り ・ 粘性強。
径5~30mmの角 礫 · 円礫 を 主体 と す る 。 黒褐色粘土を含打。 し ま り ・ 粘性弱い。
部分的に黒褐色粘士を含む。 し ま り ・ 粘性な し。
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図 42 E 地点 2 号河 川 跡 ( 3 )
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図 43 F 地 点 2 号河川 跡 （ 1 )

む粘質土が、 上屈 の粘質土と下層 の粘土との間に堆積ずるようになるC また、 下層 の料士も土層 断面

D では黒褐色だったのが、 士層 断而 F 東側では暗青灰色に変化している。

さらに、 F 地点になると、 確認 面から約 5 0 cm下に厚く硬い鉄分凝集層 (F 地，点 土眉断面A - 1 6 層）

が確認さ九る。 鉄分凝集層 は、 北西側でやや上かるが、ほぼ平坦をなしているe こ汎を境に上層 と下

眉 に分かれ、 上図 はにぶい黄褐色砂利層 、 下層 は粘土が主体となる。 下屑 は上半が暗J天色粘土、 下 半

が緑黒色粘上に分か九る。 粘土層 の下は砂利層 となり、粘土厨 の底面は平士且である。 F 地，点の状態は、

B 地点とほぼ同様の様相 を示している。 また、 北西端には、 上層 の砂利層 を一部切る砂利・粘 I: . 砂

の圧層 (F 地点土層 断国A - 1 ~ 9 層） が確認される。

- 40 -
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F 地 点
2 号河 川 跡 ( A - A ' )
］ に ぶ い 黄 褐 色 上
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2 褐 灰 色 」
3 に ぶ い 黄 褐 色 砂
4 渇 灰 色 粘 土

5 灰 黄 褐 色 砂
6 黄 褐 色 砂
7 褐 色 砂 利
8 褐 灰 色 粘 士
9 に ぶ い 黄 褐 色 砂
10 に ぶ い 黄 褐 色砂禾IJ

にぶい黄褐色砂 と 褐灰色粘質土の混合士。 灰色砂 を多量に 、 白 色拉子 ・ 銀色粒子 ・ 飲斑 を 均一 、
炭化物 を部分的 に含む。 し ま り あ り 。 粘性弥。
粘質土口 白 色拉子 ・ 銀色粒了 ・ 鉄斑 を均 一 、 炭化物を傲量に含む。
し ま り ・ 粘性強。
粘質上。 山 色粒子 ・ 銀色粒i • 鉄斑 を均ー に含む。 しま り ・ 粘性強。
枯質土。 白 色粒 f・ ・ 銀色粒子 ・ 鉄斑を均 ：こ含む。 し ま り ・ 粘性強。
粘質士。 白 色粒子 ・ 銀色粒子 ・ 鉄斑 を均 ·· 、 砂 を少呈含臼。 し ま り ・ 粘性強。
黄橙色 ロ ー ム 土 と 灰褐色枯質上の混合土。 白 色粒子 を 均ー に含む し ま り ・ 粘付強C

褐灰色粘質土 と にぶい黄褐色砂の混合 土。 径1 ~2cmの礫を所々 、 口 色泣子 ・ 銀色に子 ・ 鉄斑 を
均一含む。 し ま り 強。 粘性中 弱。
褐灰色粘土 と にぶい黄橙色砂の 混合土。 白 色拉子 ・ 銀色粒―f • 鉄斑を均ー に含む。 ［ よ り ・ 粘性強3

白 色粒子 ・ 銀色粒了 ・ 鉄斑を 均ー に含む。 し ま り 強。 粘性な し。
にぶい黄橙色砂 を部分的 に 、 白 色的子 ・ 銀色粒子 ・ 鉄斑 を均 ー ：こ含む。
し ま り ややあ り 。 粘性諷 3層 と の 間 に鉄分簿 く 沈着。
褐灰色枯土を少量、 白 色粒子 ・ 銀色粒子 ． 鉄訓 をJ勾ー に含り。 し ま り 中 弱 。 粘性な し ，
白 色拉子 ・ 銀色粒子 ・ 鉄斑を均ー に含む。 し ま り 中弱n 粘1生 な し。
径1~3mmで均ー。 銀色豆子 ・ 鉄斑 を内一 に含む。 し ま り あ り 粘性な し
灰黄褐色砂を少量含む。 し ま i') 弱。 粘l生強。
し ま り ・ 粘性な し。
径l~5皿し しま り ・ 粘性な し。

1 1 に ぶ い 黄橙色砂利
12 に ぶ い 黄

掲

色砂利
1 3 礫
14 褐 色 砂 利
15 に ぶ い 黄 褐 色 砂
16 赤 褐 色 七
1 7 暗 灰 黄 色 砂

18 に ぶ い 在 褐 色 砂
1 9 灰 黄 褐 色 粘 土

20

仄

色 粘 士
2 1 暗 戻 色 粘 卜
22 灰 苗� 褐 色 粘 ．J＿ 、
23 緑 黒 色 粘 土
24 緑 黒 色 粘 土
25 暗オ リ ープ灰色料上
26 暗 灰 黄 色 砧 土
27 黄 灰 色 粘 土
28 灰 色 粘 上

径1~3c!ll 吝千 体 と し 、 聞 に径4~5crn iJi 混入す る し ま り ・ 粘性 な し U

径1 ~ 3Ill]11 で均 ー。 し ま り ・ 粘I牛 な し。
径1~3Cill。 し ま り ・ 粘怯 な し e

径1~3皿を主 と し、 H斤々 に径0 5~lclll、 径5~6clllの礫が混入する。 し ま り ・ 枯性 な しこ

下半に径3~5cIll 0) 和を所々 に合と？。 し ま り ・ 粘性 な し。
鉄分凝集層。
褐灰色粘 土 と じり 互層。 白 色粒子 ・ 銀色粒子 ・ 鉄斑を必J •一 ， こ含む。
し ま り ・ 粘性 な し。
褐灰色粘上を少量含む。 し ま り ｝日 し。 料性中 弱 。
灰苗褐色砂 と の万層。 白 色拉子 ・ 銀色粒手 ・ 鉄斑を鈎ー に含む。
し ま り ・ 粘件 中 弱。
鉄斑 を均 ー に含む。 し ま り あ り 。 粘伸強。
20婿 よ り し ま り 弱 いQ

鉄斑含均ー に含む。 し j・ り あ り 。 粘田迫
砂を均 に合む。 し ま り 中弱， 粘性強。
し ま り 弱。 粘性 は23層に比べ強い。
鉄斑を 均ー に含的。 し ：： ＇り あ り 。 枯甘強。
鉄斑 を 均•- 、 径2~3cm の 小痒を ご く 微量 に含む。 し ま り ・ 粘t生強。
鉄斑 を 均一 、 存3 ~4cm の小礫を微量に含ヤ。 し ま り ・ ＇『古性強。
鉄斑左均ー に含む6 し ま り ・ 粘性強。
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F 地点
2 号河川跡 ( B - B ' )
］ 暗 杞 色 士 現表土。
11 にぶ い 黄褐色土 ］ 層 と 灰色粘質七の混合層， し ま り ・ 粘性強。
m に ぶ い黄褐色 上 II 屁 に鉄分が沈廂 し た も 0) 。
W にぶい黄褐 色 土 i'.ふい黄褐色酌 と の混合上。 鉄分を大甚に合む。 し 在 り ・ 粘性強。
V にぶ い 黄褐色t I\眉 と 近いが、 砂 は少 な く 、 よ り し ま る 。
可 褐 色 土 V 層 と 近い が 、 よ り 黒な強 く 、 鋲分 を多葦 に含む。 径5IIllll の ロ ー J.、 粒 • ,N要 が 点在 す る 。
1 県 渇 色 土 粘質土。 砂 を 多 量、 口 、ー ム粒 ・ 小礫 か少拭含む。 し ま り ・ 粘性強，

0 2 m  
� 1 : 50 



_L 70. 0 旦

。 2 m  
1 : 50 

F 地点

2 号河川跡 ( C - C ' )

］ 暗 褐 色 上 現表土。
II にぶい黄褐色上 ］ 屋 と 灰色粘質土の混合層。 し ま り ・ 粘性強。
m にぶい黄褐色土 II 層 に鉄分が 沈着 し た も の一
IV にぶい黄褐色上 にぶい黄褐色砂 と の混合土。 欽分を大量に含む。

し ま り ・ 粘性強。
V にぶい黄褐色士 IV層 と 近い が 、 砂 1ま少 な く 、 よ り しま る 。
VI 褐 色 士 V 層 と よい が 、 よ り 黒み強 く 、 鉄分を多量に合む。

径5mmの ロ ー ム粒 ・ 小躁が点在す る 。
V' にぶい黄褐色士 V 層 よ り 褐色 みが 強 く 、 し ま る 。
VI’ 褐 色 土 VIl層 よ り 黒み強 く 、 し ま る 。

1 黒 褐 色 土 粘質土。 砂 を 多量、 ロ ー ム泣 ・ 小礫を少蘊合詮。
し ま り ・ 粘性狐

？ 烹 褐 色 土 粘質上。 径5~30mm(/)小礫を多量に含む。
し ま り ・ 粘性強。

3 灰 鼓 渇 色 土 灰黄褐色砂 と 粘土の互層。 鉄 分 を 多呈に含む。
し ま り ・ 粘性 あ り 。

4 灰 黄 褐 色 士 ：i層に近いか粘土が多い。 鉄斑を不規則 に含む。
し ま り ・ 粘性あ り 。

5 灰 黄 褐 色 士 3層 に近い。 鉄分を大蘊に含む。 し ま り ・ 粘性 あ り 。
6 灰 黄 褐 色 砂 利 径2~30mmの角礫を主体 と す る 。 し ま り ・ 粘性 な し3

図 45 F 地点 2 号 河 川 跡 ( 3 )

遺物は、 埋没土全体から多量の 土器が出土している。 ヒ層 只破片が多く、 器面は摩耗している。 時
期は、 若干古い様相 0) ものが見られるが、 鬼 責式朗が主体となる。 土器以外では、 土製支脚や土鐙が
出土している。 下層 も破片が多いが、 底部付近では完形に近い上器が見 られる。 F 地点の 小形丸底壺

( 8 )、 直 口 壺 （ 15 )、 小形甕 （ 1 6 )、 壺 （20 ) は、 底面直上から出土したもの である。 時期は、 吉 ケ 谷

式系や五韻式期の土器も確認されるが、 和泉式期が主体となる。 土器以外では、 F 地点の下駅 から石

製模造 品 (21 ) や種子 (22• 23 ) が、 E 池点の粘土層 下位から 自 然木が出士している。 また、 E 地点

の 河川内土坑からは、 五領式勘を主体とする七器が多数出土しており、 小形丸底壺 （5 1 )、 高坪 (52• 

53 )、 受け 口 状 口 縁甕 （55 )、 S 字状 口 縁甕 (5 6~59 )、 複合 口 縁壺 ( 65 ) 等が見ら九る。

表 1 8 1 号河 川 跡上 層 出 土遺物観察表 （ 1 )

No 器 種 法量 ( cm ) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手払の特徴 胎士 ・ 色調 備考

須恵器 口怪 (13. 0) たちあが り は内傾し、 端部は内外面回転ナデ。 底部外面回 11内
白色

外
粒
一灰

1/4。 上層，
1 評 底径 丸い。 苧部はわずかに上が り 転箆ケズリ の後粗いナデ。 白色

器高 4. 3 気味にのびる。 底部は丸底。
ロ径 (12. 6) ロ縁部は体部と の境に稜を持 ロ縁部内外面 ヨ コナデ。 体部 片岩 ・ チャー ト ロ 縁 部 ～ 体 部

2 士不 底径 って内傾する。 外面ケズリ 、 内面ナデ。 外ー赤褐色 片。 上層。
器高 残 3. 0 内一明赤褐色
ロ径 (12. 4) ロ縁部は体部と の境に稜を持 ロ縁認内外面 ヨ ニナデ。 ｛本部 黒色粒 ・ 褐色粒 1／出 内 外 面 摩

3 坪 底径 っ て 直立 す る。 体部 は 戊 く 、 外面グズリ 、 内面ナデ。 内外ー橙色 耗。 上層。
I甜ロロ両ー (4. 1) 底郎ば丸底。
ロ径 (13. 0) ロ縁部は体部と の境に稜を持 口縁部内外面 ヨ コナデ。 ｛本部 白色粒 ・ 褐色粒 1/4。 内 外 面 摩

4 坪 底径 っ て外傾す る。 体部 は 浅 く 、 外面ケズリ 、 内面箆ナデ。 内外一橙色 耗。 上層。
器高 (4. 1) 底部は丸底。
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図 47 1 号河 川 跡上 層 出 土遺物 ( 2 )

表 1 9 1 号河 川 跡上 層 出 土遺物観察表 （ 2 )

No. 器 種 法量 ( CIII ) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・ 色調 備考

ロ径 (13. 8) ロ縁部は体部と の境に弱い稜 ロ 縁部内外面 ヨ コ ナデ。 体部 白色粒 • 黒色粒 1/5。 内 外 面 摩

5 坪 底径 を持って外傾する。 底部は丸 外面ケズ1) 、 内面箆ナデ。 内外一橙色 耗。 上層。

器高 (4. 9) 底。

ロ径 (12. 2) 浅い体部から、 口縁部は外傾 ロ 縁部内外面 ヨ コ ナデ。 体部 チャー ト ・ 黒色粒 1/5。 内 外 面 摩

6 坪 底径 して立ち上がる。 口縁部内而 外面ケズリ 、 内面ナデ。 内外一明赤褐色 耗。 中層。
益ロ ロ

舌向 残 3. 4 に浅い凹線が巡る。

ロ径 脚柱部は外反 して ［ハ」 字状 脚柱部外面ケズ リ の後上端ヨ 片岩 ・ チャー ト 2/3。 上～中層。

7 高 坪 底径 に広がる。 コナデ、 内面箆ナデ。 内一にぶい黄褐色

器裔 残 34. 9 外ーにぶい褐色

ロ径 脚柱部は筒状を呈し、 脚端部 坪部内外面箆ナデ。 脚柱部外 チャー ト ・ 黒色粒 脚部。 外面 ・ 坪

8 高 坪 底径 8. 4 は短く 広がる。 面ケズ リ の後 ミ ガキ、 内面箆 内外一橙色 部内面に赤彩の

器高 残 10. 2 ナデ。 脚端部内外面ヨ コナデ。 痕跡。 上層。

ロ径 (14. 0) 胴部は中位にわずかな膨らみ ロ 縁部内外面 ヨ コ ナデ。 胴部 角閃石 ・ 赤褐色粒 1/2。 上層。， 小形甕 底径 を持つ。 口 縁部はわずかに外 外面ケズ リ 、 内面箆ナデ。 内一にぶい橙色

器高 残 12. 0 傾する。 外ーにぶい赤褐色
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表 20 1 号河川 跡 上 層 出 土 遺 物観察表 ( 3 )

□: 10 1 □甑 底
戸
径

(
CIII

) I 
形態 ・ 成形手法 の特徴 7 調弊手法 の特徴 胎士 ・ 色調 備考

(20.2) ＇ I月伺部は 中位にわずかな膨 らみ ロ 縁部詞外面 ヨ コ ナデ。 胴部 l]/4。 上～中層。角閃石 ・ チャー ト
ー 企持つ。 口縁部は外傾すろ。 外面ケスリ 、 内面箆ナデ。 外—橙色

11 甕

, 
I 

12 甕

13 甕

1 14 大形甑

15 宰士

I 16 壺

17 壺

18 壺

I 

19 
須

恵器

No. 種 類

20 石
I 

21 石

器高 残 19.1 内一灰褐色
ロ径 17. 0 胴部ほ 下方へ向かっーこ膨 ら み に縁部 内外面 ヨ コ ナデ。 胴部 ）杓五 ・ チャー ト ・ 里色 1/2。 上層。
底径 を持つ。 口 縁部は強 く 外反す外直クズリ の後士端ナデ、 内 粒
器高 残 6. 3 る。 面箆ナデ。 内外ーにぶい赤褐色
ロ径 (18. 0) 胴郊は 中位に最［了蚤 を持つ。 IJ 縁部 内外面 ヨ コ ナデ。 胴郎 チャー ト ・ 黒色粒 1/2。 上～中恩
底匡 ロ縁部は外皮する。 外面ケズリ 、 内面箆ナデ。 内外—i登色
器高 残 10.9
ロ径 (18.4) 刷 部 は 中似こ膨 ら み を 持 ち、 ロ 縁部 内外面 ヨ コナデ。 胴部 片岩 ・ チャー ト ・ 黒色 2／ら。 上層。
底径 (ti. 7) ロ 縁部は外反する。 底部は台 外面ケズ リ 、 下 端部ナデ、 内 粒
石ロ合

ロ存蘭＇一 29. 0 状。 面箆ナデ。 底部内外面ナデ。 内外ーにぶい橙色
ロ径 (21.8) 胴音［；は肛 ら みを持たない。 ロ ロ縁部 内外面 ヨ ニ ナデ。 胴部 片岩 ・ チャー ト ・ 黒色 2/3。 上層。
底径 7.5 縁郎は外傾する。 孔径 7. 0。 外 面 グ ズ リ の悛 下 端 一 部 ナ 粒
器高 30.6 テ、 内面箆ナデ の後 下 端ケヌ、

1内外一橙色
リ 。

ロ 径 (20.8) □霰謡は 外反 し 口 唇部に平坦 口和濯訳］外面ヨコナデ。
底径 血を持つ。 複合口縁。
芥祐1 1 11 舌四 残 5. 0
ロ 径 (20. 0) 口 縁部は 中位に段を有 し ーこ 外 ロ縁部外面 ヨ ニ ナデ、 白面箆
底径 - 1反する。 に 唇叫こ平坦面を持 ナデ。
器高 残 3. 0 つ。
ロ径 (21.8) 
底径
靡叩 声向 残 7. 3
ロ径 (20.4) 
底径
器高 残 23 0 

ロ径 （20.7) 
底径 一

訴高 残 24.6

益ロ" 種

17 縁部は 中位に段を有 して 外 11縁部 内外面ヨ コナデ。
反する。 口 唇部 に平坦面を持
つ。

持つ。 口縁部は 下粒に弱い稜 外面ナデ、 内面箆ナデ。
を持っ て 外反する。 口 唇音I：は
卓坦面を持つ。
爪部は張 り 、 上 ～ 中位 に最大 口 縁部外国櫛歯状工具に よ る
径 を 持つ。 口 縁 部 は 直 W し、1押引文 の後ナデ、 内面回転ナ
上位で外反する。 中位に凹線 デ。 刷部外面平行タ タ キ、 ――
が ］条巡る。 口 唇部に平坦面 部擬格子 タ タ 斗、 内面同心円
を持つ。 の当て具痕 の後サデ。

礼、 量(cm · g ) 
長さ ： 4. 4、 幅 ： 4.0、 厚さ ： 1. 0、 瓜さ ： 24.20。 片岩。
l写真 のみ担載し□写真の1

み
1.9

掲
、

載
幅

。
； 4.5、 厚さ 2.4、 重さ ： 1,6.34。 片岩。

チャー ト ・ 黒色紅 ロ縁郎尻 上）泣。
内外一明歩褐色

白色粒 • 黒色粒 ロ 縁部片。 上～
内一明赤褐己 中層。
外ーにぶい橙色
1
I 内
白

外
色拉 ・ 赤褐色粒 1/3。 上］骨。
外一橙色

2/3。 上～中層。

2/30 上層。

仰考
完形。
上層。
元形。
上層。

表 2 1 1 号河川 跡 下 層 出 土遺物観察表 （ 1 )

No. 器 種

22 ミニテュア

2g 坪

24 坪

法撃 （ cm ) I 形態 ・ 成形手法］特徴 瞑整手法 の特徴 胎土 ・ 色調 備考
I、 1̂径
底径
器高

ロ径
底径
器高
ロ径
底径
翁ロロ百向

5.4 手拝成形。 体部から 口 縁
3. 0 かけて弱い膨ら み を持っ
3.7 ち 上がる。 底部は 上 り 宜。

11. 8 体部か ら 口 饂部にかけて

部に 口 縁部 外面 ヨ コ ナデ の後指頭 角 閃 石 ・ 白 色 粒 ・ 赤 口 縁 部 一 部 欠
て立 痕。 ｛本部外面ナデ、 肉面指ナ 褐色粒 損。 最 下層。

デ， 底部外雨ナデ。 内面指ナ 内外ーにぶい黄橙色
一‘
プ。

内彎 ［」 縁部 内外面 ヨ コ ナデ。 可瑶iIチャー ト ・ 烹色粒 1 11縁部1/2欠損。
でわ 外面ケズ リ 、 内面箆ナデ。 底 内外ーにぶい赤褐色 i叩～ 下層。

詞 ずかに外傾する。 底部は平底 部外面ナデ、 内面箆ナデ。
三ま丸みを持ち、 口 紺臼は1口 縁部 内外面 ヨ コ ナデ 体祁 チャー ト ・ 黒色的 ll/2。 中層。

ー 外反 し て、 短 く 立 ち 上 が る。 外而ナデ、 内面 ヨ コ ナデ。 底 内一黒褐色
5.9 底部且丸底。 輪積 み痕則瞭。 部外雨ケズリ 、 尉面箔ナデ。 外ー暗灰黄色
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図 48 1 号河 川 跡 下 層 出 土遺物 （ 1 )
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図 49 1 号河 川 跡 下 層 出 土遺物 ( 2 )
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表 22 1 号河 川 跡下 層 出 土遺物観察表 （ 2 )
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表 23 1 号河 川 跡 下 層 出 土 遺物観察表 ( 3 )

No. I 器 種

41 

42 I 壺

法量 ( CIll ） 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎士 · 羞疇--
]

― 備考
直径 29. 0 胴部は張 り 、 中位に最大径を 口縁部外面部分的なハケの後 チャー ト ・ 鳥色粒 ・ 赤 1/2。 中層。
底径 ー 持つ。 口縁部け外傾し、 上位 ヨ コ ナデ、 内面 ヨ コ ナデ。 嗚 褐色拉
器高 残 26. 5 で直立する。 部外面ハケの役箆ナデ、 内面 内一赤褐色

笠ナデの後下位ケズリ。 外ーにぶい橙色
目径 （16. 0) 胴部は張 り 、 中位に最大径を 口 縁部四外面 ヨ コナデ。 胴部 白色粒 1／因 下麗

1!F各 残 25 0 1:わっ二言：言 し、 上

：□：
ナデ。

：］二
‘

、ロロ

下 □ 2 

ロ こ□
—

」

: \ 5

` 

ロ ニ

□三=- 1/" 9 □ 
1 1  

＼二三／ ー

□ 
1

一＼ ＼ 口
1 3 1 5 

5回• 1 : 2 

O 1 0cm 

� 1 : 4  
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図 50 E 地 点 2 号河川 跡 上 層 出 土 遺 物
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表 24 E 地 点 2 号河川 跡上 層 出 土遺物蜆察表 （ 1 )

No. 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

No. 

17 

器 種 法量 ( cm ) I 
ロ径
戯径

商ロロ ム口 1器高

ロ径
小 形 底径
丸底壺 器高

ロ径
坪 底径

器高
ロ径

坪 底径
I I! ロ傘ロ

9-晶

坪 底
ロ径

径
寄ロロ ー高
ロ径

坪 底径
甜叩吉向

ロ径
坪 底径

器賽
ロ径

坪 底径
器高
ロ径

訃 底径
器高
ロ径

坪 底径
器高
ロ径

高 坪 底径
器高
ロ径

甑 底径窄9Jロ ー

蘭
←· 

ロ径
甕 底径

器高
ロ径

須恵器 底怪
甕 器高

須恵器
ロ径

甕 底径
器高
上径

7. 8 

残 4. 4

(7. 9) 

残 6. 6

(12. 4) 
3. 2 
4. 3 

(13. 0) 

残 2. 9
(14. 0) 

残 3. 3
(13 0) 

4. 0 
(13. 0) 

残 4. 4
(12. 0) 

残 4. 2
(13. 0) 

残 3. 3
(13 0) 

5 . 8  

(15. 0) 
残 6. 2

(6. 8) 
残 3. 8
(22. 8) 

残 8. 6

3. 6 

形態 ・ 成形手法の特徴 凋整手法の特徴
器受部は直線的に外傾 し、 ロ 口唇部外而木口状工具による
唇部に平坦面を持つ。 脚部中 列点状の刺突文。 照受部内外
位に円孔を 3 ヵ所穿つ。 孔径 面ミガキ。 脚部外面ミガキの
(0. 9) 。 後接合部ナデ、 内面箆ナデ。
胴部は中位に膨 ら み を持つ。 ＇ ロ縁部外面ケズリ の後上端ヨ
ロ縁部は外傾 し、 上位で内彎 コ ナデ、 内面 ヨ コ ナデ。 ］伺部
気味に立ち上がる。 外面ケズリ の後上位ナデ、 内

面ナデ。
膨 ら み を 持 た な い ｛本部 か ら、 ロ縁部内外面 ヨ コ ナデ。 体部
ロ縁部は直立する。 底部は上 外而上半ナデ ・ 下半 ケ ズ リ 、
け底。 内面箆ナデ。 底部外面ナラ口
ロ縁部は体部 と の境に稜を特 ロ縁部内外面 ヨ コナデ。 、（本部
って内傾する。 体部は浅いり 外而ケズリ 、 内面箆ナデ。

ロ縁部は体部 と の境に稜を持 ロ 縁部内外面 ヨ コナデし 体部
ち、 強く反って内傾する。 外面ケズリ 、 内面ナデn

ロ縁部は体部 と の境に陵を持 ロ縁如内外面 ヨ コ ナデ。 体部
って外反する。 底部よ丸底。 外面ケズリ 、 内面ナデ。 底部

外面ケズ1J 。
ロ縁部は体部 と の境に稜を持 ロ縁部尻外南 ヨ コナデ。 体部
って外傾ずる。 外面ケズリ 、 内面ナデ3

ロ縁部は体部 と の境に稜を持 I7縁部内外面 ヨ コ ナデ。 ｛本部
って外反する。 外面ケズリ 、 内面ナデ。

ロ縁部は体部 と の境に稜を持 ロ縁部内外面 ヨ コ ナデ。 ｛本部
っ て、 彎 曲 気 味 に 外傾 す る。 1内外面箆ナデ心

中位に浅い凹線が巡る。
丸みを帯びる体部から、 口縁 ロ縁郡内外面ヨ コナデ。 体部
郎は内彎する。 底部よ丸底 内外立ナデ。

脚柱部 と閲端部 と の境に段差 脚柱部外面ケズリ 、 内面ナデ。
を持つ。 脚端部内外面ヨ コナデ。

胴 部 は 上 方 に 開 く。 孔 径 胴部外面ケズリ 、 内面箆ナデ ・
(6. 0)。 ド端ケズリ 。

ロ縁部は内傾気味に立ち上が ロ縁部内外面 ヨ コ ナデ。 胴部
り 、 上位で外反するの ケズ1J 、 尉面箆ナデ。

ロク ロ成形。 胴部外面櫛歯状工具による波
状文、 内面回転ナデ。

タタキ成形。 胴部外面平行タ タ キの後カ キ
メ、 肉可同心円0)当て具痕。

閂筒状。 下面か ら 半ば主 で孔 外面ケズ リ の後ナデ、 内而絞
が穿たれる。 孔径最大値 2. 3 り 目。土製支脚

器
下径

高 残 11. l , X 1. 8。
歪重 類 器 種 法 量 ( cm · g )

長さ ． 4. 7、 幅 ： 1. 6、 孔径 ： 0. 5、 重さ ： 8. 39。
土製品 士 錘 胎土 ： 片岩 ・ 白色粒。 色調 ： 灰褐色。
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I 

胎土 ・ 色調 備考
テャー ト 1/20 上層。
内一灰褐色
外一褐灰色

片岩 ・ 白色泣 1/5。 上～中屑
内外ー黒褐色

チャー ト ・ 黒色粒 2/3。 上層。
内一にぶい橙色
外ーにぶい黄橙色
白色粒 ・ 黒色粒 ロ 縁 部 ～ 休 蔀
内ーにぶい赤褐色 片。 上層。
外一灰褐色
片岩 ・ チャー ト ・ 黒色 ロ 縁 音〖 ～ 体 部
絞 片。 上層。
内外一灰黄褐色
白色拉 ・ 赤褐色拉 1/2。 上層。

I 門一灰褐色
外一灰黄褐色
チャー ト 1/5。 口 縁 部 内
内ーにぶい赤褐色 面 に 煤 付 着。
外一明赤褐己 上層。
白色粒 1/3。 内 外 面 摩
内外一橙巳 耗。 一打Q

チャー ト ・ 黒色粒 ロ 縁 祁 ～ 体 部
内一にぶい黄褐色 片。 上層。
外ーにぶい黄橙色
黒色拉 2/3。 内外面摩
17'J外一橙色 耗。 上～中層。 i

片岩 ・ チャー ト ・ 角 閃 1/4。 外 面 に 粘
石 土付着。 上層。
内外ーにぶい赤褐色
片岩 · チャー ト ・ 角閃 1/4。 上層
石
内外一橙色
角閃石 ・ チャー ト 1/5。 上層。
内外ーにぶい赤杞色

白色粒 頸音リ片。 上暦。
内一灰色
外ー黄灰色
白色粒 肩部片。 上～中
内外一灰色 層。

片岩 ・ チャー ト 下端部欠失。 上
内ーにぶい赤褐色 面に粘土付着。
外一橙色 上層。

備考
完形。
上層。



表 25 E 地点 2 号河川 跡上 層 出 土遺物観察表 ( 2 )

No. 種 類 器 種 迭 量 ( Clll • g ) 備考

土製品 土 錘 長さ ： 5. 5、 幅 ： 1. 5、 孔径 ： 0. 45、 重さ ． 10. 15。 完形318 胎土 ： 片岩 ・ チャー ト。 色調 ： 橙色。 士層。

土製品 土 錘 長さ ： 6. 2、 幅 ： 1. 9、 孔径 ： 0. 45、 重さ ： 19. 41。 端部欠損。19 胎上 ： 片岩 ・ 白色粒。 色冑 • にぶい褐色。 上層。： 

20 土製品 土 錘 長さ ： 6. 5、 幅 ： l. 6、 孔枠 ． 0 5、 重さ ： 14. 35。 完形。
胎土 ： 片岩 ・ 白色粒。 色調 ： 明赤褐色。 f層。

21 上製品 土 錘 長さ ： 7, 9、 幅 ： 1. 5、 孔径 ： 0. 4、 重さ ： 15. 72。 完形。
胎土 ： 片岩 ・ チャー ト。 色調 ： 橙色。 上層。

22 石 長さ ： 10. 7、 幅 ： 4. 5、 厚さ ： 3. 4、 重さ ： 246. 08。 輝石安畠岩。 完形。
写真の入掲載。 上～中層。

23 石 長さ ： ll. 4、 幅 ： 5. 2、 厚さ ： 4. 0、 重さ ： 363. 120 騨石安1 1」岩。 完形。
I ： 上～中層。写真のみ掲載。

24 石 長さ ： 17. 1、 幅 ： 7. 3、 厚さ ： 6. 9、 重さ ： 1159. 28。 チャー ト。 完形。
I 写真のみ掲載。 上～中層。

表 26 E 地 点 2 号 河 川 跡 下 層 出 土遺物観察表 （ 1 )

No. 器 種 法鼠 ( Clll ) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・ 色胴 伽考
ロ径 6. 5 手担成形。 口縁部は整ってい 外面指ナデ、 下半ケズリ 、 Jtt チャー ト ・ 黒色粒 ・ 暗 ロ縁部一部欠

25 ミ ニチュア 底径 3. 0 ない。 底部は厚く 平底。 部ナデ。 内而指プデ。 赤褐色粒 損。 下恩
器直 4. 6 内外ーにぶい黄橙色
己径 (7. 0) 手捏成形。 口縁部は整ってい 外面ナデ、 下半ケズリ 、 ）丘部 角閃石 ・ チャー ト ・ 暗 1/1。 下層。

26 ミ ニチュア 底径 (3. 1) ない。 底間は厚く 平底。 ナデ。 杓面指ナデ。 赤褐色粒
器布 4. 4 内外ーにふい黄橙色
ロ径 (7. 4) 体部は膨らみを持つ。 底部は 外面ナデ、 底部木葉痕、 内面 白色粒 ・ 黒色粒 2/3" 下層。

27 ミ ニチュア 底径 3. 3 平底。 ナデ。 内一灰褐色
益ロロ ー

国
芦 3 .2  外一褐色

ロ径 (13. 2) 体品は膨らみを持ち、 口縁部 ロ縁部内外面ヨ ユナデ。 体部 角閃石 ・ 白色粒 1/3。 下層
28 坪 底径 は短く 外傾する。 J氏詞は丸底。 杓外面箆ナデ。 防］外一橙色

器高 6. 4 
ロ径 胴部は張り 、 中位に最大径を ロ縁部内外面ヨ コナデ。 胴部 角閃石 ・ チャー ト ・ 赤 1/3。 内外面摩

29 小 形 底径 持つ。 底部は丸底。 内外血ナデ。 底部内外面ナデ。 褐色粒 耗。 中～下層。丸底壺 器高 残 6. 6 内外一明赤褐色
口径� 脚部は外反して開 く 。 上位に 脚部外面ハケの後ナデ、 内面 チャー ト ・ 黒色拉 1/4。 一括。 ， 

30 甜ロロ 4ロ—ヽ 底径 (11. 6) 円孔を穿つ。 孔径 （1. 1) 。 ケズリ 。 内外ーにぶい黄橙色
器高 残 4. 2
I― l径 脚端部は湾曲気味に開き、 ロ 脚端部内外面ヨ コナデ。 チャー ト ・ 黒色粒 脚部片。 一括。

31 高 坪 底径 (16. 0) 孔を穿つ。 孔径 0. 90 内外ーにぶい橙色
名ロロ由ー蘭 残 2. 7
ロ 径 脚柱部は下方へ開 く 。 脚端部 坪部内外面ナデ。 脚柱部外面 チャー ト ・ 黒色拉 ロ縁部欠失。 下

32 高 奸 底径 (11. 4) は外反して広がる。 ナデ、 肉面絞り 目。 脚端部内 白ーにぶい橙色 屑。
器高 残 8. 3 外面ヨ コナデ。 外一橙色
ロ径 坪部は口縁部との境に稜を持 坪部外面箆ナフ］ 脚柱部内外 チャー ト ・ 黒色粒 1/2。 坪部内面

33 高 坪 底径 つ。 脚柱祁は上～中位に膨ら 面ナデ。 脚端部内外面ヨ コナ 内外一明那褐色 摩耗。 下層。
益ロロ声IRJ 残 8. 0 みを持ち、 脚端部は広がる。 フ―ニ̀。 I 

ロ径 脚柱部は中～下位に膨ら五を 脚柱部外面ナデ、 内面指ナデ。 白色粒 4/5。 脚柱部外
31 高 坪 底径 持つ。 内一渇色 面摩耗。 中～下

器高 残 9. 4 外一明赤褐色 層。
ロ径 脚柱部は中位にわずかな膨ら 脚柱部外面ナデ、 内面上位絞 白色拉 4/5。 脚杜絡外

35 高 坪 底径 みを持つ。 中位に円孔が 2 ヵ り 日 ・ 中位箆ナデ ・ 下位ヨ コナ 円ーにぶい赤褐色 面摩耗。 下層。
寄皿 吉向 残 7. 8 所穿た訊る。 孔径 1. 9。 プしーベ。 外一朋赤褐色
ロ径 直線的な脚柱部。 脚柱部外面ケズリ の後 •部ナ 片岩 ・ チャー ト ・ 黒色 2/30 下層。

36 高 坪 鳳径 デ、 内面絞り 目 の後ナデ。 闘 粒
器高 残 10. 5 端部内外面ヨ コナデ。 内外一褐色
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表 27 E 地点 2 号 河川 跡下 層 出 土遺物観察表 ( 2 )

ど」竺 種

I 

37 ] 高 坪

｛ 

3$ 

法量 ( CIII ) 形態 ・ 成形手江の特徴 調幣手法の特街 胎土 ・ 色調
ロ径 ー 脚柱部は中実 脚端節は外反 脚狂部外面ナデ。 脚端部四外 チャー ト ・ 白色拉
底径 （8. 4) して広；げる。 面 ヨ コナデ。 内外ーにぶい橙色

残 5. 8
(12. 0) 胴部は上位に膨らみ臼持つ。 口縁部内外国ゴ コナデ。一三□ャー ト ・ 里色拉

5. 8 口縁部は内彎して立ち上が り 、 外而十ラ、 内面箆ナデ。 庇詞 内一 にぶい褐色
14. 9 上端部は整わない 底部は平 内外面ナデ。 外一灰褐色

底。

器高
ロ径
底径

小形甕 I器高

備考
2/3。 嗣
耗。 下層。

1/3。 中層。

� 
3 ， 

40 

41 

翡

甕

ロ径
底径
器高
ロ径
瓜径
犀
ロ径
底径
器高

(15. 2) 口縁部且強く 外反する。 口唇 口縁部内外団ヨコナデ。 胴部 チャー ト ・ 黒色粒 11/4。 内面摩耗。
一 部は平坦面を持つ。 胴部は弘 外面ハケの径ナデ、 内面ナデ。 内一叫赤褐色 ―ず舌。

残 6. 2 Iる 。 外ーにぶい橙色

甕

二：言：
。

立：ロ ニ：

ノ

面::
0

:ー
コ
音［

「

三□：： 口！伺部

残

i： 口部は士方へ開き 底部ま十 lロロニ三閃石-{d言摩
耗

ロ径
42 I 壺 I底径

ロ縁部内外面ヨ コナデ、 外面 チャー ト ・ ］は色粒 I口縁部月。 中層。
にオ奉状浮文を貼付。 内外ー赤褐色

ロ ロ ・9 -
益贔

43 證

44 壺

ロ径
底怪
器高
ロ箆
底径
器高

(17. 8) 口縁部は外反し、 口唇部に平 n縁部内外面ヨ コナデ。 口唇 チャー ト ・ 白色粒
ー 坦面を持つ。 部外面木口状工具による刺突 円外一明赤褐色

残 2. 5
_ 1二重言縁。

残 3. 3

文か。
ロ 縁部内外面 ヨ三ナデ。 隆帯 チャー ト ・ 、ア色粒
剖櫛歯状工具によ る刺突文。 内一橙色

外ー にぶい橙色

日縁部片。 内外
而摩耗。 下鳳

ロ縁部片で 佐外
面 厚 耗。 外 面
に 赤 彩 の 痕跡。
中層。

ロ径
45 I 壺 1底径

器高

ー ロ縁部は外反する。 謳部外面 1位 ヨ コナデ ・ 日黒色筐 ・ 白色 粒 ・ 赤i1／：文 中～下層。

ロ径
16 I 甕 I底径

ロ ロ 舌
、茄 1口J

ロ径
47 I 甕 i底径

ロ ロ 声
益向

ロ径
48 I 壺 I底径

器高

位ハケの後ナデ、 内面 ヨ コ ナ 褐色粒
残 4. 0 デ。 胴部内外面昆ナデ。 内外ーにぶい橙色

21. 4 ロ縁部は外反する 胴部は膨 口 紗部内外面 ヨ コナデ。 胴部 角 閃 石 ・ 白 色 粒 ・ 茶 1/2。 口 縁 部 煤
ー らみを持つ。 外図ナデ、 内面箆ナデ。 褐色粒 付 着。 内 外 面

残 15. 0 内外一明赤褐色 摩耗。 下）犀
(31. 6） 口縁部且外反する。 胴部は膨 口 縁部内外面 ヨ コナデ。 胴部 角閃石 ・ 茶褐色拉 1/4。 外面摩耗。

ー らみを持つ。 外面ナデ、 内面箆ナデ ・ 指抑 内一黒褐色 下暦。
残 10. 2 さえ。 外ー にぶい橙色

(18. 0) 口 縁部 は外反する。 折 り 返 し 口 紅部外而上位無節R縄文 ・ チャー ト ・ 茶祝色粒
ー ロ縁， 下位ナテ、 内面ナデ。 内ー にぶい橙色

残 5. 6
l l 

ロ径
49 1

弥生土器
1
底径

壺 器高
「薩

弥生土榊50 1 士 底径
宙 ，9 9 9 声

1布戸l

外ー にふい黄橙色
：口部外面I「第縄又、 内面ナ

I
□三：言色粒

1外ーにぶい赤褐色
：

。
部外面単節縄文、 内面箆ナI:]:L ・ 止色粒

外一灰黄褐色

ロ縁部片。 休］外
面 に 赤 彩 の 痕
跡。 ド層。
ロ縁部片。 下層。

胴部片う 中～下
層。

表 28 E 地点 2 号 河 ） i i 跡 内 土坑 出 土遺物観察表 （ 1 )

No. 器 種 法量 ( cm ) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎上 ・ 色調 備考
ロ径 胴郎It張 り 、 中位に虻人径を 胴部外面上半ナデ ・ 下半～底 白色粒 ！ 口縁部欠失」

召］ 小 形 底径 持つ。 底部は丸底。 部木□以丁具ナデ、 内面上位 内外ーにぶい黄橙色
丸底壺 器高 残 5. 9 ヨ コナデ ・ 中～下位指ナテ。

l -

ロ径 脚柱部は 「ハ」 字状に開き、 脚柱部外而箆ナデ、 内面ハケ 片岩 ・ チャー ト ・ 黒色 3/4。

口
高 坪 底砦径

高
(13. 0) 脚端部1士外反気味に短く 広か の後ナデ。 ！即喘部内外面ヨ コ 粒

残 6. 2 ろ， ナデ。 内外一位色

- 53 -
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図 52 E 地点 2 号 河川 跡 内 土 坑 出 土遺物

表 29 E 地点 2 号河川 跡 内 土 坑 出 土遺物観察表 ( 2 )

No. 器 種 法量 ( cm ) 形態 ・ 成形手法の特虚 調整手法の特徴 胎土 ・ 色調 備考

ロ径 ロ縁部は直線的に開く 。 脚柱 坪部内外伽臨ナデ。 脚柱部外 化閃石 ・ 赤褐色粒 ロ縁 ・ 脚端部欠

53 高 坪 底径 音〖は外反して開き、 中位に円 面箆ナデ、 内而箆ナデの後ヨ 内一黒色 失。

器：高 残 9. 0 孔を 3 ヵ所穿つ。 孔径 1. 2。 コナデ。 外一橙色

ロ径 11. 3 胴剖は中位に腔らみを持ち、 ロ縁部人］外面ヨコナデ。 胴部 チャー ト 4/5。 外面黒斑。

54 小叩甕 底径 4. 0 ロ縁部は外領ずる。 底部は平 内外面箆ナデ。 底部内外面ナ 内外一明赤褐色

器高 12. 4 底。 プ。
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表 30 E 地 点 2 号河川 跡 内 土 坑 出 土遺物蜆察表 ( 3 )

No. 器 種 法量 ( cm )
に径 (15. 4) 

55 甕 底径
器高 残 11. 2
ロ径 (14. 0) 

56 台付甕 底径
齊
ロ ロ

ー晶ょー 残 7. 6
ロ径 (18. 0) 

57 台付甕 底径
器高 残 11. 5
ロ径 (17. 4) 

58 台付甕 底径， 器高 残 5. 6
日 径

59 台｛寸甕 底径 (9. 1) 
器高 残 6. 2
ロ径

60 台付甕 底径 11. 0 
器高 残 6. 8
ロ 径

61 甕 底径 4. 5 
器高 残 4. 1
ロ 径 11. 6

62 壺 底径
器高 残 9. 0
ロ径 (14. 8)

63 壺 底径
器高 残 6. 1
ロ 径 16. 2

64 宰手 底径
石霞U LJ -晶 残 12. 3
ロ径 18. 7

tふ 壺 底径
益ロ ロ 吉戸 残 6. 3

形態 ・ 成形手法の特徴
胴 部 は 中位に膨 ら み を持つ。
ロ 縁部は外反 し、 口 唇郡に平
坦配を持つ。
胴 部 は 中位に彩 ら み を持つ。
ロ縁部はS字状を□す。

胴部は中位に膨 ら み を持つ。
ロ縁部はS字状を呈す。

胴祁は張 り 、 口 縁部は S 字状
を呈す。

台部は内彎する。

台部は 「ハ」 字状に開く 。

胴部は上方へ大き く 関 き、 底
部は上げ底。

胴部は膨ら み、 口 縁部は直線
的に外傾する。

ロ 縁部は外反 し、 口 冒部は平
坦面を持つ。

ロ 縁部は外反 し、 中位に段を
持つ。 胴部は張る。

ロ 縁部は直立 し、 1位で外反
する。 複合口縁。

調整手法の特徴 胎土 ・ 色調
ロ縁部外面ハケの後

外
ョ コ

面
ナ
ハ

デ
ケ

、 1チ
内一

ャー ト
内面 ヨ コナデ。 胴部 灰黄色
の径一部ナデ、 内而箆ナデ。 外一灰黄褐色
ロ縁部勺外面 ヨ コナデ。 胴部 チャー ト
外面ハケ ・ 肩部横線、 内面箆 内ーにぶい黄橙色

9ナデ。 外一灰黄褐色
ロ 縁部内外面 ヨ コ ナデ。 屑部 チャー ト ・ 褐色粒
外面ハケの後ナデ、 内面箆ナ 内一灰黄色
プ一‘。 外一灰黄褐色
ロ 縁部内外而 ヨ コ ナデ。 胴昂 チャー ト
外面ハケの後ナデ、 内面箆ナ 内一灰黄色
プ―`。 外一灰黄褐色
台音砂外面ハケの後ナデ、 内面 チャー ト ・ 黒色粒
ナデ。 内外ー赤色

台部外面ハケの後ナデ ・ 下位 チャー ト ・ 黒色粒
ョ コナデ、 内面ナデの後下位 内一黒色
ヨ コナデ。 外ーにぶい橙色
刷部外面ハケの後ナデ、 内面 片岩 ・ チャー ト
ナデ。 底部内外面ナデ。 内外ーにぶい員橙色

ロ 縁部外面 ミ ガキ、 内 面 ヨ コ チャー ト ・ 黒色粒
ナデ。 胴部上位外面箆ナデ、 内外ーにぶい1登色
内百ナデ。
ロ 縁部内外面ヨ コナデ。 胴部 チャー ト ・ 白色粒
白外面ナデ。 内一明赤褐色

外一橙色
ロ 縁部内外面 ヨ コナデ。 胴部 チャー ト
内外面ナデ。 内一黒褐色

外一橙色
ロ 縁部外直ナデの後ハケ ・ 上 片告 ・ チャー ト ・ 黒色
半箆状工具に よ る斜文、 内面 粒
上半ミガキ ・ 下半ナデ。 内外一褐色

表 3 1 F 地 点 2 号河川 跡上 層 出 土遺物観察表

No. 器 種 法量 ( cm ) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手f去の特徴 胎士 ・ 色調
目径 (12. 6) ロ縁部は体部 と の境にわずか口 縁部内外面 ヨ コ ナデ。 体部 臼色粒
瓜径 な稜を持ち、 内彎気味に開 く 。 外面ケズリ 、 内而ナデ。 内外一橙色

坪 器高 (3. 6) 外面上端に浅い凹線が巡ろ。
体部は浅い。

口怪 (11. 2) ロ 縁部はイ本部 と の境に稜を持 ロ縁部内外面 ヨ コ ナデ。 ｛本部 角閃石 ・ チャー ト
2 坪 底斧 ち、 外反 し て立ち卜が る。 底 外面ケズリ 、 内面ナデ。 内外一澄色

齊ロロ吉向 (4. 0) 部は丸底。

備考
1/2。 外 面煤付
着。

ロ 縁 部 ～ 胴 部
片。

1/3。
i 

1/3。

1/2。

2/3。 底 部 1対 面
煤付着

1/5。 内面摩耗。

2/3。

ロ縁閲片。 内外
面摩耗。

2/3。 内 外 面摩
耗。

1/6。 内 外 面 摩
耗。

備考
1/4。 一括。

1/2。 内 外向磨
耗。 一括。

い径 脚柱蔀は中位にわずかな膨ら 坪部内面ナデ。 脚柱部外面ナ 角 閃 石 ・ 白 色粒 ・ 暗 2/3。 外面摩耗。
3 高 士イ、 謳径

器高 残 10. 2
ロ径

4 須恵器 底径
腿 照高 残 3. 7

みを持ち、 下方へ開く。

体部は膨らみを持ち、 中位に
円孔を穿つ。 孔径 （1. 5)。

テ、 内面箆ナデ。

内外而回転ナデ。 胴部外面横
位枕線の区画内に、 櫛歯状工
具による刺突文。
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赤褐色粒 上層。
内外—i登色
白色粒 胴部片。 上層。
内外一灰色
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図 54 F 地 点 2 号河川 跡 下 層 出 土 遺 物

表 32 F 地 点 2 号河川 跡下 層 出 土遺物観察表 （ 1 )

No. 器 種 法量 ( cm ) 形態 ・ 成形手法の時徴 調整手怯の特徴 胎上 ・ 色調 備考
f-1荏 (8. 0) 上位に肱ら入を持つ体部から、 に縁部内外面 ヨ コ ナデ。 体部 白色粒 |1/3。 下層。

塊 底径 ロ縁躙ま知く 外反する。 内外面箆ナデ。 内外ーにぶい赤褐色
器高 残 5. 8

： ！ 

i 6 l，隣底
口径径

高

(8. 4) 体部中位に膨らみを持ち、 ロ ロ 縁部内外面 ヨ コナデ。 体部 凸 英 ・ 黒 色 粒 ・ 白 色 1/5。 下層
縁部は外反する。 外面ケズリ の後上位 ヨ コ ナデ、

残 6. 1 内面ナデ。 内外ーにぶい赤掲色
- -
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表 3 3 F 地 点 2 号 河 川 跡 下 層 出 土 遺物観察 表 ( 2 )

3 遺構外 出 土遺物 （ 脳 55 、 表 34 ／ 写 真 図 版 26)

遺構確認 時 に 出 土 し た 遺物 に つ い て 掲載す る 。 今 回 の 調 査 で は縄紋土器 は確認 さ れ な か っ た 。 弥生

- 5 7 -



土筈は、 吉 ヶ 谷式系 の甕片 （ 1 ) がある。 古墳時代は前期～後期まで確認され、 士師器、 徳恵器、 土

製 品 が出土していろ。 士 師器は器台、 高坪、 S 字状 口 縁台付甕、 二重 口 縁壺、 甑、 甕、 台付甕 (2~

13 ) が、 須恵器は噂型聰、 甕 (14 • 1 5 ) が、 土製 品 は土錘 （1 6 ) が見られる。 石器は、 F 地点で山 石

(17 ) が1 点出土していろ。

92 ）ー： 3

二 戸霞＝：
1 0 

"II西珂I可II I HI\
l \\"i \\\9\ \ \ 
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図 55 遺構外 出 土遺物
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表 34 遺構外 出 土 遺物観察表

No. 器 種 法量 ( CID ) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法(1)特徴 胎土 ・ 色調 備考 ! 

ロ径 ロ縁部外面単節縄文、 内而箆 チャー ト ・ 褐色粒 ロ縁認片。 E 地
1 弥生上器 底径 ナデ。 内ーにぶい黄褐色 9 占99ヽo

事」可J 袈：高 外ーにぶい黄橙色
l ]径 (5. 7) 器受邪は逆 「ハ」 字状に開く 。 器受隅外面上位ヨ コナデ ・ 中 チャー ト ・ 角閃石 2/3。 E地点。
底径 口唇部は平均面を持ち、 上方 ～下位 ミ ガキ、 内面 ヨ コ ナデ。 内外ーにぶい赤褐色2 器 台 益ロロー晶 残 3. 9 へつまみ上げる。 脚部に孔あ 脚部外面ミ ガキ、 内面ナデ。

り 。
ロ径 ― |『訂柱部は開き、 脚端部に円孔 脚柱部内外面ナデ。 脚端部内 チャー ト ・ 黒色粒 ・ 褐 2/3。 内 外河摩

3 高 坪 瓜径 ー を穿つ。 子L径 (0. 6)。 外面ヨ コナデ。 色粒 耗。 E地点。
器高 残 4. 9 内外一橙
ロ径 (17. 6) ロ縁部は坪部 と の境にわずか ロ縁部外面 ヨ コナデ、 内面箆 チャー ト ・ 角 閃石 · 茶 2/3。 E池点。

高 坪
底径 (11. 2) な 稜 を 持 ち、 直線 的 に 開 く 。 ナデ。 坪部外面ナデ、 内面箆 褐色粒
器高 12. s I脚往部は下方へやや開き、 脚 ナデ 脚柱部内外面ナデ。 卿 内ーにぶい褐色

端部は外皮気味に広がる。 端部内外面ヨ コナデ。 外一褐色
ロ径 18. 4 目縁部は坪部 と の境にわずか ロ縁部内外面 ヨ ユナデ。 休部 片塩 ・ チャー ト ・ 角閃 2/3。 E地点。

5 高 坪 底径 な稜を持ち、 直線的に閃く 。 内外面ナデ。 脚柱部外面ナデ、 石
器高 残 10. 2 1内面絞 り 目。 内外ー赤渇色
ロ径 脚柱部は中～下位に膨らみを 脚柱郊外面ナデ、 内面絞 り 且 白 色 粒 ・ 黒色絞 ・ 赤 2/3。 E地点。

6 高 坪 底径 13. 8 持ち、 裾部1ま外反気味に広が 脚端部内外面ヨ コナデ。 褐色粒
器高 残 8. 4 る。 内外ーにぶい赤褐色

7 I 高 坪
ロ径 (12. 0) ロ縁部は坪部ど の境に稜を持 ロ 縁部内外面 ヨ コ ナデ。 坪部 白色粒 ・ 茶褐色粒 2/3。 じ地点。
底径 ち、 外反気味に直立する。 内外面箆ナデ。 内外一明赤褐色

� 寄n 口 吉向 残 5. 9
ロ径 胴部は直線的に開く。 底部1ま 胴部外面ケズリ 、 内面箆ナデ。 チャー ト ・ 黒色粒 2/3。 外面摩耗。

8 小形甑 底径 5. 0 厚く 、 単孔。 孔径 3. 0。 底部外百ケズリ。 内一赤褐色 E地点。
器高 残 7. 1 外一橙色
ロ径 (14. 4) ロ縁部は強 く 外反すろ。 胴部 ロ 縁部外西 ヨ コナデ、 内而ハ チャー ト ・ 褐色粒 1/3。 E地点。

9 台付甕 底径 は中位に最大径を持つ。 ケの後 ヨ コナデ。 胴部外面ハ 内ーにぶい赤褐色
器高 残 10. 3 ケ、 内面箆ナデ。 外ー赤褐色
ロ径 台部は 「ハ」 字状に開く 。 台部外面ナデの後ハケ、 内面 チャー ト ・ 褐色拉 台部 ］／4。 内外

10 台付甕 底径 ナデ。 内一にぶい橙色 面摩耗。 F地気
症ロロ舌回 残 2. 0 外ーにぶい赤褐色
ロ径 (21. 6) 目 縁部は外反する。 口 唇部は ロ縁部内外而 ヨ コ ナテの 後 ミ チャー ト ・ 赤褐色粒 ロ縁部片。 E 地

11 幸一 底径 平坦面を持ち、 上方につまみ ガキ。 口 唇部外面櫛歯状工具 内ーにぶい橙色 点。
器高 残 2. 1 上げる。 二重口縁。 による列点状の刺突文。 外一明褐色
ロ径 台部は 「ハ」 字状に開く 。 胴部外面ケ ズ リ、 内 面 ナ デ。 白 色 粒 ・ 黒色粒 ・ 茶 1/3。 内 外 而 磨

12 台付甕 底径 (10. 8) 台部外面ヨ コナデ、 内面箆ナ 褐色粒 耗。 F地点。
器高 殊 6. 6 デ ・ 下端ヨ ユナデ。 内外一明赤褐色
ロ径 (14. 0) ロ縁部は刷部 と の境に弱い段 ロ縁部内外面 ヨ コナデ。 胴部 チャー ト ・ 黒色粒 ・ 茶 1/2。 内 外 面 摩
底径 1. 2 Iを持ち、 外反する。 胴部は中 外面ケズリ の後箆ナデ、 内面 褐色粒 耗。 E地点。13 小形甕 器高 15. 2 ～下位にわずかな膨らみを持 箆ナデ。 底部外面ケズリ。 休］外一明赤褐色

つ。
姐恵器 ロ径 内外面回転ナデ。 外面櫛歯状 白色粒 小片。 E地点。

1 4 樽 型 底径 工具による波状文。 内外一灰色
臆 器高

ロ径 1l外文
ナデ

而疇

。

樟歯2状条上廻具
る

に よ る 波状 チャー ト ロ縁部片。 E 地
15 須恵器 底径 。 内面回転 内外一灰色 J 占9 9ヽo

甕 器高
No. 種 類 器 種 I 法 量 ( cm · g ) 備考

16 上製品 土 錘 残長 ： 5. 7、 幅 ・ 1. 4、 厚さ ： 0. 5、 残重 ： 10. 04。 端祁欠損。
胎土 ： 白色粒。 色調 ： 概色。 E地点。

17 石 器 凹 石 長さ ： 9. 5、 幅 ： 7 1、 厚さ ： 3. 5、 重さ ： 160. 82。 角閃石安山岩。 一部欠損。
磨面あ り。 F地点。
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V 自 然科学分析

河 川 跡堆積物 中 の 珪 藻 化 石 群 集 藤 根 久 （ パ レ オ・ラ ホ）

l . は じ め に

珪藻は、 10~500 ,u mほ どの珪酸質殻を持 つ単細胞 藻類 で、 殻の形や こ れに刻 まれた模様な ど か

ら多く 0) 吐藻種が調べられ、 現生の生態から特定環 境を指漂する耳藻種 群 バ設定されている （ 小杉、

1988 ; 安藤、 199 0 )。 一般 的に、 珪 藻の生育域は海水域から淡水域まで広範囲に及 び、 中にほ河川や

沼地な との水成環境以外 (/) 陸地において も わずか心水分が供給さ九るジ メ ジ メ とした陸域環境、 例 え

ば ニ ケ の表面や湿った岩石の表面な ど で生育する珪藻種 （ 陸生珪藻） も知 られている。 こうした珪藻

種あるいは珪藻群集の性質を利用して、 堆潰物中(})珪藻化石群集の解析から、 過 去 の堆租功の堆精震

境について知る こ とができ る。

JI|越 日 遺跡の調査では、五領式期～ 鬼高式期 （ 古墳前期～後期） の遺物を含 む訂）1|跡が検出され た。

こ こ では、 河）1 |跡堆積物中の珪藻化石群集を調べ、 堆積物の堆積環境について検討した。

2 . 試料の処理方法

試料は、 E 地点、1 号詞）I / 跡① が2 層 準、 E 地双、 2 局詞）1|跡②が4 層 準、 E 地辰、 2 号河川跡③ か 2
屈 準、 F 地点 2 号河川跡①が4 暦 準であろ （ 図 37 の分析賦料①～ ③、 図 43 の分析試料①、 表35 )つ

分祈試料斗は、 各 河川跡の底部付近 を中心に採取した。 なお、 E 地区1 号西川跡①の底部には粗粒砂

が堆積している。

これらの試斜は、 以下の方法で処理し、 珪藻用プ レパラ ー ト を作成した。

表 35 分析 し た 遺構 お よ び地 点 と 堆積 物 の 特徴

( l )湿潤 重量約1 g 程度取り出し、 秤量した後 ビ ー カ ー に移し3 0％ 過酸化水素水を加 え 、 加熱・反応

させ、 有機物の分解と粒子の分散を行った。（2 )反応終了後、 水を加 え1 時間差してから上澄み液を

除去し、 約粒のコ ロ イ トを捨てるQ こ の作業を 7 回ほ ど繰り返した。（3 )残演を追心管に回収し、 マ

イク ロ ビ゜ペ ッ ト で適鼠取り、 カ バ ー ガラ ス に滴下し乾燥した。 乾燥後は、 マ ウ ン ト メ デ ィ ア で封入し
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プ レ パラ ー トを作成した。

作成したプ レパラ ー トは顕微鎖下1 000 倍で観察し、 珪藻化石200 個 体以上について同定・計数した。

なお、 珪 藻化石が少ない試料は、 プ レバラ ー ト全面について精査した。

3 . 差藻化石の環境拓樗種群

珪藻化石の環境指標 種群は、 主に安藤 （19 9 0 ) が設定した環境指標 種群に居づいた。 なお、 環境指

標 種群以外 0) 吐藻種 tこ つい てほ、 淡水穏は広布種として扱った。 また、 破片のため 属 レベルで1司 定し
た分類群は、 その種群を不明 として扱った。 以下に、 安藤 （199 0 ) が設定した淡水域における環境指

標 種群 0) 概要を示す。

［ 上 流 性 河 川 指 標 種 群 （ J )J : 上 流 部 の 渓 谷 部 に 集 中 し て 出 現 ず る 種 群 で あ る。 こ れ ら に は

Achn21n the s 属 ぶ 多く合 まれるが、 殻面全体で岩にぴっ‘tこ りと張り付 いて生育している九 め 、 流オしに

よっては ぎ取られてしま う ことがない。
［中～下流性河）1|指標 穏群 （ K )] ： 中～下流部、 ずなわち河川沿 いに河成設 丘 、 犀状地および 自 撚堤防、

後背湿 地 といった地形が見られる部分に集中して出現する種群である。 これらの種は、 柄またはさや

で基物に 付着し、 体 と水中に伸 ばして生活する信が多い 。

［最下流性河川指標 種群 （ し） ］ ： 最 下流部の三角 朴Iの部分に集中して出現する種群である「 こ れらの種

は、 水中を浮近 しながら生育しーこ いる種が多 い。 これは、 河川か三角 朴1 地 帯に入ると流返が遅くなり、
浮遊牛 の 種で 屯 生育できるよ ら になる。

［ 湖 沼 浮遊生指標 種群 （ M )] : 水深が約1 . 5m 以上で、 水生植物は岸では見ら九るが、 水底には生育し

てい ない 湖 沼 に出現ナる種群である。

［ 湖 沼 沼 沢湿地指標 種群 （ N )] ： 糊 沼における浮遊生種と し ても、 沼 沢湿地におれる付着生種と し ても

優勢な出 現が見られ、 湖沼・沼沢湿地の環境を指標 すろ可能竹が大きい。

［ 沼 沢湿 地付着生指漂種群 （ 0 )J : 水深 lm 内外で、 一 面 に植物が繁殖している所お よび湿 地で、 付着
の状態 で優勢な出現が見られる種群である。

頂層湿原指標 種群 （ P )] : 尾瀬 ケ原湿原や霧 ケ 峰湿原な どのよ う に、 ミ ズ ゴケを主とした植物群落お
よび泥炭層 0) 発達が見られる場所に出現する種群である。

［ 陸域指標 種群 （ Q )J : 上述の水域に対して、 陸域を生息地として生活している種群である （ 陸生珪藻
と呼ば九ている） 。

4 . 珪 藻化石 (/) 特徴とその堆憤環境
全試料から検出された珪藻化石は、 淡水種が11 9 分類群29 属89 種3 亜種検出された。 これらの珪

藻化五 ば 、 談 水種が5 環境拒標 種群 ｛こ分類された （ 表3 6 お よび表37 )。 以下に、 各 遺構の各 地 点堆

積物中の珪藻化石群集の特徴について述べる （ 図 5 6 )。

[E 地点1 号河川跡①］
い ず れ も 沼 沢 湿 地 付 着 生［目 標 種 貯 の Pinnularia vi「idis 、 由 ～ 下 流性 河）II指 標 種 群 の Cymbella

turgidula、 湖 沼 沼 沢湿地指標 種群の Melosira italica、 陸域指標 種群の Hantzschia amphioxys が出現する。
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上位 の 6 層 は 、 中 ～ 下流性河） I I 指標種群 を 伴 う が 下位層 の 再堆積 の影響 と 思 わ れ る こ と か ら 、 ジ メ

ジ メ と し た 陪域 を 伴 う 水深 の あ る 沼 沢湿地環境で あ る 。 一方、 下位 の 9 層 員 、 流れ の あ る 、 水深の あ

る 沼 沢湿地環境 ど 推定 さ れ る 。

[ E 地点 2 号河川 跡②J
6 醤 下部 は 、 指標種群 の 出 現 は 低 い が 、 沼 沢湿地付着生指標種群 の Stauroneis phoeniceneron な ど

が 出 現 し て い る ご と か ら 、 沼 沢湿地環境 と 推定 さ れ る 。

7 層 と 1 3 層 は 、 砂質堆積物 で あ る た め 含 ま れ る 珪藻化石 は少 な い が 、 沼 沢湿地付着 生指標種群や

湖 泊 沼 沢湿池指標種群 の Melosira italica が 出 現 し て い る こ と か ら やや水深 の あ る 沼 沢湿池環境 と 推

定 さ れ る 。
27 層 下部 は 、 中 ～ 下流性河川 指標種群 の Cymbella turgidula、 Meridian circulae var . constrictum な

ど が 特徴的 に 出 現ず る こ と か ら 、 流れ の あ る 環境が推定 さ れ る 。

[ E 地点 2 号河川跡③］
い ずれ も 沼沢湿 地付着生指標種群 の Eunotia pectinalis var .  mi nor や Pinnularia viridis な ど が 特徴的

に 出 現す る こ と か ら 、 沼沢湿地環境 が 推定 さ れ 忍 な お 、 中 ～ 下流性河川 指標種群 が 出 現 し て い る こ

と か ら 、 多少流れ の あ る 環境 と 考 え ら れ る 。

[ F 地点 2 号河川跡④］
2 i 層 は 、 沼 沢 湿 地付着生指標種群 の Stauroneis phoeniceneron や Eunotia pectinalis var. mi nor な ど

が 特徴的 に 多 く 出 現す る こ と か ら 、 沼沢湿地環境が推定 さ れ る 。

24 層 上 部 は 、 中 ～ 下流性河川 指 標 種 群 の Cymbella turgidula、 湖 沼 沼 沢 湿 地 指 標 種群 の Melosira
italic a、 沼沢湿地付着生捐標種群 が 出 現す る こ と か ら 、 水深の あ る 招 沢湿地環境 と 推定 さ れ る 。

24 層 中部 と 下部 は 、 指標種群 の 出 現 は低 い が 、 沼 沢湿地付着生指標種群 の Neidium iridis な ど が 出
現 し て い る こ と か ら 、 沼沢湿地環境 と 推定 さ れ る 。

表 36 各地点堆積物 と そ の 堆積環境

試科No. 採取地点 層位 王た る 環境 諒伴す る 環境 堆積物
1 E 地点 1 号河川跡① 6 層 水深の あ る 沼沢湿地 ジ メ ジ メ と し た 陸地 砂混 じ り 粘土
2 E 地点 1 号河川跡① 9 層 水深の あ る 沼沢湿地 流水 砂質粘土
3 E 地点 2 号河川跡② 6 層 下部 沼沢湿地 流水 粘土
4 E 地点 2 号河川跡② 7 層 水深の あ る 沼沢湿地 流水 拮上質砂
5 E 地点 2 号河川跡② 1 3 層 水深の あ る 沼沢湿地 流水 砂質粘土
6 E 地点 2 号河川跡② 27 層 下部 流水 粘士質砂
7 E 地点 2 号河川跡③ 4 層 沼沢湿地 流水 粘土

E 地点 2 号河川跡③ 5 層 沼沢湿地 流水 粘士
F 地点 2 号河） 1 |跡④ 2] 層 沼沢湿地 粘土

1 0  F 地点 2 号河川跡④ 24 層上部 水深の あ る 沼沢湿地 流水 粘土
1 1  F 地点 2 号河） 1 |跡④ 24 層 中部 沼沢湿地 粘土
12 F 地点 2 号河川跡④ 24 層 下部 沼沢湿地 粘土

5 . ま と め

1 妙 お よ び 2 号河川 跡 の 堆槙物 中 の 珪藻化石群集 を調べ 、 各河川 拗 の 堆禎環境 に つ い て 検胴 し た 。
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な お 、 1 号河川 跡 は 北 西 か ら 南東方 向 に 向 か っ て 流 下 し 、 2 号河川 跡 は南西か ら 北東方 向 に 向 か っ て

涜下す る 。
E 地 区 の 1 号河川 跡 は 、 堆積初期 に は流れの あ る 、 かつ水深の あ る 沼 沢湿地環境で あ っ た が 、 後 に

ジ メ ジ メ と し た 陸域 を 伴 う 水深 の あ る 沼 沢涅地環境 に変化 し て い る 。
一 方、 2 号可川 跡 で は 、 上流域の②お よ び③ で は 、 流れ を 伴 う 沼 沢湿旭環境で あ る が 、 下流部 の ④

で は 一 時 的 に 流れ が 見 ら れ る も の の 沼沢湿地環境で あ っ た 。

な お 、 珪藻化石組成 か ら 見 る と 、 1 号河川 励 0) 6 層 お よ び 9 層 は 、 2 号河川 跡② の 1 3 層 あ る い は
① の 2 4 層 上郎 に対応ず る 可能性が あ る 。
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表 37 珪藻化石産 出 表 （種群 は 、 主 に 安藤 ( 1 980) に従 う ）

分
種 群

Achnanthes infla ta 
A . lanceola ta
A . minutissi血
A . spp . 
Ac tinella brasilicnsis
譴phora 肛on tan a 
A . ovalis
Ano眉oeoneis sphaerophora
Bacillaria paradoxa 
Caloneis bacillum
C. lauta
C. schroeder i
C. sil1cula
Cocconeis placen tula
Cyc!o tella comta
Cy1邸 topleura solea
Cy屈bella aspera
C. cuspida ta
C. ehrenbergii
C. minuta
C. na viculifor肛is
C. sinuata
C. tumida
C. turgid叫
り spp .
〗iploneis elliptica 
JJ. o val is
]). suboval1s
]). .va tukaens1s
]). spp . 
り'pi themi a adna ta 
E. tu闊‘ida
り、 spp .
Euno tia formica
E. Ju靡ris
瓦 pee ti五al1s var. mrnor 
E. pec tinalis var. undula ta 
『 praerupia
E. praerupta var. bi dens
E、 spp .
Fragil肛ia bre vis tria ta 
Frustulia vulgaris
F. spp . 
緬phone俯a acu屈ina tu舟

G. a ugur 
/J. constrictu醇

0. gracile
/J. parvulum 
訊 sphaerophorum
G. spp
Gyros igma spp . 
Han tzschia a,りphioxys
Helosira i talica
H. roesean且

H. varia11s
N. spp . 
Heridion circulae var 、 constri c t揺
Na vicula americana
N. bacillum
N. confervacea
」V. cuspida ta
N. e Jginensi s 
N. goepperti a加

N. mutica
N. pupula

類 君乍

1 号河川跡
① 

1 2 
② 

4 5 

2 号河川跡
③ ④

1 8 9 10 11 12 

- - · - - -
- - - 1 -

1 - - 1 1
- - - - -
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1 - 1
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表 38 珪藻化 石 産 出 表 （種群は、 主 1こ安藤 （ 198 0) に従 う ）

分 類 群
種 群

1 号 河川跡
① 

1 2 
② 

4 5 

2 号 河川跡
③ 

7 8 
④ 

10 1 1  1 2  

恥icula radiosa 
N. viridula
N. so-·! 
N. spp . 
Neidi um  affine 
N. alpinum 
N. bisulca tum 
礼 iridis
N. spp . 
叩zschia amphibia
が． parvula
N. tryblionella
N. spp . 
Pinnular遠 a crosphaeria
P. borealis
P braunii 
P. cardinaliculus
P. di vergens 
P. gibba 
P. he屈iptera
P. in terrup ta
P. maior
P. micros tauron 
P. nodosa 
P. subcapi 叩
P. viridis 
P. spp . 
肋opal odia gibba 
R. gibberula 
R. quisumbirgi ana 
R. spp 
Stauroneis acute s. 0/100刀icen teron
S. S,'/}}, thi i 
S. spp 
Surirella angusta 
S. minuta
S. o va ta
S. tenera 
S. spp . 
Synedra inaequal 1 s 
S. rumpens 
S. ulna 
Tabellaria fenestra ta
Unknown 

中 ～ l→面 性 河 川 ( K ) 3 21 7 3 2 12 4 3 1 20 1 3 
湖 沼 浮 遊 生 ( M )  - - - - - - - - - - I -

湖 沼 沼 沢 湿 地 ( N ) 9 18  - 2 '. 1 - 3 - - 15 - -

沼 沢 湿 地 付 店 生 ( 0 ) 1 9  2 2  2 1  9 '5  7 40  5 9  8 2  2 6  40  2 5  
陸 域 ( Q ) 48 3 5 1 0  1 1 日 17 24  1 2  1 8  2 1  16 1 1  
広 布 ( W ) 49  1 7  9 7  4 0  2 7  2 5  84  84  77  78 1 04  1 0 8  

淡 水 不 定 ・ 不 明 柾 ( ? ) 46 4 6  6 0  2 2  2 1  2 7  6 5  4 0  47 52  38 57  
-- - .  ----------------------- --------------..... ----------------- - ---------------------------------------------

珪 藻 殻 数 179  2 1 9  1 9 5  8 7  9 1  88 2 2 0  1 9 8  2 2 5  2 1 2  2 0 0  2 0 4  
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図 56 各地 点 の 堆積物 中 の 珪藻化石分布図 （2 . 5％ 以 上 の 分類群 を表示）
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図版 堆積物 中 の珪藻化石 （ス ケ ール ： 1 0 µ m) 
l. Eunotia  pec tina l i s  var. undulata (No.7) 2. Cymbel l a  tumi da (No.6) 3. Hantzschia  amphi oxys (No.2)
4. Ac tinel la  brasi l i ensi s (No.2) 5. Nei di um iri di s (No. l l )  6 .  Eunotia  formi ca (No.4)
7. Stauronei s phenicenteron (No.9) 8. Synedra ulna (No.4) 9. Cocconeis  placen tula (No. 1 0)
10 . Mel osira i ta l i ca (No. l) 1 1 .  Gomphonema sphaerophorum (No.8) 12 .  Cymbel la  navi cul i formi s (No.9)
1 3 .  Na vi cula bac i l l um (No. l l )  14 .  Meri di an circulae  var. cons tri ctum (No.5) 1 5 .  Cymbel la  turgi dula (No.10 )
16 . Eunotia pec t inal i s  var. minor (No. 10)  1 7 .  Gomphonema parvul um (No.7) lff. Cymbel la  sinuata (No.6)
1 9 .  Navi cula mutica (No.7 )  20. Amphora montana (No.9) 2 1 .  Na vi cula  confervacea (No.7)
22. Pinnulari a nodosa (No.8) 23. Eunotia  praerupta var. bi dens (No.5) 24. Gomphonema graci l e (No. l l )
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川 越 田 遺跡 の 花 粉 化 石 鈴 木 茂（ パ レ オ・ラ ボ）

1 ． は じ め に
JI|越田遣跡において行われた発掘調査で河川跡が検出され、時期は出士遺物 （ 五領式期～鬼高式期）

から古墳時代前期～後期と考 え ら九 ている。 こ の河川跡より当時(}) 環境を椅討する 日 的て土壌試料が

採取された。 以下にはこ の土壌試料について行った花粉分析の結果を示し、 遺跡周辺における古墳時

伐 前期～後期の 占植生について検討した。

2 . 試料と分析方法

試料はE 地点の1 号河川跡① ( 2 試料 ： 試料番号1 , 2 ) 、 同地点 の 2 号河川跡② (4 試料 ： 試料番

号3 ~ 6 ） 、 同 地応③ (2 試料 ： 言式皐斗番刃 7 , 8 ) および F 坦点の 2 号河）1|闘④ (4 試料 ： 試粋番号 9

~12) の4 地点より採取された12 試料である （ 図37 の分析試料①～③、 図 43 の分析試料④） 。 各試

斜について簡 単に叫すと、 おおむ ね粘土や砂質粘 上、 粘±質砂であるが、 詳細については辻藻分祈の

節を参照して頂きだい。 花粉分祈は こ れら 12 試料について以下のような手順にしたがって行っ↑こ

試料 （ 湿重約4 ~ 7 g ) を遠沈着にとり、 1 0 % 0) 水酸化 カ リ ウ ム 浴液を加 え 20 匁 閲湯勲する。 水洗

径 、 0. 5mm 目 の飾にて植物遺体な どを取 り除き、 碩斜法を用いて粗粒砂 分を除去すろ。 次に4 6％ の フ

ッ 化水素酸溶液を加 え20 分間放直する。 水洗後、 比重分離 （ 比重2.1 に調 整した長化亜鉛浴液を加 え

遼心分肩『） を行い、浮遊物を回収し、水洗ナろ。 水洗後、酢酸処理を行い、続けてア セ ト リ シ ス 処理 （ 無

水酢酸 9 : 1 濃硫酸の割合の混酸を加 え3 分閏湯即） を行う。 水洗後、 残澄にグ リ セ リ ンを加 え 保存

町 とすろ。検鏡は こ の残泣 上 り適宜プ レパラ ー トを作成して行い、その際サ フ ラ ニ ンにて染色を施した。

：） ． 分析結果
検出された花粉・胞子の分類群数は、 樹木花粉41 、 草本花粉34 、 形態 分類を含 む シ ダ植物胞子4

の裕計79 であるつ こ れら応粉・シ ダ植物比子の一 覧を表 叫 に、 それらの分布を図 57 に示した。 こ

の分布 図 について、 樹木花粉は樹木花粉総数を基数とした、 また草本花粉・シ ダ植物胞子は全花粉・
胞子総数を基数とした百分率で示してある。 さらに こ れら表および図 においてハ ＇〈 フ ン で店んだ分煩

群 ほ それら分類群間の区別が困難なものを示している。 なお、 試料4 , 6 ,  1 0 の3 試料については樹

木花粉 り）検出数が少な く 、分布 図 として示 す こ とが出来なかっ た。 以下に各地点 0) 特徴について示す。

1 妙河川跡① （ 試料1 , 2 ) では コ ナラ属 コ ナラ亜属が最も多く、 試斜1 では約3 9 ％ の出現率を示

している（， 次いで詞1 0~1 5 % (J) コ ナラ屈 ア カ カ シ亜属が多 く 、 ス ギ、 イテイ科 一 了 ヌ カ ヤ 科 ー ヒ ノ

キ 科 （ 以後 ヒ ノ キ類と略す） 、 ク マ シデ属 ー ア サ ダ 属 が1 0 ％前後を示している。 草本類ではイネ 科が

3 0 ％前後の出現率を示して最も多 く 、 カ ヤ ツ リ グサ科、 ヨ モ ギ厭が続いている。 その他ては試料1 に

おいてツ ユ ク サ属が、 試料 2 ではツ リ フ ネ ソ ウ 属が1 ％を越 え て得られている。

2 号河川跡②（ 試料3 ~ 6 )ではやはり山現率3 0~4 0 ％ を示すコ ナラ亜属 ヵゞ 最も多 く 得られている。

次いでア カ ガ シ亜属が多 く 、 試料3 では20 ％ を越 え て検出されている。 その他ではス ギ ど ク マ シ デ

属 ー ア サ タ 属 が1 0 ％前後を、 ヒ ノ キ 類やシイ ノ キ 属 が5 ％ 前後を、 また ］、 チ ノ キ 属 が約3 ％ の 山 況

率を示している。 芭本類ではやはりイ ネ 科が最も多 く 観察されている。 次いでカ ヤ ツ リ グサ科や ヨ モ
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表 39 産 出 花粉化石 一 覧表

和 名 学 名

樹木
マ キ 属
モ ミ 属
ツ ガ 属
ト ウ ヒ 属
マ ツ 属単維管束曲属
マ ヅ 屈複維管束亜 属
マ ツ 属 （ 不 明 ）
コ ウ ヤ マ キ 属
ス ギ
イ チ イ 科 ー イ ヌ ガ ヤ 科 ＿ ヒ ノ キ 科
ヤ ナ ギ属
ヤ マ モ モ 属
サ ワ グ ）レ ミ 脳 ー ク ル ミ 属
ク マ シ デ 属 ー ア サ ダ属
カ バ ノ キ 属
ハ ン ノ キ 属
プ ナ
イ ヌ ブ ナ
コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属
ク リ 属
シ イ ノ キ 属
ニ レ 属 ー ケ ヤ キ 属
エ ノ キ属 ー ム ク ノ キ 屈
フ サザ ク ラ 属
カ ツ ラ 属
サ ン シ ョ ウ ）属
ユ ズ リ ハ 属
ウ ル シ 厩
ニ シ キ ギ科
カ エ テ属
ト チ ノ キ 属
ブ ド ウ 屈
ッ タ 屈
マ タ タ ピ属 近似種
ウ コ ギ科
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Podoca1匹S
Abi os 
謬 ば岱＇l
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Pinus subgen . Hap 7 ox,F l on 
Pinus subgen . Dipl oxyl on 
Pinus ( Unknown) 
Sciadop.i l,1ペ
Cryptomeria japoni ca D .  Don 
T . - C .  
Sal ix 
Myri ca 
Fterocarya-Juぼlans
Ca1-pinus - Os trya 
Be tu.la 
Alnus 
Fagus crenata Blume 
F寝;11s Japonica Maxim. 
Quercus subgen . Lepi dobalanus 
Quercus subgen .  Cycl obalanopsis 
Cas tanea 
Castanopsis 
Ulmus - Zelko va 
Gel ti  s-Aphanan the 
Euptelea 
Ce tc i dip/1y 1 1  wn 
Zan tlwxy 1 mn 
Daplmiphy 1 1  wn 
Rims 
Celastraceae 
Acer 
Aesculus 
Vi t is  
Par thenoc1 ssus 
cf . Act inidia 
Araliaceae 
Camus 
S tyrax 
Ligustnllll 
cf . Sambucus 
ViburnU111 
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T .  - C . は Taxaceae-Cephal o tax ac oae-Cup r o s aceae を 示 す
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ギ 属 が 多 く 検 出 さ れ て い る が 、 出 現 率 は 1 0 ％ に 達 し て い な い。 そ う し た 中 、 試料 3 で は水 生植 物 の

オ モ ダ カ 属 （抽水植物 ） が 約 1 0 ％ を 示 し て お り 、 花粉生産量 の 小 さ い オモ ダ カ 属 と し て は 高 い 出 現

率 を 示 し て い る 。

2 号河川 跡③ （試料 7 , 8 ) に お い て も コ ナ ラ 亜属 が 最 も 多 く 検 出 さ れ て い る が 、 出 現 率 は 2 0 ~

30 ％ と 、 ① ， ② と 比 べ る と やや低 く な っ て い る 。 反対 に ス ギや ヒ ノ キ 類 は 1 5 ~ 20 ％ に 出 現率 を 上 げ

て い る 。 そ の 他 で は ク マ シデ属 ー ア サ ダ属 が 5 ~ 1 0 ％ を 示 し 、 モ ミ 属 が 5 ％ 前後 得 ら れ て い る 。 草

本類 で はや は り イ ネ 科 が 最 も 多 く 得 ら れ て い る 。 そ の他 で は草本類 に入れた ク ワ 科 が 試料 7 で 、 ヨ モ

ギ 属 が 試料 8 で そ れ ぞれ 1 0 ％ を 越 え る 出 現 率 を 示 し て い る 。 ま た ゴ キ ヅJレ属 ー ア マ チ ャ ヅル属 が 試

料 8 でやや多 く 得 ら れ て お り 、 オモ ダカ 属 は 両試料で 、 ま た 同 じ 抽水植物 の ミ ズア オイ 属 が試料 8 で

1 ％ を越 え て観察 さ れ て い る 。

2 号河川 跡④ （試料 9 ~ 1 2 ) で は ス ギ 、 ヒ ノ キ類 、 コ ナ ラ 亜属 、 ア カ ガ シ亜属 の 優 占 で 特徴づ け

ら れ、 ス ギ は試料 9 で 30 ％ 近 い 出 現 率 を 示 し て い る 。 そ の 他 で は モ ミ 属 、 ツ ガ属 、 ク マ シデ属 ー ア

サ ダ属 、 ニ レ属 ー ケ ヤ キ 属 が 5 ％ 前後得 ら れて い る 。 草本類 で は本地 点 に お い て も イ ネ 科 が 最 も 多 く 、

試料 9 , 1 2 で は 45 ％ を 越 え て い る 。 次 い で 1 0 ％ 前後 の ヨ モ ギ 属 が 多 く 、 カ ヤ ツ リ グ サ 科 が 5 ％ 煎後

検 出 さ れ て い る 。 ま た オモ ダ カ 属 や ミ ズア オイ 属 が 分布 図 で示 し た 3 試料 に お い て 1 ％ を越 え る 出 現

率 を 示 し て い る 。

4 . 遺跡周 辺 の 古植生

先 に も 記 し た が 分析試料 の 時期 は 出 土遺物 か ら 古墳時代前期 ～後期 と 考 え ら れて お り 、 こ の 頃 の 遣

跡周 辺 丘 陵部 で は コ ナ ラ 亜属 を 主 体 に ク マ シデ属 ー ア サ ダ属 、 ニ レ属 ー ケ ヤ キ属 、 カ エ デ属 、 ト チ ノ

キ 属 な ど の 落葉広葉樹林が 成立 し て い た と み ら れ る 。 ま た ア カ ガ シ亜属 を 中 心 に シイ ノ キ 属 な ど を 交

え た 常緑広葉樹林が 周 辺 丘 陵 の 稜線部 に 林分 を 広 げて い た と 推測 さ れ る 。 さ ら に 丘 陵斜面部 を 中 心 に

ス ギや ヒ ノ キ類の針葉樹林 も 林分 を 広 げ て い た と み ら れ る 。 ま た 、 こ れ ら 森林 に 交 じ る よ う に針葉樹

の モ ミ 属 や ツ ガ属 も 生育 し て い た こ と が 考 え ら れ る 。

一方低地部 で はイ ネ 科 の 多産 と 水 田 雑草 を含む分類群 で あ る オモ ダカ 属や ミ ズア オイ 属 、 ス ブ タ 属

ー ミ ズオオバ コ 属 が 検 出 さ れ て い る こ と か ら 水 田 稲作 が 行 わ れ て い た こ と が 推察 さ れ る 。 ま た試料採

取 地 点 が 河川 跡 で あ る こ と か ら 、 こ の 河川 の 沼 沢湿地環境 （珪藻分析 の節参照） 付近 に ガ マ 属 、 ヒ ル

ム シ ロ 属 、 ス ブ タ 属 ー ミ ズオオバ コ 属 、 オモ ダ カ 属 、 イ ボ ク サ属 、 ミ ズア オイ 属 と い っ た水生植物 （抽

水植物） が 生育 し て い た と み ら れ る 。 さ ら に水 生 シ ダ植物 の サ ン シ ョ ウ モ な ど も 生育 し て い た で あ ろ

う 。 ま た こ の 河川 跡 の 土手部 に は イ ネ 科や カ ヤ ツ リ グ サ 科 、 ク ワ 科 、 ア カ ザ科 ー ヒ ユ 科 、 ヨ モ ギ 属 な

ど が 生育 し て い た と 推測 さ れ よ う 。

5 . お わ り に

低地部 に お い て イ ネ 科 の 多産 と 水 田 雑草 を含む分類群 の 検 出 か ら 、 水 田 稲 作 の 可能性 に つ い て 記 し

た が 、 こ れ に つ い て は プ ラ ン ト ・ オパール分析 な ど に よ る 確認作業 が必要 で あ ろ う 。
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1-a 

1-b 

4-a

4-b

図版 川 越 田 遺跡 の 花粉化石
1 : ス ギ PLC SS 443 3 試料 3
2 : コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属 PLC SS  4432 試料 3
3 : コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属 PLC SS 443 1 試料 3
4 : イ ネ 科 PLC SS 4436 試料 7
5 : オモ ダ カ 属 PLC SS 443 5  試料 7
6 : ミ ズア オイ 属 PLC SS 4434 試料 7
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w： ま と め

今 回 の 調査 で は 、 古墳時代 の 埋没河川 跡 と 、 そ の 両岸 に 展 開 す る 古墳時代前期 か ら 後期 の集落跡 が

検 出 さ れ た。 こ こ で は 、 2 条 の 埋没河川 跡 に つ い て若干 の 補説 を行 い 、 ま と め と し た い。

1 号河 川 跡 の 時期 と 環境

1 号河川 跡 は 北西 か ら 南東方 向 に 向 か っ て 直線的 に 走行 し 、 2 号河川 跡 の 上流部 に 合流す る 。 2 号

河川 跡 と ほ ぼ直交 し て 合流す る こ と か ら 、 自 然河川 で は な く 、 人為 的 に 開 繋 さ れた も の と 推定 さ れ る 。

埋没状態 を観察す る と 、 層 位 は 鉄分凝集層 に よ り 大 き く 上 ・ 下層 に分かれ る 。 下層 は砂混 じ り 粘土層

で 、 底 面 に は砂利層 が 堆積す る 。 出 土ず る 遺物 は 五領式期 も 見 ら れ る が 、 和泉式期 が 主体 と な る 。 特

に 砂利層 の 直上面 か ら は完形 の 土器が 出 土す る 。 自 然科 学分析 か ら は 、 堆積初期 に は流れ が あ り 、 か

つ 水 深 の あ る 沼 沢湿地環境 で あ っ た が 、 後 に 「 ジ メ ジ メ 」 と し た 陸地 を 伴 う 水深 の あ る 沼 沢湿地環境

に変化 し て い る と の 結果 が 得 ら れ た 。

上層 は粘質土層 で 、 出 土遺物 は鬼高式期 が 主体 と な る 。 土器 は破片 で器面 が 摩耗 し て い る も の が 多

い が 、 上位層 か ら は あ る 程度 の 形 を保 っ た 土器 が 出 土す る 点 が 注意 さ れ る 。 鉄分凝集層 が 形成 さ れ て

い る こ と か ら 、 一 定 の 水 流 が 存在 し て い た と 推測 さ れ る 。

換言す る と 、 1 号河川 跡 は 、 五韻式期 に 比定 さ れ る SD-02 を切 る こ と や 下層 出 土遺物 か ら 、 和泉式

期 に 開 堅 さ れ た と 考 え ら れ る 。 開 竪 に よ り 水 が 流れ込む が 、 和 泉 式期 の 間 に は埋没 が 始 ま る 。 そ の 後

水流 に よ っ て鉄分凝集層 の 平坦 な 川 底 が 形成 さ れ、 鬼 高 式期 ま で 一 定 の 水 流 が 存在 し て い た も の と 推

測 さ れ る 。

2 号河 川 跡 の 時期 と 環境

2 号河川 跡 は E 地 点 か ら F 地 点 に か け て 検 出 さ れ、 南 西 か ら 北東方 向 に 流 下 し 、 B 地点 （恋河 内 、

1 99 3 ) で検 出 さ れ た 河川 跡へ と 続 く 。 調査 区 内 に お い て 蛇行す る 様相 が 見 ら れ、 自 然河川 と 考 え ら れ

る 。 埋没状態 を観察す る と 、 層 位 は 1 号河川 跡 と 同様 に 大 き く 上 ・ 下層 に 分 かれ る 。 下層 は粘土層 で 、

底 面 に は砂利層 が 堆積す る 。 遣物 は五領式期 ～ 和泉式期 の 土器が 出 土 し て い る 。 五領式期 の 土器 が 器

面 の 摩耗 し た破片 が 多 い の に対 し 、 和泉式期 の 土器は完形 も し く は比較的形 を 保 っ て い る も の が 多 い 。

粘 土層 は 1 号河川 跡 の 合流す る 上流部 が 黒褐色粘土、 下流部 が 緑黒色粘土 と 若干 の 違 い が認 め ら れ る 。

自 然科学分析 か ら は 、 上流部 は流水 を 伴 う 沼 沢湿地環境、 下流部 は 一 時 的 に 流水 が 見 ら れ る 沼沢湿地

環境 と い う 結果 が 示 さ れ た 。

上層 か ら は 鬼 高 式期 の 土器 が 主体 と な っ て 出 土 し て お り 、 大半が器面 の 摩耗 し た破片 で あ る 。 上流

部 は砂 を 含む粘質土 で 、 下流部 は厚い鉄分凝集層 の 上 に 砂利層 が 堆積 し て い る 。 こ の よ う な 同 一河川

内 に お け る 堆積 土 の 差異 は 、 河川 内 を水流 が 蛇行 し て 埋没 と 浸食 が 繰 り 返 さ れ た結果 と 考 え ら れ る 。

2 号河川 跡 を 大筋 で捉 え る と 、 五領式期 に は水流 が 存在 し 、 和 泉 式期 に な る と 水流 は あ る も の の 、

地下水位 の 商 い 沼 地状 の 土壌 が 形成 さ れ る よ う に な る と 推測 さ れ る 。 そ の 後 、 鬼高式期 ま で 一 定 の 水

流 が 存在 し て い た も の と 考 え ら れ る 。 な お 、 河川 跡 の 立 ち 上 が り 付近 に は 土 坑 が 掘 り 込 ま れ て お り 、

中 か ら は 五頷式期 を 主体 と す る 土器が ま と ま っ て 出 土 し て い る 。

河 川 跡 の 性格

両河川 跡 を 比較す る と 、 1 号河川 跡 が 開 堅 さ れ た と 推定 さ れ る 和泉式期 に は 、 2 号河川 跡 の 埋 没 が
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始 ま り、 その水流は五領式期 に 比 べて減少してい た もの と 推測 さ れる。 この よ うな状況や、 両河川 跡

が 鬼高 式期 ま で機能し続けていた と 推定 さ れる こ と か ら、 1号河川 跡の性格は 2号河川 跡に用水 と し

て水を 引 き 入九る仁 めの水路であっ fこ と 考 え られる。 和 泉式期に 2り阿） I I 跡で見 られる 卜流部 と 下 況
部の差異は、 この水路に よ る導水に起 因していた 可能性も ある。

ま た 、 1号河川 跡を介して 2号河川 跡へ水を 引 く には、 1号河川 跡の北西側 に別の河川 跡 が 存在し

ていなけれ ばならない。 本遺跡の西南西約 1. 1 kmに位置する堀 向 • 藤塚遣跡（鈴木 ・ 徳山他 、 1995)

て検出 さ れた埋没河川 跡は、 現女屈川の古墳時代における 旧 流路 と 考 え られ 、 少なく と も 和 泉 式期 に

は低地帯が 存在し、 鬼高式期には一定の水流 があっ た もの と 推定 さ れてい る 。 この埋没河川 跡は蛇行

しなが ら東方向 へ 流 下 し、 本遺跡の南西約 200 mに位置する今井川 越 田 遺跡（瀧瀬 、 1997) へ と 続く。

さ らに今井川 越 田 遺跡か ら北東方 向 へ角 度を 変 え 、 本遺跡の位置する高 関付近 ま で続く こ と が 、 圃場

整備前の地表 面の脹 跡から確認 さ れている。 おそ らく、 こ れ が 1 号河） 1 | 聞の北西側 に 存在していた阿

J I | 跡であっ た と 推定ずる こ と かで き るだ ろ う 。

ま と め

本遺跡で見 られる よ うな古墳時代の 自 然河川 と 人為 的な水路 との 関 わりは、 藤塚遺跡での鬼高期の

水路跡 と 考 え られる溝跡や 、 膏縄 田遣跡（恋河I]、J 、 1995) での和泉式期後 半以前の用水路 と 考 え られ

る溝状遺構 等 、 本地域の各所て認 め られている。 自 然河川 に水路等の人為 的な改変を加 えて、 幹線用

水 と して利用する と い う 方式は、 本地域における古墳時代の灌漑 形 態のひ と つ と して捉 え られている

（鈴木 、 2000) 。 今 回の成果が 、 ごの地域におけ ろ 古培時代の土木 丁重や灌漑の 形 態を具休的に 明 らか

にする一助 となれ ば幸いである。
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写真図版1

遺跡の位置と周辺の地形（国土地理院、 平成12年10月撮影）



写真図版2
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遺跡全景（上が南西）

E地点全景（上が南東）

Sl-01~06全景（北西から）



写真図版3

Sl-01全景（南から）

Sl-01カマド全景（南東から）

Sl-01遺物出土状況（東から）



写真図版4

Sl-02 • 06全景（北西から）

Sl-02遺物出土状況（北から）

Sl-02 P3柱痕確認状況

（北から）
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Sl-03 遺物出土状況（北西から）

Sl-04·05全景（北西から）

Sl-07全景（北から）
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1 • 2号河川跡全景

（南西から）

1号河川跡全景（南東から）

1号河川跡土層断面（南東から）
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1号河川跡土層断面（北から）

1号河川跡

遺物出土状況（東から）
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1号河川跡

遺物出土状況近景（東から）
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1号河川跡

遺物出土状況近景（東から）

1号河川跡

遺物出土状況近景（西から）

1号河川跡

遺物出土状況近景（南西から）
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1号河川跡

遺物出土状況 近景（北から）

E地点 2号河川跡全景

（南東から）

E地点 2号河川跡

遺物出土状況（南東から）
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E地点 2号河川跡内土坑

遺物出土状況（南東から）

F地点 2号河川跡

土層断面（西から）

F地点 2号河川跡

遺物出土状況近景（北西から）
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F地点 2号河川跡

遺物出土状況近景（北西から）

F地点 2号河川跡

遺物出土状況近景（北西から）

F地点全景（上が南西）
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Sl-09 • 10 

遺物出土状況（南から）

Sl-09 

遺物出土状況近景（南から）

Sl-09 

遺物出土状況近景（南東から）
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Sl-01出土遺物
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Sl-02出土遺物
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1号河川跡出土遺物( 2)
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1号河川跡出土遺物(3)
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1号河川跡出土遺物（4)



写真図版23

19 

•
26 

4
 

一

，

11 

22 

12 

15 

•• ,27 

E地点 2号河川跡出土遺物( 1)

16 

23 

28 



写真図版24

30 
32 

35 
34 36 

37 

·O 42 

�3 44 45 

ノ， 11150

53 

E地点 2号河川跡出土遺物( 2)
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E地点 2号河川跡出土遺物(3)

Ｆ地点２号河川跡出土遺物（１）
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Ｆ地点２号河川跡出土遺物（２）

遺構外出土遺物
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